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ここに平成２７年版「関市統計書」を刊行いたします。

この統計書は、本市の人口をはじめ、経済・社会・文化など各分野にわたる基本的な

資料を総合的に収録し、市勢の現状と推移を明らかにしようとするものです。

資料の編さんについては、不十分な点も多いかと思いますが、行政をはじめ各方面で

幅広くご利用いただければ幸いです。

本書の刊行にあたり貴重な資料を提供してくださいました関係各位のご理解とご厚

意に対し深く感謝の意を表すとともに、今後ともなお一層のご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

 

平成２８年５月

 

 
関市長 尾関 健治 

 

 
 

 

 

 

 

 



関 市 民 憲 章
（昭和50年10月15日制定）

　わたくしたちは、自然に恵まれた伝統ある
刃物のまちの市民であることに誇りと責任を
持ち、感謝の心で郷土を住みよくするために、
みんなで力をあわせます。
育てよう　こころ豊かなまちづくり
鍛えよう　からだ丈夫なまちづくり
伸ばそう　希望あふれるまちづくり

市 章 市シンボルマーク

（平成6年9月9日制定）

（平成22年4月1日生）

　「セキ」を図案化し、まるくおさまり外に
向かって発展する意を表わしたもので、
昭和38年7月17日正式に本市の象徴とし、
定めたものです。

　刃物をモチーフに、人と人とのふれあい、
豊かな自然、交通網の結節点などを表現し、
21世紀へと伸びる発展的で斬新なイメージ
をデザインしています。

　市の伝統的産業である刃物で未来を切
り開き、新芽は市がより大きく育つようにとの
願いが込められています。

イメージキャラクター　関＊はもみん
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（昭和 60 年 10 月 15 日 制定）
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２．資料は、原則として利用者の便宜のために時系列的に掲げました。

３．資料は、庁内各部課および関係官公署・民間事業所等から集めたものです。
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す。



用途別開発許可状況・・・・・・・・ 34

地目別土地面積・・・・・・・・・・  1 地区別開発件数・・・・・・・・・・ 34

気温・天気日数・・・・・・・・・・  1 農地転用許可申請の状況・・・・ 35～36

月別風速・雨量・気温の状況・・・・  2

月別日照時間・・・・・・・・・・・  3 ５．事　業　所

産業分類別事業所数及び従業者数

２．人　　　口 （民営）・・・・・・・・・・・・・ 37 

人口・世帯数の推移・・・・・・・・  4 市郡別全事業所数及び従業者数

地域別人口・世帯数・・・・・・・・  5 （民営）・・・ ・・・・・・・・・  38

人口自然動態・・・・・・・・・・・  6 従業者規模別事業所数及び従業

人口社会動態・・・・・・・・・・・  6 者数・・・・・・・・・・・・・ 39～40

理由別転入・転出状況・・・・・・・  7 産業大分類・経営組織・従業者

婚姻・離婚件数・・・・・・・・・・  8 規模別事業所数及び従業上の地

人口動態率・・・・・・・・・・・・  8 位別従業者数・・・・・・・・・ 41～42

外国人住民人口・・・・・・・・・・  8 市別産業大分類別事業所数及び

自治会別人口・世帯数・・・・・  9～14 従業者数（民営）・・・・・・・ 43～44

３．国　勢　調　査 ６．農　林　業

人口・世帯数の推移・・・・・・・・ 15 農家人口及び農家数　　・・・・ 45～46

労働力人口（１５歳以上）・・・・・ 16 種類別経営耕地面積・・・・・・ 45～46

人口集中地区（ＤＩＤ）・・・・・・ 16 販売目的で作付(栽培）した作物の

主な通勤・通学者数の推移・・・・・ 16 類別作付面積・・・・・・・・・ 47～48

年齢（５歳階級）別人口・・・・ 17～18 家畜数・・・・・・・・・・・・ 47～48

年齢（５歳階級）別地域別人口・ 19～20 農業用機械所有台数・・・・・・ 49～50

年齢（３区分）別人口・・・・・ 21～22 食肉センターの状況・・・・・・・・ 51

他市町村から関市へ通勤・通学する 農業振興地域の概要・・・・・・・・ 52

15歳以上就業者数・通学者数・・ 23～24 ほ場整備状況・・・・・・・・・ 53～54

関市から他市町村へ通勤・通学する 所有形態別森林面積・・・・・・ 55～56

15歳以上就業者数・通学者数・・ 25～26 人工林・天然林面積・・・・・・ 55～56

産業別・年齢別就業者数・・・・ 27～28 農道延長・・・・・・・・・・・・・ 57

県内市町村別人口及び世帯数・・ 29～30 林道延長・・・・・・・・・・・・・ 57

住居の状況・・・・・・・・・・・・ 31

住宅の所有状況・・・・・・・・・・ 32 ７．工　　　業

年次別事業所数・従業者数・製

４．土　地　利　用 造品出荷額等・・・・・・・・・・・ 58

用途地域別面積・・・・・・・・・・ 33 ２１市の状況・・・・・・・・・・・ 59

制限林種別面積（林政）・・・・・・ 33 産業中分類別事業所数・従業者数・

目　　次

１．自　　　然

目　次



製造品出荷額等・・・・・・・・・・ 60 し尿処理の状況・・・・・・・・・・ 79

地区別・経営組織別事業所数・ 火葬場使用の状況・・・・・・・・・ 80

従業者数・製造品出荷額等・・・ 61～62 犬猫等の火葬状況・・・・・・・・・ 80

規模別事業所数・従業者数・製造 ごみの排出量の状況・・・・・・・・ 80

品出荷額等・・・・・・・・・・ 63～64 資源ごみの収集状況・・・・・・ 81～82

年次別輸出地域別内訳・・・・・ 63～64 予防接種の実施状況・・・・・・ 81～82

健康診断の実施状況・・・・・・・・ 83

８．商　　　業 がん検診の実施状況・・・・・・・・ 83

商業事業所・・・・・・・・・・・・ 65

産業分類別事業所数・従業者数・ １２．電 気 ・ 水 道

年間商品販売額・・・・・・・・・・ 65 電力需要の推移・・・・・・・・・・ 84

規模別事業所数・・・・・・・・・・ 65 水道の状況・・・・・・・・・・・・ 84

地区別・卸売小売業別事業所数・ 公共下水道等の整備状況・・・・ 85～86

従業者数・年間商品販売額・・・・・ 66

県内市郡別・卸売小売業別事業所数・ １３．交 通 ・ 通 信

従業者数・年間商品販売額・・・・・ 67 車種別保有自動車台数・・・・・・・ 87

市内道路の状況・・・・・・・・・・ 88

９．市　民　所　得 市道の幅員別道路延長・・・・・・・ 88

経済活動別市内総生産・・・・・・・ 68 自動車道ＩＣ利用状況・・・・・・・ 89

県下の人口１人当たりの市町村民 長良川鉄道各駅乗客数の推移・・・・ 90

所得・・・・・・・・・・・・・ 69～70 電話加入数・・・・・・・・・・・・ 90

市民所得の分配・・・・・・・・・・ 71 郵便施設数・・・・・・・・・・・・ 91

人口・関連指標・・・・・・・・・・ 71 郵便の状況（１日当たり）・・・・・ 91

テレビ受信契約数の推移・・・・・・ 92

１０．社　会　福　祉 主要道路の交通量・・・・・・・・・ 92

社会福祉施設数・・・・・・・・・・ 72

保育園の状況・・・・・・・・・・・ 73 １４．居　住　環　境

生活保護による保護状況の推移・・・ 73 団地別公営住宅数・・・・・・・・・ 93

国民年金受給の状況・・・・・・・・ 74 建築確認申請件数・・・・・・・・・ 93

国土交通省地価公示価格の推移・・・ 94

１１．保 健 ・ 衛 生 岐阜県地価調査価格の推移・・・・・ 95

医療施設の状況・・・・・・・・・・ 75 土地区画整理事業の状況・・・・・・ 96

医療従事者の状況・・・・・・・・・ 75 家屋の種類別棟数及び床面積・・ 97～98

国民健康保険加入の状況・・・・・・ 76 地区公民センター設置状況・・  99～102

国民健康保険給付の状況・・・・・・ 76 公園種別一覧表・・・・・・・ 103～104

市別主要死因別の死亡者数・・・ 77～78

公害苦情処理件数・・・・・・・・・ 79

献血者の状況・・・・・・・・・・・ 79

１５．消 費 ・ 物 価 一般・特別会計の収支決算状況・・  130

岐阜市・全国消費者物価指数（年平均） 一般会計決算状況（目的別）・ 131～132

・・・・・・・・・・・・・・ 105～106 一般会計決算状況（性質別）・ 133～134

中濃公設地方卸売市場の品目別 特別会計決算の状況（歳出）・・・  135

取扱数量（上位８品目）・・・・・  107 水道企業会計収支状況の推移・・・  136

市税収入の状況（一般会計）・・・  137

１６．教 育 ・ 文 化 市税負担の状況・・・・・・・・・  137

小学校の学校数・学級数・・・・・  108 納税義務者数・・・・・・・・・・  138

小学校の教職員数・・・・・・・・  108 財政力指数の推移・・・・・・・・  138

小学校の児童数・・・・・・・・・  109 各種選挙の投票状況・・・・・・・  139

中学校の学校数・学級数・・・・・・110 投票区別選挙人名簿登録者数・・・  140

中学校の教職員数・・・・・・・・  110 選挙人名簿登録者数の推移・・・・  140

中学校の生徒数・・・・・・・・・  111 行政組織図・・・・・・・・・ 141～142

中学校卒業後の状況・・・・・・・  111

幼稚園の園数・学級数・ １８．保　安

教職員数・園児数・・・・・・・・  112 交通事故件数・・・・・・・・・・  143

大学等の教員数・学生数・・・・・  112 道路別交通事故発生件数・・・・・  143

小・中学校児童・生徒の 交通事故原因別件数・・・・・・・  143

発育状況 ・・・・・・・・・  113～114 刑法犯罪の発生・検挙状況・・・・  144

高等学校の学校数・学級数・ 少年非行件数・・・・・・・・・・  144

教職員数（全日制）・・・・・・・  115 火災発生状況・・・・・・・・ 145～146

高等学校の生徒数（全日制）・・・  115 原因別火災発生件数・・・・・ 145～146

高等学校卒業後の状況・・・・・・  115 月別火災発生件数・・・・・・ 145～146

高等学校卒業後の産業別就職者数 救急車出動件数及び救護人員・ 147～148

（就職進学者を含む）・・・・・・  116 消防力の現状・・・・・・・・ 147～148

関商工高等学校定時制の学級数・ 大規模災害発生状況（明治以降）・  149

生徒数・教職員数・・・・・・・・  116 交通安全施設等・・・・・・・・・  150

指定文化財・・・・・・・・・ 117～121 同報無線の設置状況・・・・・・・  151

生涯スポーツ施設一覧・・・・ 122～125 移動系無線の設置状況・・・・・・  151

わかくさ・プラザ施設一覧・・・・  126

各種施設の利用状況・・・・・・・  127 １９．観　光

わかくさ・プラザ施設利用状況 観光地別観光客数・・・・・・・・  152

・・・・・・・・・・・・・・ 128～129

市職員数・・・・・・・・・・・・  130

市議会審議状況・・・・・・・・・  130

１７．行　財　政



１５．消 費 ・ 物 価 一般・特別会計の収支決算状況・・  130

岐阜市・全国消費者物価指数（年平均） 一般会計決算状況（目的別）・ 131～132

・・・・・・・・・・・・・・ 105～106 一般会計決算状況（性質別）・ 133～134

中濃公設地方卸売市場の品目別 特別会計決算の状況（歳出）・・・  135

取扱数量（上位８品目）・・・・・  107 水道企業会計収支状況の推移・・・  136

市税収入の状況（一般会計）・・・  137

１６．教 育 ・ 文 化 市税負担の状況・・・・・・・・・  137

小学校の学校数・学級数・・・・・  108 納税義務者数・・・・・・・・・・  138

小学校の教職員数・・・・・・・・  108 財政力指数の推移・・・・・・・・  138

小学校の児童数・・・・・・・・・  109 各種選挙の投票状況・・・・・・・  139

中学校の学校数・学級数・・・・・・110 投票区別選挙人名簿登録者数・・・  140

中学校の教職員数・・・・・・・・  110 選挙人名簿登録者数の推移・・・・  140

中学校の生徒数・・・・・・・・・  111 行政組織図・・・・・・・・・ 141～142

中学校卒業後の状況・・・・・・・  111

幼稚園の園数・学級数・ １８．保　安

教職員数・園児数・・・・・・・・  112 交通事故件数・・・・・・・・・・  143

大学等の教員数・学生数・・・・・  112 道路別交通事故発生件数・・・・・  143

小・中学校児童・生徒の 交通事故原因別件数・・・・・・・  143

発育状況 ・・・・・・・・・  113～114 刑法犯罪の発生・検挙状況・・・・  144

高等学校の学校数・学級数・ 少年非行件数・・・・・・・・・・  144

教職員数（全日制）・・・・・・・  115 火災発生状況・・・・・・・・ 145～146

高等学校の生徒数（全日制）・・・  115 原因別火災発生件数・・・・・ 145～146

高等学校卒業後の状況・・・・・・  115 月別火災発生件数・・・・・・ 145～146

高等学校卒業後の産業別就職者数 救急車出動件数及び救護人員・ 147～148

（就職進学者を含む）・・・・・・  116 消防力の現状・・・・・・・・ 147～148

関商工高等学校定時制の学級数・ 大規模災害発生状況（明治以降）・  149

生徒数・教職員数・・・・・・・・  116 交通安全施設等・・・・・・・・・  150

指定文化財・・・・・・・・・ 117～121 同報無線の設置状況・・・・・・・  151

生涯スポーツ施設一覧・・・・ 122～125 移動系無線の設置状況・・・・・・  151

わかくさ・プラザ施設一覧・・・・  126

各種施設の利用状況・・・・・・・  127 １９．観　光

わかくさ・プラザ施設利用状況 観光地別観光客数・・・・・・・・  152

・・・・・・・・・・・・・・ 128～129

市職員数・・・・・・・・・・・・  130

市議会審議状況・・・・・・・・・  130

１７．行　財　政



日本の人口重心（平成22年10月1日現在）

関市富之保
東経　137°01′45.46″
北緯　  35°35′35.31″

　  岐阜県の人口重心（平成22年10月1日現在）

関市倉知
東経　136°53′56.77″
北緯　  35°28′13.88″

Center of Japan

位　　　　置

平成28年3月31日 現在

方　位 地　名 経　　　　度 方　位 地　名 緯　　　　　　　度

面　積 472.33㎢ 市役所

 東　 西　 39.3㎞ 南　 北　 42.6㎞

極　東 鳥屋市 東経　137°06′04″ 極　南 迫　間 北緯　35°25′39″
極　西 川　浦 東経　136°39′57″ 極　北 川　浦 北緯　35°48′38″

東経　136°55′04″
北緯　  35°29′45″ 標高　56.60m
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資料：関市史・国土交通省

関市
（昭和25年10月
市制施行時）

関市
（昭和31年9月）

東志摩
昭和30年合併
0.27㎢

下有知
昭和26年合併
8.41㎢

旧関
10.54㎢ 富岡

昭和24年合併
6.22㎢

小金田
昭和30年合併
9.08㎢

保戸島
昭和30年合併
2.15㎢

千疋
昭和25年合併
3.44㎢

広見
昭和31年合併
2.44㎢

瀬尻
昭和18年合併
8.13㎢

倉知
昭和18年合併
10.15㎢

稲口
昭和23年合併
3.82㎢ 田原

昭和25年合併
14.46㎢

富野
昭和29年合併
23.29㎢

市域の変遷

坂祝町

岐阜市

各務原市

本巣市

福井県

山県市

美濃市

富加町

美濃加茂市

美濃加茂市

七宗町

下呂市郡上市

洞戸地域
平成17年合併
40.04k㎡

板取地域
平成17年合併
187.14k㎡

武芸川地域
平成17年合併
28.28k㎡

武儀地域
平成17年合併
65.20k㎡

102.40k㎡
関地域

上之保地域
平成17年合併
49.27k㎡

　市面積は国土交通省国土地理院から

公表された472.33k㎡である。平成25

年度までは472.84ｋ㎡であったが、国土

地理院の計測方法の変更に伴い面積が

変更された。
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平成27年  土地の利用状況

山林
  33.9%

その他
35.0%

保安林
17.9%

田 4.6%
宅地 4.0%

雑種地 2.1%

原野 0.5%

池・沼 0.2%

総面積
472.33㎢

畑 1.8%

資料：危機管理課

平成27年  月別気温・日照時間

資料：危機管理課
気 象 庁

資料：税務課



平成17年
平成22年

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳～
各年１０月１日（国勢調査）現在
合併後の市域に組み替えたもの

0123（千人） （千人）3210

人口ピラミッド

女＝平成17年  47,469人
　　平成22年  46,826人

男＝平成17年  45,128人
　　平成22年  44,592人

資料：国勢調査



人口の自然動態・社会動態

0
2
4
6
8
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12
14
16
18
20
22
24
26
28

32
30

（百人）

（注）合併後の市域に組み替えたもの

0%

20%

40%
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80%

100%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

年齢（3区分）別国勢調査人口

平成10年11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

人口・世帯数の推移

0

10,000
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50,000

60,000
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80,000

90,000

100,000
（人）

0

5,000

10,000
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20,000
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人口
世帯数

大正
9年 14年

昭和
5年 10年 15年 22年 25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年

平成
2年 7年 12年 17年 22年

（注）住民基本台帳による

91,418

22.9% 19.9% 17.4% 15.5% 14.6% 14.3%

65.6% 67.0% 67.2% 66.7% 65.4% 63.1%

11.4% 13.1% 15.4% 17.8% 20.0% 22.6%
15歳～64歳
65歳以上

0～14歳

資料：市民課

資料：国勢調査

出生

死亡

自然増加

転入

転出

社会増加

資料：国勢調査



その他の産業 11.0%

サービス業
（他に分類されないもの）

6.0%

医療、福祉 7.0%

生活関連サービス業、
娯楽業 7.0%

宿泊業、飲食サービス業 10.0%

卸売業、
小売業
21.0%

製造業
25.0%

建設業
9.0%

その他の
　産業

　11.0%

医療、福祉
11.0%　

教育、学習支援業 5.0%

教育、学習支援業 4.0%

生活関連サービス業、娯楽業 4.0%

宿泊業、
飲食サービス業 7.0%

運輸業・郵便業 4.0%

卸売業、小売業
16.0%

製造業
37.0%建設業 5.0%

資料：経済センサス-基礎調査
経済センサス-活動調査

5～9人
17.9%

10～19人
9.7%　

1～4人
65.1%

20～29人 2.8%

30～49人 2.4%

事業所数
5,225件

派遣従業者のみ 0.1%

100人以上 0.8%

50～99人 1.4%

従業者数
42,978人

1～4人
17.3%

5～9人
14.8%

10～19人
16.3%

50～99人
11.7%

20～29人 8.4%

30～49人
11.5%

100人以上
20.0%

平成 24 年  従業者規模別事業所数・従業者数の割合（民営）

平成 26 年　主な産業大分類別事業所数の割合及び従業者数の割合

事業所数
5,321件

従業者数
47,555人



平成26年  工業の概況

平成26年  商業の概況

各種商品 0.1%

繊維･衣服等
1.4%

機械器具
3.1%

無店舗小売業 2.2%

各種商品 0.4%

建築材料､
鉱物･金属材料等 4.7%

その他の卸売業 9.2%

その他の
卸売業 11.2%

建築材料､
鉱物･
金属材料等
9.7%

機械器具 4.4%

飲食料品 4.4%
その他の小売業

19.6%

飲食料品
14.3%

機械器具
13.4%

織物・衣服・
身の回り品
4.0%

各種商品 X%
無店舗小売業 2.5%

その他の卸売業 6.4%

建築材料､鉱物･金属材料等 6.0%

機械器具 4.2%

繊維･衣服等 3.4%

飲食料品 2.6%

各種商品 0.2%

その他の小売業
24.9%

機械器具 12.1%

織物・衣服・
身の回り品

8.0%

各種商品 3.8%
無店舗小売業 2.8%

（注）従業者 4 人以上の事業所

卸売業
　　　 22.8%

飲食料品
25.7%

小売業
　　　　77.2%

繊維･衣服等 
X%

各種商品 X%

卸売業
　　42.9%

小売業
　　57.1%

卸売業　
　　22.6%

小売業　
　　　77.4%

機械器具
 15.6%

織物・衣服・身の回り品
10.6%

飲食料品 4.1%

飲食料品 
20.2%

その他の小売業 28.3%

事業所数
935件

従業者数
5,995人

年間商品
販売額

144,753百万円

　

その他
他13産業 17.4%

ゴム製品 3.3%

繊維 3.2%

パルプ・紙 3.0%

鉄鋼 4.5%

はん用機械 5.2%

食料品 5.1%

プラスチック製品 7.5% 生産用機械 9.1%

輸送用
機械

11.9%

金属製品
29.8%

従業者数
15,424人

窯業
他13産業

16.5%

輸送用機械
5.3%

食料品 3.5%

家具 3.7%

はん用機械
3.5%

繊維 6.2%

プラスチック製品 8.3%

生産用機械
13.5%

金属製品
33.1%

事業所数
565件

パルプ・紙 3.2%
印刷 3.2%

製造品
出荷額等
3,442億

3,202万円

家具
他13産業 16.0%

食料品 3.7%

繊維 5.0%

生産用機械 8.0%

鉄鋼
8.6%

プラスチック製品 7.7%

輸送用
機械

12.8%

金属製品
26.3%

ゴム製品 3.4%

化学 3.3%

はん用機械
5.2%

資料：工業統計調査

資料：商業統計調査



県下の公共下水道普及状況 （平成 27 年 3月31日）

注）普及率は住民基本台帳人口に対する処理区域内人口の割合を示す。
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資料：岐阜県統計書
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平成 26 年度  一般会計決算状況（目的別）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市税収入の内訳

H26年

H25年

歳 出
38,372,384千円

その他 2.7%

農林水産業費
3.8%

消防費 4.7%

衛生費
  7.3%

土木費
11.7%

公債費
10.9%

総務費
15.6%

教育費
16.2%

民生費
   27.1%

諸収入 2.6%

その他
  7.2%

繰入金
 6.8%

県支出金
4.9%

繰越金 2.9%

市債
9.3%

地方交付税
23.9%

市税
   32.2%

国庫支出金
10.2%  

歳 入
40,390,961千円

資料：税務課

資料：財政課

市税収入 13,592,474千円市税収入 13,006,579千円

市民税41.0%固定資産税45.4% 都市計画税7.1%
市たばこ税4.5%
軽自動車税1.6%

入湯税他0.4%

市税収入 13,592,474千円市税収入 12,947,654千円

市民税41.0%固定資産税45.4% 都市計画税7.1%
市たばこ税4.6%
軽自動車税1.5%

入湯税他0.4%
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資料：財政課
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市 の 市 民 生 活

市民1人当たり
の市税

市民1人当たり
の所得

1世帯当たりの
乗用車数

1床当たりの
市民数

人　口　密　度
（22年国調）

1世帯当たりの
電話加入数

教員1人当たりの
児童・生徒数

医師1人当たり
の市民数

看護師1人当たり
の市民数

市職員1人当たり
の市民数

消防職員1人
当たりの市民数

1世帯当たり人員
（22年国調）

2.84人 1.8台 →

0.5台→ 142,841円 →

19.0m2 → 664.6人→

中学校11.3人→
小学校14.3人→ 

107.1人→ 136.3人→

193.3人/km2

人　口　密　度
22年国調

人口集中地区DID

4,698.1人/km2

421,410.6円→ 2,815千円 →

2.23kg/日 → 132.9人 →

595.1人 →

１世帯１日当たり
のごみ排出量

市民1人当たりの
一般会計決算額

市民1人当たりの
都市公園面積

（　　　　　　）

関 市 の 1 日

死　　亡 転　　入 転　　出

献血者数離　　婚結　　婚

関インター利用台数
（東海北陸自動車道）

製造品出荷額等 商品販売額
（卸・小売）

水　　道
（配水量）

交通事故
（人身事故）

火　　災

1.8人→ 2.4人→ 7.6人→ 7.7人→

1.0組→ 0.3組→ 6.6人 → 1,477.8冊 →

76.9t → 11,177.4台→ 94,310.1万円 → 39,658.4万円

0.1件 → 1.0件→ 9.2件 → 44,391.8m3 →

ごみ排出量

出　　生

図書館利用冊数
（わかくさ・プラザ）

救急出動



市 の 市 民 生 活

市民1人当たり
の市税

市民1人当たり
の所得

1世帯当たりの
乗用車数

1床当たりの
市民数

人　口　密　度
（22年国調）

1世帯当たりの
電話加入数

教員1人当たりの
児童・生徒数

医師1人当たり
の市民数

看護師1人当たり
の市民数

市職員1人当たり
の市民数

消防職員1人
当たりの市民数

1世帯当たり人員
（22年国調）

2.84人 1.8台 →

0.5台→ 142,841円 →

19.0m2 → 664.6人→

中学校11.3人→
小学校14.3人→ 

107.1人→ 136.3人→

193.3人/km2

人　口　密　度
22年国調

人口集中地区DID

4,698.1人/km2

421,410.6円→ 2,815千円 →

2.23kg/日 → 132.9人 →

595.1人 →

１世帯１日当たり
のごみ排出量

市民1人当たりの
一般会計決算額

市民1人当たりの
都市公園面積

（　　　　　　）



単位：℃・日

気　　　　　温 天　　　気　　　日　　　数

最　高 最　低 平　均 晴 曇 雨 雪

平成 年 △ 5.4

△ 7.4

△ 5.1

△ 4.6

△ 4.8

資料： 危機管理課

区　　分

（注）１　天気は午後0時現在

 1 − 2　　気温・天気日数

− 1 −

単位：k㎡・％　各年1月1日現在

地　目　別 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

田 面積

割合

畑 面積

割合

宅　地 面積

割合

池・沼 面積

割合

山　林 面積

割合

原　野 面積

割合

雑種地 面積

割合

保安林 面積

割合

その他 面積

割合

資料：税務課

　合　計

 1 − 1　　地目別土地面積

1.　　自　　然



− 2 −

風 気　　　　　温

月　　別 最大瞬間風速の 雨　 量

日　時 風　向

平成 年   　日　　時 　　方位 ㎜ ℃ ℃ ℃

月 西北西 △ 4.8

西 △ 3.2

南西 △ 1.8

東

西南西

南西

東

北北東

東北東

西北西

西南西

東南東 △ 2.3

　　　　　 資料：危機管理課

　　　　

最大瞬間
風速

平　 均 最　 高 最　 低

 1 − 3　　月別風速・雨量・気温の状況



− 3 −

単位：h

 区　　分 合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月
１日
平均

平成 年

（注）１　日界０～24時 資料：気象庁

　　　２　市には観測所がないので、美濃観測所による。

　　　３　値）は準正常値（品質に軽微な問題があるか、または統計値を

求める対象となる資料の一部が許容する範囲内で欠けている場合）

 1 − 4　　月別日照時間



各年4月1日現在の住民登録による

男 女 総　数 男 女 総　数

昭和 年 平成 年

平成 元 年

※

（注）１　昭和56年３月２日に人口６万人、平成４年６月４日に７万人となった。 資料：市民課

　　　２　市制施行日　昭和25年10月15日　総人口30,513人

　　　３　武儀郡と合併　平成17年２月７日　総人口94,911人(外国人登録人口含む）

　　　４　※は、日本人のみ

　　　５  転出予定者を含まない。

　　　６  住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）以降は外国人を含む。

世帯数区  　 分 世帯数
人  口　(人）

区  　 分
人  口　(人）

− 4 −

 2 − 1　　人口・世帯数の推移

2.　　人　　口



− 5 −

単位：人・世帯　各年4月1日現在の住民登録による

人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数

平成 年

　

人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数

平成 年

　

人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数

平成 年

（注）地域別人口・世帯数は日本人のみ集計 資料：市民課

瀬尻・広見

田　原 下有知 富　野
千疋・小金田

保戸島

区　分

区　分

倉　知 富　岡総　数 市街地

武　儀 上之保
区　分

洞　戸 板　取 武芸川

 2 − 2　　地域別人口・世帯数



− 6 −

単位：人　前年10月 日から 月 日までの住民登録による

転　　　　　入 転　　　　　出 社　会　増　減

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

平成 年

△ 17

△ 78 △ 42 △ 36

△ 1

△ 275 △ 131 △ 144

△ 69 △ 24 △ 45

△ 94 △ 121

△ 350 △ 158 △ 192

△ 337 △ 152 △ 185

△ 201 △ 75 △ 126

△ 307 △ 136 △ 171

△ 153 △ 117 △ 36

△ 25 △ 37

△ 39 △ 85

（注）１　平成17年には平成16年10月１日から平成17年２月６日までの合併前の 資料：市民課

   　　 武儀郡町村分は含まない。

　　　２　住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）以降は外国人を含む。

区　分

単位：人　前年10月 日から 月 日までの住民登録による

出　　　　　生 死　　　　　亡 自　然　増　減

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

平成 年

△ 6

△ 31 △ 49

△ 37 △ 22 △ 15

△ 30

△ 40 △ 20 △ 20

△ 89 △ 6 △ 83

△ 107 △ 74 △ 33

△ 59 △ 45 △ 14

△ 263 △ 131 △ 132

△ 216 △ 109 △ 107

△ 223 △ 161 △ 62

（注）１　平成17年には平成16年10月１日から平成17年２月６日までの合併前の 資料：市民課

  　　   武儀郡町村分は含まない。

　　　２　住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）以降は外国人を含む。

区　分

 2 − 3　　人口自然動態

 2 − 4　　人口社会動態



単位：人　前年10月1日から9月30日まで

転　　　　　入　　　　　理　　　　　由

転入人員 結　婚
職業上 学業上 離　婚 住宅事情 その他 不　詳

縁　組

平成 年

－

－

転　　　　　出　　　　　理　　　　　由

転出人員 結　婚
職業上 学業上 離　婚 住宅事情 その他 不　詳

縁　組

平成 年

－

（注）理由区分不詳は、外国人（移動理由は調査していない）および 資料：人口動態統計調査

職権記載等によるものである。

区　分
生活環境
の利便性

自　然
環境上

交通の
利便性

区　分
生活環境
の利便性

自　然
環境上

交通の
利便性

− 7 −

 2 − 5　　理由別転入・転出状況



単位：人　各年4月1日現在の住民登録

区　　分 総数 男 女

 平成 年

資料：市民課

（注）１　住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）に伴い、外国人

 　　  登録制度は廃止され、外国人についても住民基本台帳の適用対象。

　　　２　平成24年は平成24年７月９日現在の住民登録。

− 8 −

単位：‰　前年10月1日から9月30日までの住民登録による

自然動態 社会動態

出生率 死亡率 転入率 転出率

平成 年

（注）１　各率は人口1,000人に対する割合。 資料：市民課

　　　３　住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）以降は外国人を含む。

区　　分 婚姻率 離婚率

　　　２　平成17年自然動態及び社会動態には平成16年10月１日から平成17年２月６日
　　　　　までの合併前の武儀郡町村分は含まない。

 2 − 7　　人口動態率

 2 − 8　　外国人住民人口

単位：件　前年10月1日から9月30日までの住民登録による

平成18年平成19年平成20年平成21年平成22年平成23年平成24年平成25年平成26年平成27年

婚　　　姻

離　　　婚

（注）住民基本台帳法の改正（平成24年７月９日）以降は外国人を含む。 資料：市民課

区　分

 2 − 6　　婚姻・離婚件数



単位：人・世帯　平成27年4月1日現在

人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

総 数 本 一
本 二

安 桜 支 部 本 三
本 四

朝 倉 本 五
一 本 木 本 六

泉 本 七
稲 口 本 八
い ろ は 前
梅 ケ 枝 孫 六
鍛 冶 緑
春 日 一 南 春 日
春 日 二 南 一
春 日 三 元 重
片 倉 柳
金 屋 山 ノ 手 一
兼 永 山 ノ 手 二
河 合 若 宮
川 間 東 仙 房
貴 船 北 仙 房
西 仙 房 竪 切
栄 一 竪 切 北
栄 二 安 桜 台
栄 三 第 一 宝 山
坂 下 稲 口 警 察 官 舎
坂 元 東 桜
桜 木 貸 上
桜 本 一 西本郷通二 ･三
桜 本 二 青 葉 台
十 軒 ・ 吐 月 前 山
昭 和 竪 切 中
白 川 居 敷

新 辻 井 戸

千 年 一 稲 口 中 野
千 年 二
第 二 緑 旭 ケ 丘 支 部
第 二 西 仙 房
力 山 相 生
月 見 上 利
緑 二 朝 日
常 盤 旭 ケ 丘 一
富 本 旭 ケ 丘 二
豊 川 旭 ケ 丘 三
中 日 吉 吾 妻
西 木 戸 伊 勢
西 栄 観 音 前
西 日 吉 吉 田
東 日 吉 黒 屋
一 ツ 山 新 堀
日 ノ 出 末 広
平 和 通 一 住 吉
平 和 通 二 関 口
平 和 通 五 大 平 一
平 和 通 七 大 平 二
平 和 通 八 大 平 三

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数

単位：人・世帯　平成27年4月1日現在

　 人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

大 門 一 明 生 二
大 門 二 明 生 三
大 門 三 弥 生 一
出 来 弥 生 二
西 旭 ケ 丘 天 王 弥 生 四
長 住 桜 ケ 丘 三 東

西 神 明 一 北
西 仲 弥 生 三
西 門 前 弥 生 一 東
長 谷 寺 春 里 二 西
花 園 春 里 二 東
東 一 春 里 三

東 桜 ケ 丘 一
東 仲 北 天 神
東 門 前 　 ひ か り
塔 ﾉ 洞 　 神 明 四
美 園 鋳 物 師 屋 六 北
宮 地 一 鋳 物 師 屋 六 南
宮 地 二 鋳 物 師 屋 六 東
宮 地 三 南 天 神
美 和
吉 野 瀬 尻 支 部
吉 本
円 保 通 小 瀬 一
本 郷 一 小 瀬 二
本 郷 二 小 瀬 三
西 本 郷 通 四 小 瀬 四
西 本 郷 通 五 小 瀬 五
西 本 郷 通 六 小 瀬 六
西 本 郷 通 七 小 瀬 七
東 新 西 小 瀬 八

小 瀬 九
桜 ケ 丘 支 部 小 瀬 十

新 田
寿 二 池 尻 一
豊 岡 一 西 池 尻 二
稲 河 池 尻 三
鋳 物 師 屋 三 池 尻 四
鋳 物 師 屋 四 池 尻 五
鋳 物 師 屋 五 池 尻 六
寿 一 池 尻 七
北天神市営住宅 緑 ケ 丘 一
豊 岡 二 緑 ケ 丘 二
神 明 一 南 緑 ケ 丘 三
神 明 二 西 新 田
神 明 三 池 田
竹 園 小瀬雇用促進住宅

桜 ケ 丘 三 西 小 瀬 南 二
豊 岡 一 一 ﾉ 門
豊 岡 二 東 星 ケ 丘
豊 岡 三 ・ 四 池 尻 八
東 鳥 居 西 池 田
宮 河 アンビエンテおぜ

春 里 一
明 生 一 広 見 支 部

　　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数

− 9 −

 2 − 9　　自治会別人口・世帯数



単位：人・世帯　平成27年4月1日現在

　 人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

大 門 一 明 生 二
大 門 二 明 生 三
大 門 三 弥 生 一
出 来 弥 生 二
西 旭 ケ 丘 天 王 弥 生 四
長 住 桜 ケ 丘 三 東

西 神 明 一 北
西 仲 弥 生 三
西 門 前 弥 生 一 東
長 谷 寺 春 里 二 西
花 園 春 里 二 東
東 一 春 里 三

東 桜 ケ 丘 一
東 仲 北 天 神
東 門 前 　 ひ か り
塔 ﾉ 洞 　 神 明 四
美 園 鋳 物 師 屋 六 北
宮 地 一 鋳 物 師 屋 六 南
宮 地 二 鋳 物 師 屋 六 東
宮 地 三 南 天 神
美 和
吉 野 瀬 尻 支 部
吉 本
円 保 通 小 瀬 一
本 郷 一 小 瀬 二
本 郷 二 小 瀬 三
西 本 郷 通 四 小 瀬 四
西 本 郷 通 五 小 瀬 五
西 本 郷 通 六 小 瀬 六
西 本 郷 通 七 小 瀬 七
東 新 西 小 瀬 八

小 瀬 九
桜 ケ 丘 支 部 小 瀬 十

新 田
寿 二 池 尻 一
豊 岡 一 西 池 尻 二
稲 河 池 尻 三
鋳 物 師 屋 三 池 尻 四
鋳 物 師 屋 四 池 尻 五
鋳 物 師 屋 五 池 尻 六
寿 一 池 尻 七
北天神市営住宅 緑 ケ 丘 一
豊 岡 二 緑 ケ 丘 二
神 明 一 南 緑 ケ 丘 三
神 明 二 西 新 田
神 明 三 池 田
竹 園 小瀬雇用促進住宅

桜 ケ 丘 三 西 小 瀬 南 二
豊 岡 一 一 ﾉ 門
豊 岡 二 東 星 ケ 丘
豊 岡 三 ・ 四 池 尻 八
東 鳥 居 西 池 田
宮 河 アンビエンテおぜ

春 里 一
明 生 一 広 見 支 部

　　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数

− 10 −



人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

小 金 田 支 部 戸 田 一
戸 田 二

小 屋 名 一 保 明
小 屋 名 二 側 島 上
小 屋 名 三 側 島 中
小 屋 名 四 側 島 西
小 屋 名 五 側 島 北
小 屋 名 六
小 屋 名 七 田 原 支 部
小 屋 名 八
神 明 前 西 田 原 西
小 屋 名 中 島 西 田 原 東
上 白 金 西 第 一 野 田 ・ 平 井
上 白 金 東 第 一 小 迫 間
上 白 金 中 上 迫 間
下 白 金 森 一 下 迫 間
下 白 金 森 二 大 杉
下 白 金 稲 葉 一 東 田 原
下 白 金 稲 葉 二 迫 間 台
下 白 金 鷺 屋 一 田 原 団 地
下 白 金 鷺 屋 二 桜 台 一
下 白 金 鷺 屋 三 桜 台 二
山 田 一 桜 台 三
山 田 二 桜 台 四
山 田 三 向 陽 台
山 田 五 さ く ら み
山 田 六
山 田 七 下 有 知 支 部
山 田 上
薄 原 冨 士 塚
上 白 金 南 第 一 北 野
上 白 金 南 第 二 長 保 寺
津 保 川 台 第 一 六 番 地
津 保 川 台 第 二 七 番 地
津 保 川 台 第 三 上 井 桁
津 保 川 台 第 四 竹 林
津 保 川 台 第 五 新 竹 之 内
津 保 川 台 第 六 下 山
赤 土 坂 一 重 竹
赤 土 坂 二 中 組
赤 土 坂 三 上 切 唐 栗
上 白 金 西 第 二 上 屋 敷
上 白 金 東 第 二 下 屋 敷
上 白 金 南 第 三 下 有 知 大 門
虹 ケ 丘 第 一 下 有 知 西 屋 敷
虹 ケ 丘 第 二 新 屋 敷
虹 ケ 丘 第 三 今 宮 中 屋 敷
虹 ケ 丘 第 四 東 志 摩 一
虹 ケ 丘 第 五 東 志 摩 二
虹 ケ 丘 南 寺 田 一
附 溝 寺 田 二
希 望 ケ 丘 冨 士 塚 一
小 屋 名 西 屋 敷 野 町 前

冨 士 裏
保 戸 島 支 部 下有知雇用促進住宅

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

広 見 一 十 三 塚
広 見 二 ア ン ビ エ ン テ は ば

広 見 三 ｱﾝﾋﾞｴﾝﾃはば弐番館

広 見 四
広 見 五 富 岡 支 部
広 見 六
広 見 七 上 肥 田 瀬
広 見 八 中 村
広 見 九 島
千 代 ケ 丘 平 賀 一 東
広 見 ケ 丘 平 賀 一 南
広 見 一 二 平 賀 一 北

平 賀 二
倉 知 支 部 平 賀 三

平 賀 四
赤 渕 平 賀 五
山 崎 平 賀 六
庄 中 平 賀 七
久 郷 東 出
熊 之 段 東 新 東
下 倉 知 卯 野 原
桐 谷 東 出 東
赤 尾 岩 下 一
雄 飛 ケ 丘 岩 下 二
桐 谷 団 地 大 岡
桐 谷 台 二 岩 下 三
藤 谷 台 富 津
上 倉 知 平 賀 八
向 山 一 ア ン ビ エ ン テ ひ ら が

向 山 二 東 山 一
向 山 三 東 山 二
向 山 四 東 山 三
東 巾 東 町 住 宅
桐 谷 台 一 東 本 郷 通 六
東 藤 谷 長 峰 台
十 六 所 東 山 四
四 季 の 台 め ぐ み
桐 谷 ハ イ ツ 東 新 中
稔 ケ 丘 東 山 三 住 宅
栄 四 東山三 二・三号棟

栄 五 東 本 郷 通
山 王 通 西 新 肥 田 瀬
アンビエンテくらち 東 山
栄 三 第 二
栄 三 第 三 千 疋 支 部
西 福 野 一
西 福 野 二 植 野 古 屋 敷

巾 植 野 東 屋 敷
東 福 野 植 野 西 屋 敷
栄 三 第 四 神 明 野
栄 四 松 ケ 枝 千 疋 北 一
北 福 野 一 千 疋 北 二
中 福 野 千 疋 大 平 台
西 巾 千 疋
山 王 通 一

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
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人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

小 金 田 支 部 戸 田 一
戸 田 二

小 屋 名 一 保 明
小 屋 名 二 側 島 上
小 屋 名 三 側 島 中
小 屋 名 四 側 島 西
小 屋 名 五 側 島 北
小 屋 名 六
小 屋 名 七 田 原 支 部
小 屋 名 八
神 明 前 西 田 原 西
小 屋 名 中 島 西 田 原 東
上 白 金 西 第 一 野 田 ・ 平 井
上 白 金 東 第 一 小 迫 間
上 白 金 中 上 迫 間
下 白 金 森 一 下 迫 間
下 白 金 森 二 大 杉
下 白 金 稲 葉 一 東 田 原
下 白 金 稲 葉 二 迫 間 台
下 白 金 鷺 屋 一 田 原 団 地
下 白 金 鷺 屋 二 桜 台 一
下 白 金 鷺 屋 三 桜 台 二
山 田 一 桜 台 三
山 田 二 桜 台 四
山 田 三 向 陽 台
山 田 五 さ く ら み
山 田 六
山 田 七 下 有 知 支 部
山 田 上
薄 原 冨 士 塚
上 白 金 南 第 一 北 野
上 白 金 南 第 二 長 保 寺
津 保 川 台 第 一 六 番 地
津 保 川 台 第 二 七 番 地
津 保 川 台 第 三 上 井 桁
津 保 川 台 第 四 竹 林
津 保 川 台 第 五 新 竹 之 内
津 保 川 台 第 六 下 山
赤 土 坂 一 重 竹
赤 土 坂 二 中 組
赤 土 坂 三 上 切 唐 栗
上 白 金 西 第 二 上 屋 敷
上 白 金 東 第 二 下 屋 敷
上 白 金 南 第 三 下 有 知 大 門
虹 ケ 丘 第 一 下 有 知 西 屋 敷
虹 ケ 丘 第 二 新 屋 敷
虹 ケ 丘 第 三 今 宮 中 屋 敷
虹 ケ 丘 第 四 東 志 摩 一
虹 ケ 丘 第 五 東 志 摩 二
虹 ケ 丘 南 寺 田 一
附 溝 寺 田 二
希 望 ケ 丘 冨 士 塚 一
小 屋 名 西 屋 敷 野 町 前

冨 士 裏
保 戸 島 支 部 下有知雇用促進住宅

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
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人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

下 井 桁 第 一 栗 原
下 井 桁 第 二 飛 瀬
杁 ノ 戸 尾 倉
東 野 高 賀
東 重 竹 阿 部
南 野 第 一 高 見
南 野 第 二 小 瀬 見
南 野 第 三
松ケ洞市営住宅 板 取 支 部
江 南 元
下 有 知 才 泉 坊 白 谷
山 吹 台 老 洞
コ ー ポ 才 泉 坊 加 部
関 ノ 上 第 一 生 老
関 ノ 上 第 二 門 出 南
関 ノ 上 第 三 門 出 北
関 ノ 上 第 四 松 谷
道 東 上 ケ 瀬
関 ノ 上 第 五 岩 本
関 ノ 上 第 六 九 造
河 中 松 場
新 今 宮 中 切

野 口
富 野 支 部 田 口

保 木 口
中 央 杉 原
八 神 上 杉 島
八 神 下 島 口
富 野 本 郷 門 原
今 谷
藤 谷 武 芸 川 支 部
下 日 立
上 日 立 寺 尾 １ － １
坊 地 寺 尾 １ － ２
上 大 野 寺 尾 ２
古 野 寺 尾 ３
下 志 津 野 寺 尾 ４
長 坂 寺 尾 ５
小 坂 森 本 １
志 津 野 洞 森 本 ２
小 野 下 上 金 屋
寺 前 中 金 屋
富 野 中 屋 敷 下 金 屋
白 木 野 桶 森 南

桶 森 中
洞 戸 支 部 桶 森 北

洞 上
市 場 洞 下
通 元 寺 市 場 上

片 市 場 中
下 菅 谷 市 場 下
上 菅 谷 一 色 南
小 坂 一 色 北
大 野 宇 多 院 西
黒 谷 宇 多 院 東

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

西 稲 葉 中 之 保 間 吹
舞 子 中 之 保 乙 亀
中 平 西 中 之 保 若 栗
中 平 東 中 之 保 小 宮
下 平 中 之 保 柳 瀬
小 知 野 １ 下 之 保 大 門
小 知 野 ２ 下 之 保 戸 丁
小 知 野 ３ 下 之 保 町
小 知 野 ４ 下 之 保 殿 村
小 知 野 ５ 下 之 保 西 洞
小 知 野 ６ 下 之 保 上 野
小 知 野 団 地 下 之 保 古 布
八 幡 １ 下 之 保 轡 野
八 幡 ２ 下 之 保 多 良 木
八 幡 ３
八 幡 ４ 上 之 保 支 部
八 幡 ５
八 幡 ６ 鳥 屋 市
八 幡 ７ 行 合
八 幡 ８ 川 合 上
高 野 １ － １ 川 合 中
高 野 １ － ２ 川 合 下
高 野 ２ 和 田 野
高 野 ３ 山 本
高 野 ４ 先 谷
高 野 ５ 名 倉
高 野 ６ 明 ケ 島
高 野 ７ 船 山
高 野 ８
跡 部 １ － １
跡 部 １ － ２
跡 部 ２
跡 部 ３
跡 部 ４
跡 部 ５
跡 部 ６
跡 部 ７
跡 部 ８
跡 部 ９
跡 部

武 儀 支 部

富 之 保 雁 曽 礼
富 之 保 武 儀 倉
富 之 保 大 洞
富 之 保 岩 山 崎
富 之 保 水 成
富 之 保 祖 父 川
富 之 保 粟 野
中 之 保 日 根
中 之 保 久 須
中 之 保 温 井
中 之 保 寺 田
中 之 保 多 々 羅

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
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人　　　口 人　　　口

男 女 総数 男 女 総数

西 稲 葉 中 之 保 間 吹
舞 子 中 之 保 乙 亀
中 平 西 中 之 保 若 栗
中 平 東 中 之 保 小 宮
下 平 中 之 保 柳 瀬
小 知 野 １ 下 之 保 大 門
小 知 野 ２ 下 之 保 戸 丁
小 知 野 ３ 下 之 保 町
小 知 野 ４ 下 之 保 殿 村
小 知 野 ５ 下 之 保 西 洞
小 知 野 ６ 下 之 保 上 野
小 知 野 団 地 下 之 保 古 布
八 幡 １ 下 之 保 轡 野
八 幡 ２ 下 之 保 多 良 木
八 幡 ３
八 幡 ４ 上 之 保 支 部
八 幡 ５
八 幡 ６ 鳥 屋 市
八 幡 ７ 行 合
八 幡 ８ 川 合 上
高 野 １ － １ 川 合 中
高 野 １ － ２ 川 合 下
高 野 ２ 和 田 野
高 野 ３ 山 本
高 野 ４ 先 谷
高 野 ５ 名 倉
高 野 ６ 明 ケ 島
高 野 ７ 船 山
高 野 ８
跡 部 １ － １
跡 部 １ － ２
跡 部 ２
跡 部 ３
跡 部 ４
跡 部 ５
跡 部 ６
跡 部 ７
跡 部 ８
跡 部 ９
跡 部

武 儀 支 部

富 之 保 雁 曽 礼
富 之 保 武 儀 倉
富 之 保 大 洞
富 之 保 岩 山 崎
富 之 保 水 成
富 之 保 祖 父 川
富 之 保 粟 野
中 之 保 日 根
中 之 保 久 須
中 之 保 温 井
中 之 保 寺 田
中 之 保 多 々 羅

　

自治会名 世帯数 自治会名 世帯数
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各年10月1日現在

１世帯当た 人口密度

総  数 男 女 り人員(人） （1k㎡当たり）

大正 年

昭和 年

平成 年

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（注）　世帯数には、施設等の世帯を含む。

人 口　　(人）
区　分 世帯数

（上之保地域）

（ 武 儀 地 域 ）

（ 関 地 域 ）

（ 洞 戸 地 域 ）

（ 板 取 地 域 ）

（武芸川地域）

（ 関 地 域 ）

（ 洞 戸 地 域 ）

（ 板 取 地 域 ）

（武芸川地域）

（ 武 儀 地 域 ）

（上之保地域）
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3.　　国勢調査

 3 − 1　　人口・世帯数の推移



単位：人　各年10月1日現在

区　　　分 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

流　入　人　口

　　通　勤　者

　　通　学　者

流　出　人　口

　　通　勤　者

　　通　学　者

昼　間　人　口

常　住　人　口

　　自宅で従業 －

　　自宅外の自市で
従業･通学

－

（注） 常住人口に労働力状態「不詳」を含む。

 3 − 4　　主な通勤・通学者数の推移
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単位：人　各年10月1日現在

労 働 力 人 口
区　　分 就業者 完　全 不詳

男 女 失業者

昭和 年

平成 年

（注）総数に不詳を含む。

15歳以上
人口

非労働力
人口計

 3 − 2　　労働力人口（15 歳以上）

各年10月1日現在

人　　口　（人） 面 積 １世帯当た 人口密度 対市全域比

総　数 男 女 (k㎡) り人員(人）
(1k㎡当た

り)
人口
(％)

面積
(％)

昭和 年

平成 年

区　　分 世帯数

 3 − 3　　人口集中地区（ D I D ）
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昭和４５年 昭和５０年 昭和５５年 昭和６０年 平成２年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総　 数

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～ － － － － － － － － － － － －

年齢不詳 － － － － － － － － －

年　 齢

 3 − 5　　年齢（5 歳階級）別人口
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単位：人　各年10月1日現在

平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

－ － － － －

－ － － － － －
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関地域 洞戸地域 板取地域

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総　 数

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～ － － －

年齢不詳 － － －

総数

年　 齢

 3 − 6　年齢（5 歳階級）別地域別人口
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単位：人　平成22年10月1日現在

板取地域 武芸川地域 武儀地域 上之保地域

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

－ － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －
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人 口 割 合 人 口 割 合 人 口 割 合

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

総 数

０ ～ 歳

歳 ～ 歳

歳 以 上

（注）総数に年齢不詳を含む。

平成２年

板
取
地
域

平成７年

関
地
域

武
芸
川
地
域

武
儀
地
域

上
之
保
地
域

洞
戸
地
域

昭和６０年

総
数

区   分

 3 − 7　年齢（ 3 区分）別人口
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単位：人　各年10月1日現在

人 口 割 合 人 口 割 合 人 口 割 合 実 数 割 合

－

－

－

－

－

－

－

平成１７年 平成２２年 平成17年～22年の人口増減平成１２年



総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

総 数

県 内

岐 阜 市

大 垣 市

多 治 見 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

美 濃 加 茂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市 －

岐 南 町

笠 松 町

養 老 町

垂 井 町

神 戸 町

安 八 町 －

揖 斐 川 町

大 野 町

池 田 町

北 方 町

坂 祝 町

富 加 町

川 辺 町

七 宗 町

八 百 津 町

白 川 町

御 嵩 町

その他の市町村

地域名
総  数 男 女
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 3 − 8　　他市町村から関市へ通勤・通学する 15 歳以上就業者数・通学者数



単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数
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単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数

単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数

単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数



総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

総 数

県 内

岐 阜 市

大 垣 市

多 治 見 市

中 津 川 市 －

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市 －

恵 那 市 － － －

美 濃 加 茂 市

土 岐 市 －

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

本 巣 市 －

郡 上 市

下 呂 市 －

岐 南 町 －

笠 松 町 －

養 老 町 － － － － －

揖 斐 川 町 － － －

大 野 町 －

池 田 町 －

北 方 町 － － －

坂 祝 町 －

富 加 町 － － －

川 辺 町 － － －

七 宗 町 － － －

八 百 津 町 －

白 川 町 － － －

御 嵩 町 － － －

その他の市町村 － － －

地域名
総  数 男 女

− 25 −

 3 − 9　　関市から他市町村へ通勤・通学する 15 歳以上就業者数・通学者数



単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

愛 知 県

名 古 屋 市

一 宮 市

瀬 戸 市

春 日 井 市

刈 谷 市 － － － － －

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市 －

稲 沢 市

岩 倉 市 － － － － －

日 進 市

清 須 市 －

北名古屋市

長 久 手 町

豊 山 町 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町 －

    その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県 －

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数
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単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数

単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数

単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

東 京 都

神 奈 川 県 － － －

長 野 県 －

静 岡 県

愛 知 県

名 古 屋 市

岡 崎 市

一 宮 市

瀬 戸 市 －

春 日 井 市

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市

稲 沢 市

岩 倉 市

清 須 市

  北名古屋市

あ ま 市 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町

   その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数

単位：人　平成22年10月1日現在

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学

他 県

愛 知 県

名 古 屋 市

一 宮 市

瀬 戸 市

春 日 井 市

刈 谷 市 － － － － －

豊 田 市

犬 山 市

江 南 市

小 牧 市 －

稲 沢 市

岩 倉 市 － － － － －

日 進 市

清 須 市 －

北名古屋市

長 久 手 町

豊 山 町 － － －

大 口 町 －

扶 桑 町 －

    その他の市町村

三 重 県

滋 賀 県 －

大 阪 府

その他の都道府県

男 女
地域名

総  数



産業別
就業者数

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

総　数 総　数 総　数 総　数 総　数

Ａ 農 業 Ａ 農 業 Ａ
農 業
林 業

Ｂ 林 業 Ｂ 林 業 Ｂ 漁 業

Ｃ 漁 業 Ｃ 漁 業

Ｃ 鉱 業

Ｄ 鉱 業 Ｄ 鉱 業 Ｄ 建 設 業

Ｅ 建 設 業 Ｅ 建 設 業 Ｅ 製 造 業

Ｆ 製 造 業 Ｆ 製 造 業

Ｆ
電気・ガス・
熱供給・水道業

Ｇ
電気・ガス・
水道業

Ｇ
電気・ガス・
熱供給・水道業

Ｇ 情 報 通 信 業

Ｈ 運輸・通信業 Ｈ 情 報 通 信 業 Ｈ 運輸・郵便業

Ｉ 卸 ・ 小 売 業 Ｉ 運 輸 業 Ｉ 卸売・小売業

金融・保険業 卸売・小売業 金融・保険業

Ｋ 不 動 産 業 Ｋ 金融・保険業 Ｋ
不動産・物品賃
貸 業

Ｌ サ ー ビ ス 業 Ｌ 不 動 産 業 Ｌ
学術研究，専門・
技 術 サ ー ビ ス 業

Ｍ 公 務 Ｍ
飲 食 店 ・
宿 泊 業

Ｍ
宿泊・飲食サー
ビ ス 業

Ｎ 分類不能の産業 － Ｎ 医 療 ・ 福 祉 Ｎ
生活関連サービ
ス ・ 娯 楽 業

　（注）就業者総数には「分類不能の産業」を含む。

Ｐ 複合サービス事業 Ｐ 医 療 ・ 福 祉

Ｑ
サービス業 他に分
類されないもの Ｑ 複合サービス事業

Ｒ
公務 他に分類され
な い も の ） Ｒ

サービス業(他に分
類されないもの)

Ｓ 分類不能の産業 Ｓ
公務（他に分類さ
れるものを除く）

産　業　別　就　業　者　数

区　　　　分 区　　　　分 区　　　　分

第 ２ 次 産 業

第 ３ 次 産 業

Ｏ

分類不能の産業Ｔ

１ ５ 歳 以 上 人 口 １ ５ 歳 以 上 人 口

就 業 者 就 業 者

第 １ 次 産 業 第 １ 次 産 業

第 ２ 次 産 業

第 ３ 次 産 業

教育・学習支援
業

１ ５ 歳 以 上 人 口

就 業 者

第 １ 次 産 業

第 ２ 次 産 業

第 ３ 次 産 業

Ｏ
教育、
学習支援業

− 27 −

 3 − 10　　産業別・年齢別就業者数



単位：人　各年10月1日現在

総　数 男 女

－ － － －

－ － － － － －

－ －

－

50～54 65歳以上

産　業　別　・　年　齢　別　就　業　者　数

平成22年
15～19 20～24 25～29 55～59 60～6430～34 35～39 40～44 45～49

− 28 −



人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数

総 数

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美濃 加茂市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

（注）平成17年以前の人口・世帯数は、平成22年10月１日現在の境域に基づいて組み替えた。

平成２２年平成１７年
市　町　村

平成１２年

 3 − 11　　県内市町村別人口及び世帯数

− 29 −



単位：人・世帯　各年10月1日現在

人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数

岐 南 町

笠 松 町

養 老 町

垂 井 町

関 ケ 原 町

神 戸 町

輪 之 内 町

安 八 町

揖 斐 川 町

大 野 町

池 田 町

北 方 町

坂 祝 町

富 加 町

川 辺 町

七 宗 町

八 百 津 町

白 川 町

東 白 川 村

御 嵩 町

白 川 村

平成２２年
市　町　村

平成１２年 平成１７年

− 30 −



各年10月1日現在

公　営 民　営

昭和 年

平成 年

板 取 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域

上 之 保 地 域

関 地 域

洞 戸 地 域

給与住宅 間 借 り
寄 宿 舎

・
そ の 他

区　分 総　　数

借家・アパート

持 ち 家

− 31 −

 3 − 12　　住居の状況



単位：世帯・人　平成22年10月1日現在

区　　　　分

住宅に住む一般世帯

持 ち 家

内 公 営 の 借 家

民 営 の 借 家

訳 給 与 住 宅

間 借 り

住宅以外に住む一般世帯

１世帯
当たり
の人員

世帯人員世帯数

主
　
世
　
帯

− 32 −

 3 − 13　　住宅の所有状況



単位：ha・％　平成28年3月31日現在

住　居　専　用　地　域
第１種第２種準住居近　隣商　業準工業工　業 工　業

第１種第２種第１種第２種
住　居住　居 商　業 専　用 合　計

低　層低　層中高層中高層
地　域地　域地　域地　域地　域地　域地　域 地　域

％

　

資料：都市計画課

− 33 −

単位：ha　平成27年4月1日現在

保　安　林　等 自　然　公　園　等 その他の制限林

種　　　類 面　積 種　　　類 面　積 種　　　類

土砂流出防備保安林 県立公園第３種特別地域 砂防指定地

土砂崩壊防備保安林 鳥獣保護区特別保護区

水源かん養保安林 急傾斜地崩壊危険地区

保健保安林 都市計画法による風致地区

魚つき保安林

資料：林業振興課

観光交流課

都市計画課

面　積

 4 − 2　　制限林種別面積（林政）

4.　　土地利用

 4 − 1　　用途地域別面積



− 34 −

単位：件・㎡　

平　成 平　成 平　成

22年度 23年度 24年度 件　数 面　　積 件　数 面　　積

一般住宅

共同住宅     －     －     －     －

店舗

事務所     －     －     －     －     －

ホテル・旅館     －     －     －     －     －

遊戯・風俗施設     －     －     －     －     　－     －     －

官公庁・学校・病院     －     －     －

福祉施設

寺院     －     －     －     －     　－     －     －

工場

資材置場・倉庫     －     －

駐車場     －

その他     －

合　　　　計

資料：都市計画課

区　　分
平成２５年度 平成２６年度

単位：件

広見
瀬尻

平成 年度

－

－

－

平成 年度 － － －

－ － － －

－ － － －

－ － －

－ － － －

資料：都市計画課

区　　分

区　　分

下有知 富野

上之保 合計

倉知 富岡 小金田 田原安桜 旭ケ丘

洞戸 板取 武芸川 武儀

 4 − 3　　用途別開発許可状況

 4 − 4　　地区別開発件数
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用途

番号 件 数 田 畑 計

－

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

計

 用　途　区  分

住
宅

用
地

農 家 住 宅

一 般 個 人 住 宅

集 団 住 宅 そ の 他

農 地 法 第 ４ 条 関 係

土 石 等 採 取 用 地

そ の 他

公
的
施
設

用
　
　
地

学 校 用 地

公 園 ・ 運 動 場 用 地

道 水 路 ・ 鉄 道 用 地

官公署・病院等公的施設

工・鉱業（工場）用地

植 林

そ の 他 分 類 不 能 等

商
業
サ
ー

ビ
ス

用
　
　
地

店 舗 等 施 設

流 通 業 務 等 施 設

ゴ ル フ 場

その他のレジャー施設

そ
の
他
の

業
務
用
地

農 林 漁 業 用 施 設

駐 車 場 ・ 資 材 置 場

 4 − 5　　農地転用許可申請の状況



− 36 −

単位：件・㎡ 　平成27年4月1日～平成28年3月31日

件 数 田 畑 計 件 数 面　　積

－

－ － － － － －

－

－

－ － － － － －

－ － － － － －

－

－

－ － － － － －

資料：農業委員会

農 地 法 第 ５ 条 関 係 合　　計



− 37 −

事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者

人 人 人 人 人

総 数 総 数

農 林 漁 業 農 林 漁 業

鉱 業
鉱 業 ，
採 石 業 ，
砂利採取業

建 設 業 建 設 業

製 造 業 製 造 業

電気・ガス
・熱供給・
水 道 業

電気・ガス
・熱供給・
水 道 業

情報通信業 情報通信業

運 輸 業
運 輸 業 ，
郵 便 業

卸 売 ・
小 売 業

卸 売 業 ，
小 売 業

金 融 ・
保 険 業

金 融 業 ，
保 険 業

不 動 産 業
不動産業，
物品賃貸業

飲 食 店 ，
宿 泊 業

学術研究，
専門・技術
サービス業

医療，福祉
宿泊業，飲食
サ ー ビ ス 業

教 育 ，
学習支援業

生 活 関 連
サ ー ビ ス
業，娯楽業

複合サービ
ス 事 業

教 育 ，
学習支援業

サ ー ビ ス 業
（他に分類さ
れないもの）

医療，福祉

複合サービ
ス 事 業

サ ー ビ ス 業
（他に分類さ
れないもの）

（注）１　平成16年は6月1日現在、平成18年は10月1日現在 　　　

　　　２　事業内容等不詳事業所を除く。　
　　　３　平成16年は合併後の市域に組み替えた。　

     　　 平成26年は7月1日現在

資料：経済センサス-基礎調査

経済センサス-活動調査　　　　　平成21年は7月1日現在、平成23年は平成24年2月1日現在　　　

産 業 分 類
平成１６年 平成１８年

産 業 分 類
平成２１年 平成２３年 平成２６年

5.　　事 業 所

 5 − 1　　産業分類別事業所数及び従業者数（民営）
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対前回増減
事業所 従業者 事業所 従業者 事業所 従業者

人 人 人

岐 阜 県 △ 313

市 部 △ 185

郡 部 △ 128 △ 1,404

岐 阜 市 △ 80 △ 2,305

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市 △ 59

中 津 川 市 △ 26 △ 1,827

美 濃 市 △ 66 △ 100

瑞 浪 市 △ 5 △ 211

羽 島 市 △ 37 △ 83

恵 那 市 △ 52 △ 253

美 濃 加 茂 市 △ 2,731

土 岐 市 △ 103

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市 △ 42 △ 361

本 巣 市 △ 25 △ 45

郡 上 市 △ 50 △ 1,071

下 呂 市 △ 60 △ 617

海 津 市 △ 39

羽 島 郡 △ 27 △ 403

養 老 郡 △ 6 △ 30

不 破 郡 △ 20 △ 286

安 八 郡 △ 751

揖 斐 郡 △ 14

本 巣 郡 △ 247

加 茂 郡 △ 77 △ 682

可 児 郡

大 野 郡 △ 6 △ 83

（注）１ 平成23年は平成24年２月１日現在、 資料：経済センサス-基礎調査

　　　　 平成26年は平成26年７月１日現在 経済センサス-活動調査

　　　２ 事業内容等不詳事業所を除く。

市 郡 別
平成23年 平成26年

 5 − 2　　市郡別全事業所数及び従業者数（民営）



総　数 5～9人 10～19人

事業 従業 事業 従業 事業 従業

所数 者数 所数 者数 所数 者数

人 人 人

平成 年

（注）1 平成16年は６月１日現在、平成21年は７月１日現在、平成23年は平成24年２月１日現在

 　 　2 平成16年、平成23年は簡易調査で民営事業所のみ対象

 　 　3 平成21年から事業所・企業統計調査は経済センサスに統合された

区　分

民　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営

1～4人

− 39 −

 5 − 3　　従業者規模別事業所数及び従業者数



各年10月1日現在

10～19人

事業 従業 事業 従業 事業 従業 事業 従業

所数 者数 所数 者数 所数 者数 所数 者数

人 人 人 人

－ －

－

－ －

資料：事業所・企業統計調査

経済センサス-基礎調査

経済センサス-活動調査

国・地方公共団体等
派
遣
・
下
請
従
業

者
の
み
事
業
所

20～29人 30人以上

民　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営

− 40 −



平成24年2月1日現在

人 人 人 人 人 人 人

－ － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － －

－ －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－

－ －

－

－ － － － －

－ － －

－

－

－

－ － － － －

－

－ － － － － － － － － － － － －

資料：経済センサス-活動調査

派
遣
・
下
請
従
業
者

の
み
事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

30人以上

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

10～19人

事
業
所
数

20～29人

従
業
者
数

事
業
所
数

事
業
所
数

5～9人

事
業
所
数

国、地方
公共団体総　数 1～4人

従
業
者
数

従
業
者
数

民　　　　　　　　　　　　営

従
業
者
数
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 5 − 4　　産業大分類・経営組織・従業者規模別事業所数及び従業上の地位別従業者数

うち正社員
正職員

人 人 人 人 人 人

全 産 業

農 林 漁 業

鉱業，採石業，砂利採取業

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く） － －

（注）　1 経済センサス－活動調査が民営事業所のみを調査対象としたため、公務・公共団体に関わる数値

　　　　　は平成21年７月１日現在のもの

　　　　2 従業者規模別事業所数、従業者数のうち4人以下欄の数値には0人の数値も含む

産 業 大 分 類 無給の
家族従業

者

う　ち
雇 用 者

総　 数 個人業主 うち常用
雇用者

事業所数

従　　　業　　　者　　　数
総　　　　　　　　　　　数

うち正社員
正職員

人 人 人 人 人 人

全 産 業

農 林 漁 業

鉱業，採石業，砂利採取業

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く） － －

（注）　1 経済センサス－活動調査が民営事業所のみを調査対象としたため、公務・公共団体に関わる数値

　　　　　は平成21年７月１日現在のもの

　　　　2 従業者規模別事業所数、従業者数のうち4人以下欄の数値には0人の数値も含む

産 業 大 分 類 無給の
家族従業

者

う　ち
雇 用 者

総　 数 個人業主 うち常用
雇用者

事業所数

従　　　業　　　者　　　数
総　　　　　　　　　　　数



平成24年2月1日現在

人 人 人 人 人 人 人

－ － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － －

－ －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－

－ －

－

－ － － － －

－ － －

－

－

－

－ － － － －

－

－ － － － － － － － － － － － －

資料：経済センサス-活動調査

派
遣
・
下
請
従
業
者

の
み
事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

30人以上

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

10～19人

事
業
所
数

20～29人

従
業
者
数

事
業
所
数

事
業
所
数

5～9人

事
業
所
数

国、地方
公共団体総　数 1～4人

従
業
者
数

従
業
者
数

民　　　　　　　　　　　　営

従
業
者
数
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岐阜県 市部 郡部 岐阜市 大垣市 高山市 多治見市 関市 中津川市 美濃市

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

事業所数

従業者数 人

区　　　分

総 数

農 林 漁 業

建 設 業

製 造 業

鉱 業 ， 採 石 業 ，
砂 利 採 取 業

電 気 ・ ガ ス ・
熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不動産業，物品賃貸業

学 術 研 究 ，
専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，
娯 楽 業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業
（他に分類されないもの）
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 5 − 5　　市別産業大分類別事業所数及び従業者数（民営）



平成26年7月1日現在

瑞浪市 羽島市 恵那市 美濃加茂市 土岐市 各務原市 可児市 山県市 瑞穂市 飛騨市 本巣市 郡上市 下呂市 海津市

資料：経済センサス-基礎調査

− 44 −



農　　　　　　　家　　　　　　　 世　　　　　　　　帯　　

専 業 ・ 兼 業 別

地　域　別 総農家数 兼　　　業

農業を主 農業を従

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

１２

農家数 兼　　　業

農業を主 農業を従

１７

２２

－

－

－ －

－

－

－

（注）例外規定は、経営耕地面積が30a未満で、調査期日前１年間の農産物販売金額が50万円以上

　　　あった農家

区 分 及 び

専　業

専業・兼業別

専業

農家人口

販　　売　　農　　家

洞 戸 地 域

農家人口

自給的農家

自給的農家

板 取 地 域

関 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域

上 之 保 地 域

− 45 −

田 樹　　　園　　　地 樹　　　園　　　地

う ち作付 果　樹　園 茶　　　園

しない面積 農家数 面  積

６０ 年

平成 ２ 年

７

１２

１７ － －

２２ － －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

（注） 1 平成12年から作付面積の単位は、アール

2 平成17年から樹園地の内訳は対象外となった。

板 取 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域

上 之 保 地 域

関 地 域

洞 戸 地 域

昭和

面積計
区 分 及 び
地 域 別

総 経 営
耕地面積 面  積

6.　　農 林 業

 6 − 1　　農業人口及び農家数

 6 − 2　　種類別経営耕地面積



単位：人・戸　各年2月1日現在

世　　　　　　　　帯　　

30ａ～ 50ａ～ 1ha～ 1.5ha～ 2ha以上 例外規定 地　域　別

50ａ １ha  

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

１２

30ａ～ ａ 50ａ～１ 1ha～1.5ha 1.5ha～2ha  

１７

２２

－

－ － －

－

－

－ －

販　　売　　農　　家

世界農林業センサス

武 儀 地 域

農　　業　　経　　営　　体

洞 戸 地 域

武 芸 川 地 域

区 分 及 び

2ha以上30ａ未満

資料：農 業 セ ン サ ス

板 取 地 域

上 之 保 地 域

関 地 域

− 46 −

単位：ha・ａ　各年2月1日現在

樹　　　園　　　地 畑

茶　　　園 その他 う ち 作 付

農家数 面  積 面  積 しない面積

６０ 年

平成 ２ 年

７

１２

－ － － １７

－ － － ２２

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

武 芸 川 地 域

洞 戸 地 域

関 地 域

昭和

区 分 及 び
地 域 別面  積

世界農林業センサス
資料：農 業 セ ン サ ス

上 之 保 地 域

武 儀 地 域

板 取 地 域



昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

１２

１７ Ｘ Ｘ

２２

－

－ － －

－

－

－
（注）平成17年から、作付面積の単位はアール

豆類

武 儀 地 域

雑　穀 いも類

関 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

武 芸 川 地 域

区 分 及 び
地 域 別

作　付
面積計 稲 麦　類

種 　 　　　類　 　 　　別

上 之 保 地 域
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乳　　用　　牛 肉　　用　　牛 豚
地　域　別 飼養戸数 頭　　数 飼養戸数 頭　　数 飼養戸数

頭 頭

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

１２

飼養経営体数 飼養頭数 飼養経営体数 飼養頭数 飼養経営体数

１７ Ｘ Ｘ

２２ Ｘ

Ｘ Ｘ －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － Ｘ －

(注）平成17年から、調査対象が変更された。

区 分 及 び

関 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

上 之 保 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域

 6 − 3　　販売目的で作付（栽培）した作物の類別作付面積

 6 − 4　　家畜数



単位：ha・ａ　各年2月1日現在

収　　　穫　　　面　　　積

工　芸 花き類 種苗・ その他

農作物 花  木 苗木類 の作物

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

－ １２

Ｘ １７

Ｘ － ２２

Ｘ －

Ｘ － －

－ － － －

－ － －

－

－ － －

資料：農 業 セ ン サ ス
世界農林業センサス

野菜類

上 之 保 地 域

武 儀 地 域

区 分 及 び
地 域 別

洞 戸 地 域

板 取 地 域

関 地 域

武 芸 川 地 域
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各年2月1日現在

豚 採　　卵　　鶏 ブ ロ イ ラ ー

頭　　数 飼養戸数 羽　　数 飼養戸数 羽　　数 地　域　別

頭 羽 百羽

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

－ － １２

飼養頭数 飼養経営体数 飼養羽数 飼養経営体数 飼養羽数

Ｘ １７

Ｘ － － ２２

Ｘ Ｘ － －

－ Ｘ － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

資料： 農 業 セ ン サ ス

世界農林業センサス

区 分 及 び

上 之 保 地 域

関 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域



動力耕うん機

地　域　別 農用トラクター

個人所有台数 共同所有農家数 個人所有台数 共同所有農家数 個人所有台数 共同所有農家数

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

所有台数 所有実農家数 所有台数 所有農家数 所有台数 所有農家数

１２

台数 実経営体数 台数 経営体数 台数 経営体数

１７

台数 農家数 台数 農家数

２２

(注）平成12年、17年および22年から、調査対象が変更された。

武 芸 川 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

武 儀 地 域

上 之 保 地 域

区 分 及 び
動力防除機 動力田植機

動力防除機 動力田植機乗用型トラクター

関 地 域

トラクター 動力田植機
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 6 − 5　　農業用機械所有台数



単位：台・戸・経営体　　各年2月1日現在

地　域　別

個人所有台数 共同所有農家数 個人所有台数 共同所有農家数 個人所有台数 共同所有農家数

昭 和 ６０ 年

平 成 ２ 年

７

所有台数 所有農家数 所有台数 所有農家数 所有台数 所有農家数

１２

台数 経営体数 台数 経営体数 台数 経営体数

Ｘ １７

台数 農家数

２２

資料：

武 芸 川 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

農 業 セ ン サ ス

世界農林業センサス

武 儀 地 域

上 之 保 地 域

区 分 及 び
米麦用乾燥機バインダー 自脱型コンバイン

自脱型コンバイン

関 地 域

普通型コンバイン
乗用型スピード
スプレイヤー

コンバイン
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単位：頭

区　　分 総　数 牛 豚 馬 めん羊・山羊

平成 年度 － －

－ －

－ －

－ －

－ －

年 月 － － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

年 月 － －

－ －

－ － －

資料：農務課
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 6 − 6　　食肉センターの状況



  １　現況地目別面積 単位：ha　平成28年3月31日現在

農　　　　　用　　　　　地 混牧林地 農業用 左以外の その他

田 畑 樹園地 採草放牧地 計 施設用地 山林原野

－

 ２　農業振興地域の現況地目別面積

農　　　　　用　　　　　地 混牧林地 農業用 左以外の その他

田 畑 樹園地 採草放牧地 計 施設用地 山林原野

－

 ３　農用地区域の現況地目別面積

農　　　　　用　　　　　地 混牧林地 農業用 左以外の その他

田 畑 樹園地 採草放牧地 計 施設用地 山林原野

－ － －

 ４　農用地区域の用途区分別面積

総 面 積 農　　　地  採  草  放  牧  地 混牧林地 農業用施設用地

－

資料：農務課

総 面 積

総 面 積

総 面 積
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 6 − 7　　農業振興地域の概要



関地域 単位：ha 平成28年3月31日現在

区　分 池　尻 広　見 上日立(1) 坊　地 神　野 田　原 迫　間 小　瀬 小　坂

面　　積

完了年度 大正3 昭和36

西田原 宝田 小屋名 山田 下白金 中島 肥田瀬 保戸島 吉田 稲口

大久手 小野 倉知 戸田 上日立(2) 下有知 千疋 上白金 千疋南 富野一期

平成2 昭和62

富野二期 志津野 広見 東田原 肥田瀬南 大野 溝之間 関田原

平成2

洞戸地域

区　分 紋原 柳島 柏平 栗原底津 大野岩野 市場岩野 上・下菅谷 片・赤祖父
栗原・

通元寺向

面　　積

完了年度 昭和53 平成2 平成元

高見 高賀上外戸 阿部 尾倉岩野 栗原 上菅谷 大野 薬師前 市場白山前 高賀宮

下小坂 通元寺上溜池 飛瀬

合計用地面積

合計用地面積
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板取地域

区　分 田口 白谷 門原 野口 加部 門出北 岩本 松谷 門出南

面　　積

完了年度 昭和54 平成5

生老 田口(橿瀬) 田口(大船)

平成19

武芸川地域

区　分 森本 下平 武芸川南部 武芸川北部

面　　積

完了年度 昭和51 平成2

武儀地域

区　分 祖父川 中野 多々羅 若栗 日根 奥ケ島 町 門原 多良木

面　　積

完了年度 昭和29

西洞 柳瀬 三口 武儀倉 上野 大門 大洞 乙亀 戸丁 粟野

多々羅 向田 古布 三口 温井 町 坂下 雁曽礼 久須 轡野

寺田 西洞第二 温井第一 温井第二 西洞第一 武儀倉

上之保地域

区　分 西田 阿木
田尻

(鳥屋市)
平岩

戸山
（戸丁）

小和田
田尻

(川合中）
田尻

(山中）
船山

面　　積

完了年度 昭和52

本郷 少合 上会津 宮脇 西之野 松本 東部 西部 山本 川中

平成2

杉山 井去 火打向島

資料：農務課

合計用地面積

合計用地面積

合計用地面積

合計用地面積

 6 − 8　　ほ場整備状況



関地域 単位：ha 平成28年3月31日現在

区　分 池　尻 広　見 上日立(1) 坊　地 神　野 田　原 迫　間 小　瀬 小　坂

面　　積

完了年度 大正3 昭和36

西田原 宝田 小屋名 山田 下白金 中島 肥田瀬 保戸島 吉田 稲口

大久手 小野 倉知 戸田 上日立(2) 下有知 千疋 上白金 千疋南 富野一期

平成2 昭和62

富野二期 志津野 広見 東田原 肥田瀬南 大野 溝之間 関田原

平成2

洞戸地域

区　分 紋原 柳島 柏平 栗原底津 大野岩野 市場岩野 上・下菅谷 片・赤祖父
栗原・

通元寺向

面　　積

完了年度 昭和53 平成2 平成元

高見 高賀上外戸 阿部 尾倉岩野 栗原 上菅谷 大野 薬師前 市場白山前 高賀宮

下小坂 通元寺上溜池 飛瀬

合計用地面積

合計用地面積

板取地域

区　分 田口 白谷 門原 野口 加部 門出北 岩本 松谷 門出南

面　　積

完了年度 昭和54 平成5

生老 田口(橿瀬) 田口(大船)

平成19

武芸川地域

区　分 森本 下平 武芸川南部 武芸川北部

面　　積

完了年度 昭和51 平成2

武儀地域

区　分 祖父川 中野 多々羅 若栗 日根 奥ケ島 町 門原 多良木

面　　積

完了年度 昭和29

西洞 柳瀬 三口 武儀倉 上野 大門 大洞 乙亀 戸丁 粟野

多々羅 向田 古布 三口 温井 町 坂下 雁曽礼 久須 轡野

寺田 西洞第二 温井第一 温井第二 西洞第一 武儀倉

上之保地域

区　分 西田 阿木
田尻

(鳥屋市)
平岩

戸山
（戸丁）

小和田
田尻

(川合中）
田尻

(山中）
船山

面　　積

完了年度 昭和52

本郷 少合 上会津 宮脇 西之野 松本 東部 西部 山本 川中

平成2

杉山 井去 火打向島

資料：農務課

合計用地面積

合計用地面積

合計用地面積

合計用地面積
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民　　　　　　　　有　　　　　　　　林

公　　　有　　　林 私　　　　　　有　　　　　　林

総数 県 市 財産区 学校 総数

平成 年 －

(関地域） －

－

－

(関地域） －

－

－

(関地域） －

－

－

(関地域） －

－

－

(関地域） －

－

（注）平成23～25年は四捨五入のため、計と一致しないことがある。

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

総　数

（旧武儀郡地域）

区　分

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

単位：ha　各年3月31日現在

民　　　　　　　　有　　　　　　　　林

私　　　　　　有　　　　　　林

森林総合研究所 公社 慣行共有 共有 組合 寺･神社 会社 個人 その他

－ －

－ － －

－ －

－

－ －

－

－

－ －

－

－

－ －

－

－

－ －

－

資料：岐阜県林政部林政課
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人　　　　　工　　　　　林 天　　　　　然　　　　　林

総数 すぎ ひのき あかくろまつ からまつ

平成 年

(関地域）

(関地域）

(関地域）

(関地域）

(関地域）

区　分 総　数

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

（旧武儀郡地域）

単位：ha  各年3月31日現在

人　　　　　工　　　　　林 天　　　　　然　　　　　林

針葉樹 広葉樹 総数 すぎ ひのき あかくろまつ 針葉樹 広葉樹

資料：岐阜県林政部林政課

 6 − 9　　所有形態別森林面積

 6 − 10　　人工林・天然林面積



単位：ha　各年3月31日現在

民　　　　　　　　有　　　　　　　　林

私　　　　　　有　　　　　　林

森林総合研究所 公社 慣行共有 共有 組合 寺･神社 会社 個人 その他

－ －

－ － －

－ －

－

－ －

－

－

－ －

－

－

－ －

－

－

－ －

－

資料：岐阜県林政部林政課
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単位：ha  各年3月31日現在

人　　　　　工　　　　　林 天　　　　　然　　　　　林

針葉樹 広葉樹 総数 すぎ ひのき あかくろまつ 針葉樹 広葉樹

資料：岐阜県林政部林政課
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単位：km  各年3月31日現在

舗装道

アスファルト系

平成 年

資料：農務課

区　　分 総 延 長 砂 利 道

 6 − 11　　農道延長

単位：m  各年3月31日現在

総 延 長 砂 利 道 舗 装 道

平成 年

資料：林業振興課

区　分

 6 − 12　　林道延長
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単位：m  各年3月31日現在

総 延 長 砂 利 道 舗 装 道

平成 年

資料：林業振興課

区　分

単位：人・万円　各年12月31日現在

事業所数 従業者数 現金給与総額 原材料使用額等 製造品出荷額等 付加価値額

平成 年

（注） 従業者４人以上の事業所 資料：工業統計調査

年　　次

 7 − 1　　年次別事業所数・従業者数・製造品出荷額等

7.　　工　　業



平成26年12月31日現在

区  分
事業
所数

従業者数
現金給
与総額

原材料
使用額等

製造品
出荷額等

付加価値額

人 万円 万円 万円 万円 

市 計

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美 濃 加 茂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

（注）１　従業者４人以上の事業所 資料：工業統計調査

　　　２　付加価値額は、粗付加価値額（従業者29人以下の事業所）での集計を含む。
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 7 − 2　　21 市の状況



単位：人・万円　平成26年12月31日現在

総 数

食 料 品 製 造 業

飲 料 ・ た ば こ ・ 飼 料
製 造 業

繊 維 工 業

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業
（ 家 具 を 除 く ）

家 具 ・ 装 備 品 製 造 業

パルプ・紙・紙加工品
製 造 業

印 刷 ・ 同 関 連 業

化 学 工 業

石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品
製 造 業

プラスチック製品製造業
（ 別 掲 を 除 く ）

ゴ ム 製 品 製 造 業

なめし革・同製品・毛皮
製 造 業

窯業・土石製品製造業

鉄 鋼 業

非 鉄 金 属 製 造 業

金 属 製 品 製 造 業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電
子 回 路 製 造 業

電 気 機 械 器 具 製 造 業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

そ の 他 の 製 造 業

（注）１　従業者４人以上の事業所 資料：工業統計調査

　　  ２　付加価値額は、粗付加価値額（従業者29人以下の事業所）での集計を含む。

原材料
使用額等

製造品
出荷額等

付加価値額産　業　中　分　類 事業所数 従業者数
現金給与
総　額
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 7 − 3　　産業中分類別事業所数・従業者数・製造品出荷額等



経 営 組 織 別 事 業 所 数 従　　　　業 者　　　　数

地 区 組合･その 常用労働者・ 個人事業主・家族従業者

他の法人 計 男 女

総　　　数

安 桜

旭 ケ 丘

瀬 尻

倉 知

富 岡

千疋・小金
田・保戸島

田 原

下 有 知

富 野

桜 ケ 丘

洞 戸

板 取

武 芸 川

武 儀

上 之 保

（注） １　従業者４人以上の事業所  

　　 　２　製造品出荷額等総額には、製造工程からでたくず・廃物・その他の収入が含まれている。

総  数 会  社 個  人 総  数
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 7 − 4　　地区別・経営組織別事業所数・従業者数・製造品出荷額等



単位：人・万円　平成26年12月31日現在

者　　　　数
現金給与 原 材 料

製 造 品 出 荷 額 等

個人事業主・家族従業者
総　　額 使用額等 製造品 加工賃 その他

計 男 女
出荷額 収入額 収入額

資料：工業統計調査

総  額
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− 63 −

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

平成 年 － － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

（注） １　従業者４人以上の事業所

 　　　２　平成23年は公表データなし。

 区　　分

1 ～ 3人総　　　数 4 ～ 9人

輸　　出　　地　　域　　別　　内　　訳 輸　　出　　地　　域　　別　　内　　訳

北　　　　米

アメリカ カ ナ ダ ドイツ
その他の
西  欧

平成 年

（注） １　従業者４人以上の事業所。
 　　　２　平成23年は公表データなし。

中  東
年　　次 事 業 所 輸出総額

中 南 米
西　　　欧

中東欧・
ロシア等

 7 − 5　　規模別事業所数・従業者数・製造品出荷額等

 7 − 6　　年次別輸出地域別内訳

単位：人・万円　各年12月31日現在

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

Ｘ

資料：工業統計調査

10 ～ 19人 20 ～ 29人 30人以上　
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単位：人・万円　各年12月31日現在

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

Ｘ

資料：工業統計調査

10 ～ 19人 20 ～ 29人 30人以上　

単位：万円　各年12月31日現在

輸　　出　　地　　域　　別　　内　　訳

韓　国 台　湾
タイ・マレーシア・
インドネシア 中　国

その他の
アジア

資料：岐阜県輸出関係調査

不　明大洋州アフリカ
ア　　ジ　　ア



7月1日現在

総　　数 卸売業 小売業

総　　数

１～４人

５～９人

10～19人

20～29人

30人以上

資料：商業統計調査

平　成　２６　年
規　模　別

単位：人・万円・％　7月1日現在

年間商品

販 売 額 従業者数 年間商品販売額

平成 年

資料：商業統計調査

区　分 事業所数 従業者数
１事業所当たり
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単位：人・百万円　7月1日現在

区　　分

構成比 構成比 構成比

％ ％ ％

各 種 商 品

繊 維 ・ 衣 服 等

飲 食 料 品

建 築 材 料 ， 鉱 物 ・
金 属 材 料 等

機 械 器 具

そ の 他 の 卸 売 業

各 種 商 品

織物・衣服・身の回り品

飲 食 料 品

機 械 器 具

そ の 他 の 小 売 業

無 店 舗 小 売 業

資料：商業統計調査

総 数

卸 売 業 計

小 売 業 計

従業者数 年間商品販売額

平成２６年 平成２６年 平成２６年

事業所数

8.　　商　　業

 8 − 1　　商業事業所

 8 − 2　　産業分類別事業所数・従業者数・年間商品販売額

 8 − 3　　規模別事業所数

単位：人・万円　7月1日現在

区 分

平成26年 平成26年 平成26年

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

資料：商業統計調査

事業所数 従業者数
年 間 商 品
販　売　額

富岡

千疋・小金
田・保戸島

田原

総数

安桜

旭ヶ丘

上之保

洞戸

板取

武芸川

武儀

瀬尻

下有知

富野

桜ヶ丘

倉知
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単位：人・万円　7月1日現在

区 分

平成26年 平成26年 平成26年

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

卸売

小売

資料：商業統計調査

事業所数 従業者数
年 間 商 品
販　売　額

富岡

千疋・小金
田・保戸島

田原

総数

安桜

旭ヶ丘

上之保

洞戸

板取

武芸川

武儀

瀬尻

下有知

富野

桜ヶ丘

倉知

 8 − 4　　地区別・卸売小売業別事業所数・従業者数・年間商品販売額
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単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税

平成26年7月1日現在

計 卸売業 小売業 計 卸売業 小売業 計 卸売業 小売業

県　　計

市　　計

郡　　計

資料：商業統計調査

高 山 市

多 治 見 市

海 津 市

事　業　所　数 従　業　者　数　（人） 年間商品販売額（万円）
区　　分

岐 阜 市

大 垣 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美濃加茂市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

 8 − 5　　県内市郡別・卸売小売業別事業所数・従業者数・年間商品販売額
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単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税

9.　　市 民 所 得

 9 − 1　　経済活動別市内総生産 単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税

単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税

単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税

単位：百万円・％

21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 構成比

（１） 農 林 水 産 業

　ａ  農　　　  　　業

　ｂ　林　　　  　　業

  ｃ  水　   産     業

（２） 鉱 業

（３） 製 造 業

（４） 建 設 業

（５） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（６） 卸 売 ・ 小 売 業

（７） 金 融 ・ 保 険 業

（８） 不 動 産 業

（９） 運 輸 業

（１０）サ ー ビ ス 業

（１） 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

（２） サ ー ビ ス 業

（３） 公 務

(再　掲)

資料：市町村民経済計算

　　　区　　　　　　　　　　分　　

政 府 サ ー ビ ス 生 産 者

25 年 度

産 業

対家計民間非営利サービス生産者

輸入品に課される税・関税等

第 次 産 業

第 次 産 業

第 次 産 業

※２　輸入品に課される税・関税等＝輸入品に課される税・関税－総資本形成に係る

市 町 村 内 総 生 産

※１（再掲）の第１次、第２次、第３次産業の総生産額は、「４．輸入品に課される
税・関税等」の加算・控除前の額であり、その合計は市町村内総生産額と一致し

ない。 （「輸入品に課される税・関税等」は経済活動別に分割することが困難で

あり、最後に一括して加算・控除して、市町村内総生産額を算出するため。）

消費税



− 69 −

16　年　度 17　年　度 18　年　度 19　年　度 20　年　度

実　額 実　額 実　額 実　額 実　額

県　　計

岐 阜 圏 域

西 濃 圏 域

中 濃 圏 域

東 濃 圏 域

飛 騨 圏 域

市　　計

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美 濃 加 茂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

(注）市町村民所得には企業所得等を含むため、「１人当たり市町村民所得」は

　　 市町村民個人の給与や実収入の水準を表すものではない。

区　　　分

 9 − 2　　県下の人口１人当たりの市町村民所得
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単位：千円・％

21　年　度 22　年　度 23　年　度 24　年　度

実　額 実　額 実　額 実　額 実　額 指数

県　　計

岐 阜 圏 域

西 濃 圏 域

中 濃 圏 域

東 濃 圏 域

飛 騨 圏 域

市　　計

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美 濃 加 茂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

資料：市町村民経済計算

区　　　分
25　年　度



単位：箇所・人 各年3月31日現在

平成 平成 平成 平成

施　　　　　設 設　　置　　主　　体 入所定員

年 年 年 年 総数 国 県 市 法人 私 組合

老人福祉施設

老 人 福 祉 セ ン タ ー － － － － － －

養 護 老 人 ホ ー ム － － － － －

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム － － － － －

介 護 老 人 保 健 施 設 － － － － －

介 護 療 養 型 医 療 施 設 － － － － － － － － － － －

特定施設入居者生活介護 － － － － －

デイ・サービスセンター － － － － －

認知症高齢者グループホーム － － － － －

介 護 予 防 拠 点 施 設 － － － － － －

計 － － － －

障害者支援施設

障害者児施設  （入所部） － － － －

（通所部） － － － － －

計 － － － －

児童福祉施設

母 子 生 活 支 援 施 設 － － － － － － － － － －

保 育 所 － － － －

計 － － － －

その他の福祉施設

関 市 ふ れ あ い ホ ー ム － － － － －

あ お ぞ ら の 家 － － － － － － － － － － －

わ か ば 共 同 作 業 所 － － － － －

児 童 発 達 支 援 － － － － － －

ち び っ 子 広 場 － － － － － －

計 － － － －

　
資料：福祉政策課

子ども家庭課

高齢福祉課

平　成　28　年
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単位：百万円・％

実　額 構成比 実　額 構成比 実　額 構成比

雇　　用　　者　　報　　酬

賃金・俸給

雇主の社会負担

　雇主の現実社会負担

　雇主の帰属社会負担

財 産 所 得 (非企業部門)

一般政府 △ 1,274 △ 1,482 △ 910 △ 0.4

家計

対家計民間非営利団体

企業所得(法人企業の分配所得受払後)

民間法人企業

公的企業

個人企業

市　　民　　所　　得

資料：市町村民経済計算

区　　　　　分
平成２４年度 平成２５年度平成２３年度

 9 − 3　　市民所得の分配

　　　区　　　　　　　　分 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

人　口 （人）

就業者(就業地ベース) （人）

就業者(常住地ベース) （人）

雇用者(常住地ベース) （人）

経済成長率 （％） △ 1.5

１人当たり市民所得 （千円）

就業者１人当たり市内総生産 （千円）

雇用者１人当たり雇用者報酬 （千円）

資料：市町村民経済計算

 9 − 4　　人口・関連指標



単位：箇所・人 各年3月31日現在

平成 平成 平成 平成

施　　　　　設 設　　置　　主　　体 入所定員

年 年 年 年 総数 国 県 市 法人 私 組合

老人福祉施設

老 人 福 祉 セ ン タ ー － － － － － －

養 護 老 人 ホ ー ム － － － － －

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム － － － － －

介 護 老 人 保 健 施 設 － － － － －

介 護 療 養 型 医 療 施 設 － － － － － － － － － － －

特定施設入居者生活介護 － － － － －

デイ・サービスセンター － － － － －

認知症高齢者グループホーム － － － － －

介 護 予 防 拠 点 施 設 － － － － － －

計 － － － －

障害者支援施設

障害者児施設  （入所部） － － － －

（通所部） － － － － －

計 － － － －

児童福祉施設

母 子 生 活 支 援 施 設 － － － － － － － － － －

保 育 所 － － － －

計 － － － －

その他の福祉施設

関 市 ふ れ あ い ホ ー ム － － － － －

あ お ぞ ら の 家 － － － － － － － － － － －

わ か ば 共 同 作 業 所 － － － － －

児 童 発 達 支 援 － － － － － －

ち び っ 子 広 場 － － － － － －

計 － － － －

　
資料：福祉政策課

子ども家庭課

高齢福祉課

平　成　28　年

10.　　社 会 福 祉

 10 − 1　　社会福祉施設数

− 72 −
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単位：園・人　各年4月1日現在

園　　　　　児　　　　　数

総　数 ３歳児未満 ３歳児 ４歳児以上

平成 年

公　　立

私　　立

資料：子ども家庭課

区　　分 園　数 保育士 定　員

単位：千円　各年度3月31日現在 

被保護数 種　　類　　別　　保　　護　　費　　の　　状　　況

区　　分 世帯数 人員 住 宅 教 育 介 護 出 産 生 業 葬 祭 就労自立 施 設

(世帯) （人） 扶 助 扶 助 扶 助 扶 助 扶 助 扶 助 給付金 事務費

平成 年度 － － －

－ － －

－ － －

－

－ －

資料：福祉政策課

医療扶助総　数 生活扶助

 10 − 2　　保育園の状況

 10 − 3　　生活保護による保護状況の推移
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単位：千円

拠　　出　　制　　年　　金　　の　　給　　付

区　　分 総　　数 老齢年金 通算老齢年金 老齢基礎年金 障害年金

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

平成 年度

区　　分 障害基礎年金 寡婦年金 遺族基礎年金

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

平成 年度

区　　分 総　　数 老齢福祉年金 障害基礎年金 区　　分

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

平成 年度 － － 平成 22 年度

－ －

－ －

－ －

－ －

資料：国保年金課

　　　

福　 祉 　年 　金 　の 　給 　付

拠　　出　　制　　年　　金　　の　　給　　付

5年年金

死亡一時金

 10 − 4　　国民年金受給の状況
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各年10月1日現在

病　　　院 一　般　診　療　所
歯　科

区　　分
施設数 病床数

施　　設　　数
病床数 診療所

計 有　床 無　床

平成 年

資料：関保健所

単位：人　各年12月31日現在

看護師 歯　科

看護師 准看護師 衛生士

平成 年

資料：岐阜県医療従事者実態調査

助産師区　　分 医　師 歯科医師 薬剤師

 11 − 2　　医療従事者の状況

11.　　保健・衛生

 11 − 1　　医療施設の状況



単位：件・千円

件　数 費用額 給付額 件　数 費用額 給付額

平成 年度

高 額 療 養 費 出産育児一時金 葬　 祭　 費

件　数 給付額 件　数 給付額 件　数 給付額

平成 年度

資料：国保年金課

療　養　給　付　費

区　　分

区　　分 計
療　　　養　　　費

単位：件・千円

件　数 費用額 給付額 件　数 費用額 給付額

平成 年度

高 額 療 養 費 出産育児一時金 葬　 祭　 費

件　数 給付額 件　数 給付額 件　数 給付額

平成 年度

資料：国保年金課

療　養　給　付　費

区　　分

区　　分 計
療　　　養　　　費

− 76 −

単位：世帯・人

被　　保　　険　　者 被保険者資格取得者 被保険者資格喪失者

世　　帯 人　　員 世　　帯 人　　員 世　　帯 人　　員

平成 年度

資料：国保年金課

区　　分

 11 − 3　　国民健康保険加入の状況

 11 − 4　　国民健康保険給付の状況
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区　　　分 人　　口 死亡者数 悪性新生物 脳血管疾患 心　疾　患 肺　炎

岐 阜 県

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関 市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美濃加茂市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

（注）人口は、平成26年10月1日現在の岐阜県推計人口（岐阜県統計課）

 11 − 5　　市別主要死因別の死亡者数
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単位：人　　平成26年1月1日～平成26年12月31日

老　 衰 不慮の事故 自　　殺 肝　疾　患 腎　不　全 糖　尿　病 慢性閉塞性肺疾患

資料：岐阜県医療整備課



区
　
　
分

総

数

大

気

汚

染

水

質

汚

染

土

壌

汚

染

騒

音

振

動

悪

臭

産
業
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物

日

照

権

通

風

権

電

波

妨

害

そ

の

他

平成 年度 － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － －

資料：生活環境課

 11 − 6　　公害苦情処理件数

単位：人

区　　分

 平成 年度

資料：保健センター

不 採 血 者 数献　血　者　数参　加　者　数

 11 − 7　　献血者の状況

単位：ｋℓ

区　　分 総　　　数　 浄化槽汚泥処理量 し尿処理量

平成 年度

（注）関市浄化センター処理分による。 資料：生活環境課

 11 − 8　　し尿処理の状況

霊 柩 車 埋　火　葬　許　可　件　数

使用件数

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

－

総合斎苑
わかくさ

－ －

（注）上之保火葬場は平成26年より休止。 資料：生活環境課

犬 猫 その他

平成 年度

　 　 　 資料：生活環境課

－ －

死産埋葬 死体火葬 死産火葬死体埋葬

－ －

総　 数区　　分

区　　分

平成 年度

火 葬 場

使用件数 総数

－ －

− 79 −



霊 柩 車 埋　火　葬　許　可　件　数

使用件数

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

－

総合斎苑
わかくさ

－ －

（注）上之保火葬場は平成26年より休止。 資料：生活環境課

犬 猫 その他

平成 年度

　 　 　 資料：生活環境課

－ －

死産埋葬 死体火葬 死産火葬死体埋葬

－ －

総　 数区　　分

区　　分

平成 年度

火 葬 場

使用件数 総数

－ －

 11 − 9　　火葬場使用の状況 霊 柩 車 埋　火　葬　許　可　件　数

使用件数

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

上 之 保

総合斎苑
わかくさ

－

総合斎苑
わかくさ

－ －

（注）上之保火葬場は平成26年より休止。 資料：生活環境課

犬 猫 その他

平成 年度

　 　 　 資料：生活環境課

－ －

死産埋葬 死体火葬 死産火葬死体埋葬

－ －

総　 数区　　分

区　　分

平成 年度

火 葬 場

使用件数 総数

－ －

 11 − 10　　犬猫等の火葬状況

人口は、各年4月1日現在

ご み の １世帯１日当

区　　分 対前年比 たりの平均ご

（％） み排出量(kg) 人　口(人) 人口伸び率(%)

平成 年度 △ 0.3

△ 0.4

△ 0.6

△ 0.8

△ 1.2

資料：生活環境課

可燃ごみ 不燃ごみ 計 備　　　　考

 11 − 11　　ごみの排出量の状況
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区　　分 総　　数 ビン類 カン類 トレイ

 平成 年度

（注）プラスチック製容器包装類の収集は平成26年度より廃止

 11 − 12　　資源ごみの収集状況

区　　分 総　　数 日本脳炎 二種混合 三種混合 ポリオ
インフルエ
ン ザ

風 し ん

平成 年度

－

－

－

（注）平成19年「麻しんに関する特定感染症予防指針」による5年間の
　　　時限措置が終了し、平成25年より麻しん、風しんの対象者数が

　　　半数となった。

 11 − 13　　予防接種の実施状況
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単位：人

麻 し ん
麻しん,風し
ん（混合）

ヒブ 四種混合
小児用

肺炎球菌
成人用

肺炎球菌
水痘

－ － － － － －

－ － － － －

－ － －

－

－

資料：保健センター

単位：㎏

ペット
ボトル

古紙・古着
プ ラ ス
チ ッ ク 製
容 器 包 装

小型家電

－

－

－

－

資料：生活環境課
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（乳児） （一般市民） 単位：人・％

対象人員 接種者 対象人員 受診者 受診率

平成 年度

(注）　BCG接種者の対象人員は、10月1日現在の0歳児人口 資料：保健センター

　　　

区　　 分
Ｘ 線  撮 影ＢＣＧ

 11 − 14　　健康診断の実施状況

単位：人

子宮がん検診 大腸がん検診

受診者
要精密
検査者

受診者
要精密
検査者

受診者
要精密
検査者

受診者
要精密
検査者

受診者
要精密
検査者

受診者
要精密
検査者

平成 年度

資料：保健センター

前 立 腺 が ん
検 診

区　　 分

肺 が ん 検 診胃がん検診 乳がん検診

 11 − 15　　がん検診の実施状況
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単位：契約数ｋｗ

区　　分

口　数 契約数

平成 年度

資料：中部電力（株）

　電　灯　需　要

総　　　数

12.　　電気・水道

 12 − 1　　電力需要の推移

区　　分 給水量(千㎥) 配水量(千㎥) 給水栓数 給水人口(人)
１人１日平均
給水量（ℓ）

普及率（％）

（上水道地域）

（簡易水道地域）

（注）普及率は、給水人口を総人口で除したもの。 資料：水道課

（上水道地域）

（簡易水道地域）

（上水道地域）

（簡易水道地域）

（上水道地域）

（簡易水道地域）

（上水道地域）

（簡易水道地域）

 12 − 2　　水道の状況



事業区分 地域名
処  理 区

（地 区）名

平成 年度 公共下水道 関 関

特定環境保全
公共下水道

関 田原

特定環境保全
公共下水道

関 小金田

特定環境保全
公共下水道

関 広見・池尻

農業集落排水 関 下迫間

農業集落排水 関 千　疋

農業集落排水 関 保戸島

農業集落排水 関 上迫間

農業集落排水 関 志津野

農業集落排水 関 神　野

農業集落排水 関 西神野

ｺﾐｭﾆﾃｨ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 関 千疋北・大平台

農業集落排水 武儀 殿村・上野

農業集落排水 武儀 富之保

農業集落排水 武儀 中之保

農業集落排水 武儀 武儀中央

農業集落排水 武儀 下之保

農業集落排水 武儀 西　洞
市町村設置型合併処理浄化槽 武儀 大　城
市町村設置型合併処理浄化槽 武儀 高　沢

特定環境保全
公共下水道

洞戸 洞戸

農業集落排水 洞戸 東部

特定環境保全
公共下水道

武芸川 武芸川

特定環境保全
公共下水道

上之保
川合・宮脇・
船山

農業集落排水 上之保 鳥屋市・行合

農業集落排水 上之保 明ケ島

農業集落排水 板取 白　谷

農業集落排水 板取 中　切

農業集落排水 板取 三　友

農業集落排水 板取 板取中央

農業集落排水 板取 岩　本

武芸川地域小計

武儀地域小計

区　分

関地域小計

洞戸地域小計

合　　　計

上之保地域小計

板取地域小計

水洗化率
(％)

普及率
(％)

水洗化人口
(人)

行政、地域
人口（人）

計画
処理区人口

（人）

整備済
処理区人口

（人）

− 85 −

 12 − 3　　公共下水道等の整備状況



事業区分 地域名
処  理 区

（地 区）名
区　分

水洗化率
(％)

普及率
(％)

水洗化人口
(人)

行政、地域
人口（人）

計画
処理区人口

（人）

整備済
処理区人口

（人）

平成 年度 公共下水道 関 関

特定環境保全
公共下水道

関 田原

特定環境保全
公共下水道

関 小金田

特定環境保全
公共下水道

関 広見・池尻

農業集落排水 関 下迫間

農業集落排水 関 千　疋

農業集落排水 関 保戸島

農業集落排水 関 上迫間

農業集落排水 関 志津野

農業集落排水 関 神　野

農業集落排水 関 西神野

ｺﾐｭﾆﾃｨ-ﾌﾟﾗﾝﾄ 関 千疋北・大平台

農業集落排水 武儀 殿村・上野

農業集落排水 武儀 富之保

農業集落排水 武儀 中之保

農業集落排水 武儀 武儀中央

農業集落排水 武儀 下之保

農業集落排水 武儀 西　洞
市町村設置型合併処理浄化槽 武儀 大　城
市町村設置型合併処理浄化槽 武儀 高　沢

特定環境保全
公共下水道

洞戸 洞戸

農業集落排水 洞戸 東部

特定環境保全
公共下水道

武芸川 武芸川

特定環境保全
公共下水道

上之保
川合・宮脇・
船山

農業集落排水 上之保 鳥屋市・行合

農業集落排水 上之保 明ケ島

農業集落排水 板取 白　谷

農業集落排水 板取 中　切

農業集落排水 板取 三　友

農業集落排水 板取 板取中央

農業集落排水 板取 岩　本

資料：下水道課

合　　　計

関地域小計

上之保地域小計

武芸川地域小計

板取地域小計

洞戸地域小計

武儀地域小計
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単位：台 各年4月1日現在

区　　　分 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

総　　　計

小　　計

普通貨物

小型貨物

被けん引

普通乗合

小型乗合

普通乗用

小型乗用

特　　殊

大型特殊

小 型 二　輪

小　　計

二　　輪

三　　輪

四輪貨物

四輪乗用

雪 上 車

小　　計

50cc以下

50 ～ 90

90 ～ 125

農耕作業用

その他のもの

資料：中部運輸局岐阜運輸支局
税　　　　務　　　　課

登
　
　
録
　
　
車

　
軽
自
動
車

原
動
機
付
自
転
車
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13.　　交通・通信

 13 − 1　　車種別保有自動車台数



単位：km　各年4月1日現在

市　　　　　道

区  　分 国 　道 県 　道 市道延長 舗　　装　　道

セメント系 アスファルト系

平成 年

資料：建設総務課

市内道路
総 延 長

高   速
道   路 砂 利 道
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単位：m　平成27年4月1日現在

4.5ｍ以上 2.5ｍ以上 1.5ｍ以上
区　　分 総　　数 6.5ｍ以上 1.5ｍ未満

6.5ｍ未満 4.5ｍ未満 2.5ｍ未満

資料：建設総務課

武芸川地域

武 儀 地 域

上之保地域

総 数

関 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

 13 − 2　　市内道路の状況

 13 − 3　　市道の幅員別道路延長
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単位：台　各年1月1日～12月31日

出　　口 出　　口 出　　口

平成 23 年

27年  1 月

（注）１　東海環状自動車道　関広見IC平成21年4月18日15時供用開始。 資料：中日本高速道路㈱

　　　２　月報(営業成績報告書　1月～12月分）による。

区　　分

東海北陸自動車道 関IC

入　　口

東海環状自動車道 富加関IC

入　　口

東海環状自動車道 関広見IC

入　　口

 13 − 4　　自動車道ＩＣ利用状況



単位：人

うち定期 うち定期

 平成 年 平成23年5月12日現在

平成24年5月10日現在

平成25年6月 6日現在

平成26年5月 8日現在

平成27年5月 7日現在

資料：長良川鉄道（株）

関　　駅 関 口 駅区　　分 長良川鉄道乗降人員調査

各年3月31日現在

区　　分

平成 年

資料：ＮＴＴ西日本岐阜支店

一般電話加入数

 13 − 5　　長良川鉄道各駅乗客数の推移

 13 − 6　　電話加入数
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各年4月1日現在

特　 定　 局 郵 便 私 書 箱

区　　分

平成 年

資料：日本郵便㈱関郵便局

ポスト数

　　　直営の郵便局　16
　　　郵政事業　　　１

切手類
販売所

　　　直営の郵便局　18
　　　郵政事業　　　１

総　数
無集配局

　　　直営の郵便局　18
　　　郵政事業　　　１

貸与数設備数

　　　直営の郵便局　18
　　　郵政事業　　　１

普通局 簡易局

　　　直営の郵便局　16
　　　郵政事業　　　１

集配局

単位：通数

引　　　　　　　受 配　　　　　　　達

総　数 普通郵便 書留郵便 速達郵便 小包郵便 総　数 普通郵便 書留郵便 速達郵便 小包郵便

  平成 年度

（注）平成19年10月1日から、引受は日本郵便㈱関郵便局分

　　　配達は関地域のみ。

区　　分

資料：日本郵便㈱関郵便局

 13 − 7　　郵便施設数

 13 − 8　　郵便の状況（１日当たり）



平日２４時間交通量（台）

東 海 北 陸 自 動 車 道  岐阜各務原IC～関IC

〃  関IC～美濃関JCT

〃  美濃関JCT～美濃IC

国 道 １ ５ ６ 号  小金田

〃  下有知

国道４７５号(東海環状自動車道)  美濃加茂IC～富加関IC

〃  富加関IC～美濃関JCT

〃  美濃関JCT～関広見IC

平日１２時間交通量（台）

東 海 北 陸 自 動 車 道  岐阜各務原IC～関IC

〃  関IC～美濃関JCT

〃  美濃関JCT～美濃IC

国 道 １ ５ ６ 号  小屋名

〃  下有知

国 道 ２ ４ ８ 号  山田

〃  西福野町２丁目

国 道 ２ ５ ６ 号  洞戸市場

〃  板取白谷

国 道 ４ １ ８ 号  武芸川町高野

〃  小瀬

〃  肥田瀬

県 道 江 南 関 線  倉知

県 道 関 本 巣 線  千疋

県 道 関 金 山 線  市平賀

〃  神野

〃  中之保温井

（注）調査日時　平成22年秋季の平日の自動車交通量 資料：平成22年度道路交通センサス

路　線　名 観測地点名
自動車（二輪車除く）
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区　　分 受信契約数 衛星契約数(再褐)

平成 年度

（注）放送受信契約数統計要覧による。 資料：ＮＨＫ岐阜放送局

 13 − 9　　テレビ受信契約数の推移

 13 − 10　　主要道路の交通量



− 93 −

平成28年3月31日現在

団　地　名 建築年度 戸数 団　地　名 建築年度 戸数

東 町 住 宅 Ｓ49・57 富之保岩山崎住宅 Ｈ3・4

東 山 ２ 丁 目 住 宅 Ｓ51 下之保第２上野住宅 Ｓ60

東 山 ３ 丁 目 住 宅 Ｈ9・11・12 上 之 保 先 谷 住 宅 Ｓ58・59

岩 下 住 宅 Ｈ2～Ｈ5・7 上之保一ノ瀬住宅 Ｓ63・Ｈ1

雄 飛 ケ 丘 住 宅 Ｓ38～40 上 之 保 牧 畑 住 宅 Ｈ1・2

竜 泰 寺 住 宅 Ｓ42～44 上之保宮ケ野住宅 Ｈ4

桐 谷 住 宅 Ｓ40 上 之 保 本 郷 住 宅 Ｈ7

藤 谷 住 宅 Ｓ41・45～47 上之保第２先谷住宅 Ｈ6

第 ２ 藤 谷 住 宅 Ｓ47～50 上之保鳥屋市住宅 Ｈ3

松 ケ 洞 住 宅 Ｓ52～56

北 天 神 住 宅 Ｓ58～Ｈ1 洞 戸 山 根 住 宅 Ｈ7

洞 戸 菅 谷 住 宅 Ｈ5・6 洞 戸 高 見 住 宅 Ｈ8

板 取 白 谷 住 宅 Ｓ53・55・59 板 取 門 出 南 住 宅 Ｈ5

板 取 門 出 南 住 宅 Ｈ3 板 取 岩 本 住 宅 Ｈ6・8

板 取 門 出 北 住 宅 Ｓ54・57・58 中 之 保 間 吹 住 宅 Ｈ7

板 取 野 口 住 宅 Ｈ13 富之保岩井ノ上住宅 Ｈ8・10・11

武 芸 川 西 布 住 宅 Ｓ55 上之保宮ケ野住宅 Ｈ5

武芸川小知野住宅 Ｓ60･61･Ｈ8･10･11

武芸川宇多院住宅 Ｈ14 団　地　名 運営開始 戸数

中 之 保 住 宅 Ｓ57 関 宿 舎 Ｓ41

中 之 保 若 栗 住 宅 Ｓ58・59 小 屋 名 宿 舎 Ｓ46

下 之 保 住 宅 Ｓ59・60・61 下 有 知 宿 舎 Ｓ48

富 之 保 住 宅 Ｓ61 小 瀬 宿 舎 Ｓ53

下 之 保 上 野 住 宅 Ｓ62・63 田 原 宿 舎 Ｓ60

中 之 保 柳 瀬 住 宅 Ｓ61～Ｈ1

（財）雇用振興協会

市　　　営　　　住　　　宅 市　　　営　　　住　　　宅

特 定 公 共 賃 貸 住 宅

雇　用　促　進　住　宅

資料：都 市 計 画 課（注）市営住宅・雇用促進住宅は入居停止中を含む

建　　　　　築　　　　　物 工　　　作　　　物

区　　分 併 用 住 宅 合計

店舗 工場 その他

平成 年度 －

－

－ －

資料：都市計画課

専用住宅
共同住宅

店舗 工場 その他 小計小計 擁壁 塔 昇降機

14.　　居 住 環 境

 14 − 1　　団地別公営住宅数

 14 − 2　　建築確認申請件数
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各年1月1日現在

標準地の 標準地 標 準 地 周 辺 の 用　途

の地積
平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

所在地番 （㎡） 土 地 の 利 用 区　分
価　　格 価　　格 価　　格 価　　格 価　　格

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

豊岡町 一般住宅のほか小工場 住　宅
１丁目２３番 も散見される住宅地域

△ 1.5 △ 1.5 △ 1.3 △ 1.4 △ 1.2

「豊岡町1-1-31」

西福野町 一般住宅のほかアパート 住　宅
２丁目１８番 等が見られる住宅地域

△ 3.0 △ 2.0 △ 1.2 △ 0.8 △ 0.8

「西福野町2-4-17」

巾３丁目 一般住宅のほか農地が多 住　宅
８４番２ く見られる新興住宅地域

△ 1.4 △ 3.0 △ 2.0 △ 1.4 △ 0.9

西本郷通５丁目 一般住宅の中に共同住宅 住　宅
７４番 も見られる住宅地域

△ 1.9 △ 2.0 △ 1.3 △ 1.4 △ 1.4

「西本郷通5-4-17」

鋳物師屋５丁目 一般住宅のほか農地 住　宅
－

　　　　１２６番 も見られる住宅地域
－ 　－ △ 1.0 △ 0.5 △ 0.2

「鋳物師屋5-8-31」

武芸川町八幡 一般住宅のほかに店舗等 住宅
字松葉366番１ が混在する住宅地域

△ 4.5 △ 2.4 △ 1.9 △ 1.0 △ 1.5

弥生町３丁目 店舗、事業所のほか一般 店舗兼
８７番 住宅も混在する商業地域 住　宅

△ 4.2 △ 4.4 △ 3.0 △ 3.1 △ 2.3

「弥生町3-4-14」

武芸川町高野 農地の中に店舗等が見ら 診療所
字水押423番7 れる路線商業地域 兼住宅

△ 4.2 △ 3.7 △ 2.9 △ 1.7 △ 2.4

本町５丁目 各種小売店舗が建ち 店舗兼
－

１３番 並ぶ既成商業地域 住宅
－ －

資料：国土交通省

標準値の１平方メートル当たりの価格（円）

 14 − 3　　国土交通省地価公示価格の推移
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単位：円/㎡・％　各年7月1日現在

基準地の 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 基準地の 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

所在地番 価　　格 価　　格 価　　格 価　　格 所在地番 価　　格 価　　格 価　　格 価　　格

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

貸上町８番３ 武芸川町谷口字

△ 1.3 △ 0.5 △ 0.5 △ 0.5
東畑1471番13外

△ 2.8 △ 2.9 △ 1.8 △ 1.8

平賀町４丁目 中之保字上屋敷
79番

△ 1.3 △ 1.0 △ 0.8 △ 0.5
道下夕4471番4外

△ 2.5 △ 2.5 △ 1.7 △ 3.5

桜台４丁目 神野字本郷
3番10

△ 2.8 △ 1.2 △ 1.2 △ 1.2
169番4

△ 2.4 △ 1.9 △ 1.3 △ 2.6

山王通２丁目 上之保字仲畑
6番１

△ 2.5 △ 3.6 △ 2.3 △ 2.2
下モ15035番1

△ 1.9 △ 2.0 △ 2.0 △ 4.1

広見字昭和新田 倉知字祭場下
1853番１

△ 2.1 △ 1.6 △ 1.6 △ 1.6
400番3外

△ 1.1 △ 1.1 △ 1.1 △ 1.1

下有知字深橋前 下有知字新今宮
 5469番4外

△ 2.6 △ 1.8 △ 0.5 △ 0.5
2720番１

△ 1.3 △ 1.6 △ 1.3 △ 1.0

洞戸菅谷字 武芸川町跡部
中川原171番1外

△ 2.2 △ 2.2 △ 1.7 △ 1.8
字高瀬475番

△ 2.1 △ 2.1 △ 1.6 △ 1.6

板取字野向 大杉
3890番1

△ 2.2 △ 2.3 △ 1.2 △ 1.2
字香林庵600番11

（新規） △ 3.2

資料：都市計画課

 14 − 4　　岐阜県地価調査価格の推移
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単位：百万円　平成28年3月31日現在

事　業　名 主　な　地　域 事業主体 事 業 年 度 面 積(ha) 総事業費

旭 ケ 丘 旭ケ丘１～３丁目 組　合 昭和１４～２２

共 栄 桜本町 〃 　　１５～１７

関 千年町・春日町 県・市 　　２２～３０

関 第 二 観音前 市 　　２７～３３

日 の 出 丘 桜ケ丘３丁目・弥生町１～４丁目 〃 　　２７～３５

福 栄 栄町３丁目 組  合 　　３１～３３

福 野 東福野・中福野 〃 　　３７～３８

南 ケ 丘 神明町１～３丁目　 〃 　　３９～４１

深 田 南 第一 桐谷台２・３丁目 〃 　　３９～４９

西 福 野 西福野町１・２丁目 〃 　　４０～４２

大 久 後 北福野町１丁目 〃 　　４０～４５

泉 ケ 丘 明生町１～４丁目　 〃 　　４１～４４

円 保 円保通２・３丁目 〃 　　４１～４４

十 三 塚 山王通西・山王通１丁目 〃 　　４３～５９

一 本 木 一本木町 〃 　　４５～５０

北 仲 町 仲町の一部 〃 　　４５～４７

東 本 郷 東本郷通１～６丁目 〃 　　４５～５０

貸 上 貸上町 〃 　　４６～５２

向 山 向山町１～４丁目 〃 　　４６～５５

西 本 郷 西本郷通１～７丁目 〃 　　４６～５２

境 松 西 西境松町 〃 　　５４～５７

天 神 前 北・南天神１～３丁目 〃 　　５７～６１

杁 ノ 戸 水ノ輪町 〃 　　５８～６１

一 ツ 山 清水町 〃 　　５８～６２

北 後 平賀町１～４丁目の一部 〃 　５９～平成１

東 新 南 東新町３・５丁目 〃 　６１～平成２

小 瀬 池 田 池田町 〃 　６３～平成４

平 賀 大 平 平賀町８丁目 〃 平成　３～　７

鋳 物 師 屋 平成通１丁目他 〃 　　　３～１１

神 明 神明町４丁目の一部他 〃 　　　７～１３

　尾 太 尾太町 〃 　　１２～２０

　小 瀬 長 池 小瀬長池町 〃 　　１９～２４

笠 屋 鋳物師屋字笠屋他 〃 　　２２～２８

平 賀 第 一 市平賀字東出他 〃 　　２４～３０

　平 賀 第 二 市平賀字岩下他 〃 　　２６～３２

資料：都市整備課

 14 − 5　　土地区画整理事業の状況
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棟　数 床面積 棟　数 床面積 棟　数 床面積

総 数

専 用 住 宅

共同住宅・寄宿舎

木
併 用 住 宅

農 家 住 宅

用
旅館・料亭・待合・ホテル

事務所・銀行・店舗

造
劇場・映画館・病院

工 場 ・ 倉 庫

途
土 蔵

付 属 家

総 数

木
事務所・銀行・店舗

別 造
住 宅 ・ ア パ ー ト

以
ホ テ ル ・ 病 院

外
工 場 ・ 倉 庫

そ の 他

構

造

別

総 数

木 造

区　　　　　分
平成２１年 平成２２年 平成２３年

そ の 他

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

鉄 骨 造

鉄骨・鉄筋コンクリート
造

軽 量 鉄 骨 造

れんが造・コンクリートブロック造

 14 − 6　　家屋の種類別棟数及び床面積 単位：㎡　各年1月1日現在

棟　数 床面積 棟　数 床面積 棟　数 床面積 棟　数 床面積

－ －

資料：税務課

平成２７年平成２６年平成２５年平成２４年
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単位：㎡　各年1月1日現在

棟　数 床面積 棟　数 床面積 棟　数 床面積 棟　数 床面積

－ －

資料：税務課

平成２７年平成２６年平成２５年平成２４年
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 14 − 7　　地区公民センター設置状況

所　　　在　　　地 建設年度 構　造 延床面積

関市 西 部 公民センター 北福野町２丁目４番３０号 Ｓ 鉄骨平屋

〃 東 部 〃 平賀町１丁目１８番地 Ｓ 46 〃

〃 西 切 〃 栄町３丁目４番１号 Ｓ 50 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階

〃 中 部 〃 住吉町１９番地 Ｓ 50 鉄骨２階

〃 瀬 尻 〃 小瀬２１２０番地 Ｓ 49 鉄骨平屋

〃 池 尻 〃 池尻３５６番地 Ｓ 47 〃

〃 東 山 〃 東山２丁目２番１号 Ｓ 62 鉄骨２階

〃 岩 下 〃 市平賀４７１番地 Ｈ 4 〃

〃 寺 田 〃 寺田２丁目７番４号 Ｓ 46 鉄骨平屋

〃 桐谷住宅 〃 桐谷台２丁目６番１号 Ｓ 48 〃

〃 柳 町 〃 柳町１１番地 Ｓ 47 鉄骨２階

〃 今 宮 〃 下有知２７９４番地 Ｓ 48 鉄骨平屋

〃 雄飛ケ丘 〃 雄飛ケ丘９番１号 Ｓ 49 〃

〃 平 賀 〃 平賀町３丁目４８番地 Ｓ 50 〃

〃 向 山 〃 向山町２丁目７番１１号 Ｓ 50 〃

〃 富 岡 〃 肥田瀬１６３５番地１ Ｓ 51 〃

〃 新 田 〃 小瀬１３８０番地 Ｓ 52 〃

〃 広 見 〃 広見８１１番地１ Ｓ 53 〃

〃 赤 土 坂 〃 小屋名１３０７番地１ Ｓ 54 〃

〃 東 志 摩 〃 東志摩７５５番地 Ｓ 54 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階

〃 東 本 郷 〃 東本郷通２丁目１番１０号 Ｓ 54 鉄骨平屋

〃 安桜中央 〃 常盤町２２番地 Ｓ 55 鉄骨２階

〃 旭 〃 宮地町４番４号 Ｓ 55 〃

〃 桜 ケ 丘 〃 天徳町１丁目１番２号 Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 本 郷 〃 本郷町８８番地２１ Ｓ 60 鉄骨２階

〃 小 瀬 南 〃 小瀬南２丁目５番１号 Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 巾 〃 巾２丁目２０９番地３ Ｓ 56 〃

〃 重 竹 〃 下有知７５７番地１ Ｓ 56 〃

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 建設年度 構　造 延床面積

関市 西 部 公民センター 北福野町２丁目４番３０号 Ｓ 鉄骨平屋

〃 東 部 〃 平賀町１丁目１８番地 Ｓ 46 〃

〃 西 切 〃 栄町３丁目４番１号 Ｓ 50 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階

〃 中 部 〃 住吉町１９番地 Ｓ 50 鉄骨２階

〃 瀬 尻 〃 小瀬２１２０番地 Ｓ 49 鉄骨平屋

〃 池 尻 〃 池尻３５６番地 Ｓ 47 〃

〃 東 山 〃 東山２丁目２番１号 Ｓ 62 鉄骨２階

〃 岩 下 〃 市平賀４７１番地 Ｈ 4 〃

〃 寺 田 〃 寺田２丁目７番４号 Ｓ 46 鉄骨平屋

〃 桐谷住宅 〃 桐谷台２丁目６番１号 Ｓ 48 〃

〃 柳 町 〃 柳町１１番地 Ｓ 47 鉄骨２階

〃 今 宮 〃 下有知２７９４番地 Ｓ 48 鉄骨平屋

〃 雄飛ケ丘 〃 雄飛ケ丘９番１号 Ｓ 49 〃

〃 平 賀 〃 平賀町３丁目４８番地 Ｓ 50 〃

〃 向 山 〃 向山町２丁目７番１１号 Ｓ 50 〃

〃 富 岡 〃 肥田瀬１６３５番地１ Ｓ 51 〃

〃 新 田 〃 小瀬１３８０番地 Ｓ 52 〃

〃 広 見 〃 広見８１１番地１ Ｓ 53 〃

〃 赤 土 坂 〃 小屋名１３０７番地１ Ｓ 54 〃

〃 東 志 摩 〃 東志摩７５５番地 Ｓ 54 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階

〃 東 本 郷 〃 東本郷通２丁目１番１０号 Ｓ 54 鉄骨平屋

〃 安桜中央 〃 常盤町２２番地 Ｓ 55 鉄骨２階

〃 旭 〃 宮地町４番４号 Ｓ 55 〃

〃 桜 ケ 丘 〃 天徳町１丁目１番２号 Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 本 郷 〃 本郷町８８番地２１ Ｓ 60 鉄骨２階

〃 小 瀬 南 〃 小瀬南２丁目５番１号 Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 巾 〃 巾２丁目２０９番地３ Ｓ 56 〃

〃 重 竹 〃 下有知７５７番地１ Ｓ 56 〃

名　　　　　　称
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建設年度 構　造 延床面積

関市 松 ケ 洞 公民センター 下有知６１９１番地１ Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 小 屋 名 〃 小屋名９７５番地１ Ｓ 57 〃

〃 元 重 〃 元重町１０番地１ Ｓ 57 鉄骨２階

〃 十 三 塚 〃 山王通１丁目７番５号 Ｓ 58 鉄骨平屋

〃 迫 間 台 〃 迫間台１丁目１４番１号 　Ｈ 21 〃

〃 四季の台 〃 倉知２９２４番地１５１ Ｓ 59 〃

〃 稲 口 〃 稲口２８５番地１ Ｓ 59 〃

〃 山 田 〃 山田４０５番地１ Ｓ 59 〃

〃
小 瀬
星 ケ 丘 〃 星ケ丘１６番３号 Ｓ 59 〃

〃 下 白 金 〃 下白金２８０番地 Ｓ 59 〃

〃 大 平 台 〃 大平台３番５号 Ｓ 62 〃

〃 西 本 郷 〃 西本郷通５丁目２番１８号 Ｈ 鉄骨２階

〃 天 神 〃 北天神３丁目２番１号 Ｓ 62 〃

〃 桜 台 東 〃 桜台４丁目３番１４号 Ｓ 63 鉄骨平屋

〃 津 保 〃 西欠ノ下７３番地２ Ｓ 63 鉄骨２階

〃 千 疋 北 〃 千疋北２丁目１番１号 Ｈ 1 鉄骨平屋

〃 桜台中央 〃 桜台２丁目１２番１号 Ｈ 2 〃

〃 桜 台 西 〃 桜台１丁目１番１１号 Ｈ 2 〃

〃
下 有 知
南 部 〃 下有知３６６３番地１ Ｈ 2 〃

〃 津保川台 〃 山田２１１番地２３７ Ｈ 2 〃

〃 東 新 〃 東新町３丁目１８７番地 Ｈ 3 〃

〃 虹 ケ 丘 〃 虹ケ丘北１０番１号 Ｈ 6 〃

〃 竪 仙 房 〃 北仙房２６番地１ 　Ｈ 9 〃

〃 上 切 〃 下有知１２３１番地 　Ｈ 9 〃

〃
下 有 知
い し が み 〃 下有知３５３９番地４ 　Ｈ 10 〃

〃 関 川 〃 桜本町２丁目３０番地１ 　Ｈ 10 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ１階

〃 関ノ上東 〃 関ノ上３丁目７番８号 Ｈ 13 鉄骨平屋

　

　

所　　　在　　　地名　　　　　　称 建設年度 構　造 延床面積

関市 松 ケ 洞 公民センター 下有知６１９１番地１ Ｓ 56 鉄骨平屋

〃 小 屋 名 〃 小屋名９７５番地１ Ｓ 57 〃

〃 元 重 〃 元重町１０番地１ Ｓ 57 鉄骨２階

〃 十 三 塚 〃 山王通１丁目７番５号 Ｓ 58 鉄骨平屋

〃 迫 間 台 〃 迫間台１丁目１４番１号 　Ｈ 21 〃

〃 四季の台 〃 倉知２９２４番地１５１ Ｓ 59 〃

〃 稲 口 〃 稲口２８５番地１ Ｓ 59 〃

〃 山 田 〃 山田４０５番地１ Ｓ 59 〃

〃
小 瀬
星 ケ 丘 〃 星ケ丘１６番３号 Ｓ 59 〃

〃 下 白 金 〃 下白金２８０番地 Ｓ 59 〃

〃 大 平 台 〃 大平台３番５号 Ｓ 62 〃

〃 西 本 郷 〃 西本郷通５丁目２番１８号 Ｈ 鉄骨２階

〃 天 神 〃 北天神３丁目２番１号 Ｓ 62 〃

〃 桜 台 東 〃 桜台４丁目３番１４号 Ｓ 63 鉄骨平屋

〃 津 保 〃 西欠ノ下７３番地２ Ｓ 63 鉄骨２階

〃 千 疋 北 〃 千疋北２丁目１番１号 Ｈ 1 鉄骨平屋

〃 桜台中央 〃 桜台２丁目１２番１号 Ｈ 2 〃

〃 桜 台 西 〃 桜台１丁目１番１１号 Ｈ 2 〃

〃
下 有 知
南 部 〃 下有知３６６３番地１ Ｈ 2 〃

〃 津保川台 〃 山田２１１番地２３７ Ｈ 2 〃

〃 東 新 〃 東新町３丁目１８７番地 Ｈ 3 〃

〃 虹 ケ 丘 〃 虹ケ丘北１０番１号 Ｈ 6 〃

〃 竪 仙 房 〃 北仙房２６番地１ 　Ｈ 9 〃

〃 上 切 〃 下有知１２３１番地 　Ｈ 9 〃

〃
下 有 知
い し が み 〃 下有知３５３９番地４ 　Ｈ 10 〃

〃 関 川 〃 桜本町２丁目３０番地１ 　Ｈ 10 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ１階

〃 関ノ上東 〃 関ノ上３丁目７番８号 Ｈ 13 鉄骨平屋

　

　

所　　　在　　　地名　　　　　　称
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建設年度 構　造 延床面積

関市 洞戸高見 集会場 洞戸高見２０５２番地１ Ｓ 57 木造平屋

〃 洞 戸 片 〃 洞戸片１４７番地１ Ｓ 58 〃

〃
洞 戸
下 菅 谷 〃 洞戸菅谷２９３番地１ Ｓ 59 〃

〃 洞戸栗原 〃 洞戸栗原７４番地１ Ｓ 60 〃

〃
洞 戸
通 元 寺 〃 洞戸通元寺１９６番地１ 　Ｈ 3 〃

〃 板取白谷 〃 板取２８１番地 　Ｈ 12 〃

〃 板取老洞 〃 板取６２４８番地４ 　Ｈ 13 〃

〃 板取加部 〃 板取７６６番地１ Ｓ 52 〃

〃
板 取
上 ヶ 瀬 〃 板取１５６２番地２ Ｓ 63 〃

〃 板取九蔵 〃 板取２４１１番地１ 　Ｈ 13 〃

〃 板取中切 〃 板取２７０６番地１ Ｓ 61 〃

〃
板 取
保 木 口 〃 板取３９９６番地１ Ｓ 56 〃

〃
板 取
杉島・島口 〃 板取５０２６番地２ Ｈ 10 〃

〃 板取門原 〃 板取５４０８番地 Ｈ 4 〃

〃 板取松谷 〃 板取６６００番地 Ｓ 60 〃

〃 板取岩本 〃 板取１６７３番地 Ｓ 55 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋

〃 板取田口 〃 板取３３４５番地 Ｈ 18 木造平屋

〃
富 之 保
雁 曽 礼 〃 富之保６２８８番地２ 　Ｈ 4 〃

〃
富 之 保
武 儀 倉 〃 富之保４４１２番地１ Ｈ 7 鉄骨平屋

〃
富 之 保
岩 山 崎 〃 富之保２８４３番地１ Ｈ 14 木造平屋

〃
富 之 保
祖 父 川 〃 富之保９２３番地 Ｈ 11 〃

〃
富 之 保
粟 野 〃 富之保２２９３番地１ 　Ｈ 2 〃

〃
富 之 保
堂 谷 内 〃 富之保５７０４番地４ 　Ｈ 1 〃

〃
中 之 保
日 根 〃 中之保７８２番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
中 之 保
久 須 〃 中之保１１５１番地１ Ｓ 63 木造平屋

〃
中 之 保
寺 田 〃 中之保３０１８番地１ Ｈ 14 〃

〃
中 之 保
多 々 羅 〃 中之保３３５７番地２ Ｈ 6 〃

　〃
中 之 保
間 吹 〃 中之保４６０２番地１ Ｓ 57 〃

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 建設年度 構　造 延床面積

関市 洞戸高見 集会場 洞戸高見２０５２番地１ Ｓ 57 木造平屋

〃 洞 戸 片 〃 洞戸片１４７番地１ Ｓ 58 〃

〃
洞 戸
下 菅 谷 〃 洞戸菅谷２９３番地１ Ｓ 59 〃

〃 洞戸栗原 〃 洞戸栗原７４番地１ Ｓ 60 〃

〃
洞 戸
通 元 寺 〃 洞戸通元寺１９６番地１ 　Ｈ 3 〃

〃 板取白谷 〃 板取２８１番地 　Ｈ 12 〃

〃 板取老洞 〃 板取６２４８番地４ 　Ｈ 13 〃

〃 板取加部 〃 板取７６６番地１ Ｓ 52 〃

〃
板 取
上 ヶ 瀬 〃 板取１５６２番地２ Ｓ 63 〃

〃 板取九蔵 〃 板取２４１１番地１ 　Ｈ 13 〃

〃 板取中切 〃 板取２７０６番地１ Ｓ 61 〃

〃
板 取
保 木 口 〃 板取３９９６番地１ Ｓ 56 〃

〃
板 取
杉島・島口 〃 板取５０２６番地２ Ｈ 10 〃

〃 板取門原 〃 板取５４０８番地 Ｈ 4 〃

〃 板取松谷 〃 板取６６００番地 Ｓ 60 〃

〃 板取岩本 〃 板取１６７３番地 Ｓ 55 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋

〃 板取田口 〃 板取３３４５番地 Ｈ 18 木造平屋

〃
富 之 保
雁 曽 礼 〃 富之保６２８８番地２ 　Ｈ 4 〃

〃
富 之 保
武 儀 倉 〃 富之保４４１２番地１ Ｈ 7 鉄骨平屋

〃
富 之 保
岩 山 崎 〃 富之保２８４３番地１ Ｈ 14 木造平屋

〃
富 之 保
祖 父 川 〃 富之保９２３番地 Ｈ 11 〃

〃
富 之 保
粟 野 〃 富之保２２９３番地１ 　Ｈ 2 〃

〃
富 之 保
堂 谷 内 〃 富之保５７０４番地４ 　Ｈ 1 〃

〃
中 之 保
日 根 〃 中之保７８２番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
中 之 保
久 須 〃 中之保１１５１番地１ Ｓ 63 木造平屋

〃
中 之 保
寺 田 〃 中之保３０１８番地１ Ｈ 14 〃

〃
中 之 保
多 々 羅 〃 中之保３３５７番地２ Ｈ 6 〃

　〃
中 之 保
間 吹 〃 中之保４６０２番地１ Ｓ 57 〃

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地 建設年度 構　造 延床面積

関市 洞戸高見 集会場 洞戸高見２０５２番地１ Ｓ 57 木造平屋

〃 洞 戸 片 〃 洞戸片１４７番地１ Ｓ 58 〃

〃
洞 戸
下 菅 谷 〃 洞戸菅谷２９３番地１ Ｓ 59 〃

〃 洞戸栗原 〃 洞戸栗原７４番地１ Ｓ 60 〃

〃
洞 戸
通 元 寺 〃 洞戸通元寺１９６番地１ 　Ｈ 3 〃

〃 板取白谷 〃 板取２８１番地 　Ｈ 12 〃

〃 板取老洞 〃 板取６２４８番地４ 　Ｈ 13 〃

〃 板取加部 〃 板取７６６番地１ Ｓ 52 〃

〃
板 取
上 ヶ 瀬 〃 板取１５６２番地２ Ｓ 63 〃

〃 板取九蔵 〃 板取２４１１番地１ 　Ｈ 13 〃
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岩 山 崎 〃 富之保２８４３番地１ Ｈ 14 木造平屋

〃
富 之 保
祖 父 川 〃 富之保９２３番地 Ｈ 11 〃

〃
富 之 保
粟 野 〃 富之保２２９３番地１ 　Ｈ 2 〃

〃
富 之 保
堂 谷 内 〃 富之保５７０４番地４ 　Ｈ 1 〃

〃
中 之 保
日 根 〃 中之保７８２番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
中 之 保
久 須 〃 中之保１１５１番地１ Ｓ 63 木造平屋

〃
中 之 保
寺 田 〃 中之保３０１８番地１ Ｈ 14 〃

〃
中 之 保
多 々 羅 〃 中之保３３５７番地２ Ｈ 6 〃

　〃
中 之 保
間 吹 〃 中之保４６０２番地１ Ｓ 57 〃

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地
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単位：㎡　平成28年1月1日現在

建設年度 構　造 延床面積

関市
中 之 保
乙 亀 集会場 中之保５００９番地１ Ｈ 1 木造平屋

〃
中 之 保
若 栗 〃 中之保５４４６番地１ Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
小 宮 〃 中之保６２６１番地１ 　Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
柳 瀬 〃 中之保６１３６番地６ 　Ｈ 10 〃

〃
中 之 保
大 城 〃 中之保１２２番地４ Ｓ 63 〃

〃
下 之 保
大 門 〃 下之保２３２２番地 Ｈ 14 〃

〃
下 之 保
百 々 目 木 〃 下之保１９０９番地３ 　Ｈ 9 〃

〃
下 之 保
戸 丁 〃 下之保１６１６番地１ 　Ｈ 1 〃

〃 下之保町 〃 下之保２６３３番地２ Ｈ 12 〃

〃
下 之 保
轡 野 〃 下之保３０３番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
上 之 保
鳥 屋 市 〃 上之保２３３０８番地１ Ｓ 50 木造平屋

〃
上 之 保
行 合 〃 上之保１８５５２番地２ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
宮 脇 〃 上之保２０４５番地３ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
船 山 〃 上之保３２９５番地１ Ｈ 16 〃

資料：総務管財課

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地

単位：㎡　平成28年1月1日現在

建設年度 構　造 延床面積

関市
中 之 保
乙 亀 集会場 中之保５００９番地１ Ｈ 1 木造平屋

〃
中 之 保
若 栗 〃 中之保５４４６番地１ Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
小 宮 〃 中之保６２６１番地１ 　Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
柳 瀬 〃 中之保６１３６番地６ 　Ｈ 10 〃

〃
中 之 保
大 城 〃 中之保１２２番地４ Ｓ 63 〃

〃
下 之 保
大 門 〃 下之保２３２２番地 Ｈ 14 〃

〃
下 之 保
百 々 目 木 〃 下之保１９０９番地３ 　Ｈ 9 〃

〃
下 之 保
戸 丁 〃 下之保１６１６番地１ 　Ｈ 1 〃

〃 下之保町 〃 下之保２６３３番地２ Ｈ 12 〃

〃
下 之 保
轡 野 〃 下之保３０３番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
上 之 保
鳥 屋 市 〃 上之保２３３０８番地１ Ｓ 50 木造平屋

〃
上 之 保
行 合 〃 上之保１８５５２番地２ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
宮 脇 〃 上之保２０４５番地３ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
船 山 〃 上之保３２９５番地１ Ｈ 16 〃

資料：総務管財課

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地

単位：㎡　平成28年1月1日現在

建設年度 構　造 延床面積

関市
中 之 保
乙 亀 集会場 中之保５００９番地１ Ｈ 1 木造平屋

〃
中 之 保
若 栗 〃 中之保５４４６番地１ Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
小 宮 〃 中之保６２６１番地１ 　Ｈ 9 〃

〃
中 之 保
柳 瀬 〃 中之保６１３６番地６ 　Ｈ 10 〃

〃
中 之 保
大 城 〃 中之保１２２番地４ Ｓ 63 〃

〃
下 之 保
大 門 〃 下之保２３２２番地 Ｈ 14 〃

〃
下 之 保
百 々 目 木 〃 下之保１９０９番地３ 　Ｈ 9 〃

〃
下 之 保
戸 丁 〃 下之保１６１６番地１ 　Ｈ 1 〃

〃 下之保町 〃 下之保２６３３番地２ Ｈ 12 〃

〃
下 之 保
轡 野 〃 下之保３０３番地１ Ｓ 55 鉄骨平屋

〃
上 之 保
鳥 屋 市 〃 上之保２３３０８番地１ Ｓ 50 木造平屋

〃
上 之 保
行 合 〃 上之保１８５５２番地２ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
宮 脇 〃 上之保２０４５番地３ Ｓ 51 〃

〃
上 之 保
船 山 〃 上之保３２９５番地１ Ｈ 16 〃

資料：総務管財課

　

名　　　　　　称 所　　　在　　　地
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単位：ha  各年3月31日現在

都　　　　　　市　　　　　　公　　　　　　園 そ の 他 の 公 園

個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積

林  業  振  興  課

観  光  交  流  課

 資料：都  市  整  備  課

奥 長 良 川 県
立 自 然 公 園

墓　 園 保健保安林近隣公園 地区公園

都　　　　　　市　　　　　　公　　　　　　園

総　数 総 面 積 個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積

平成 年

区　　分
総合公園 街区公園広域公園 運動公園

 14 − 8　　公園種別一覧表
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単位：ha  各年3月31日現在

都　　　　　　市　　　　　　公　　　　　　園 そ の 他 の 公 園

個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積
個
所
数

面　積

林  業  振  興  課

観  光  交  流  課

 資料：都  市  整  備  課

奥 長 良 川 県
立 自 然 公 園

墓　 園 保健保安林近隣公園 地区公園
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総　合 食　料 住　居

岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国

平成 年

27年 月

（注）岐阜県の消費者物価指数の目安として岐阜市の指数を公表（平成22年＝100.0）

家具・家事用品光熱・水道
区　　分

 15 − 1　　岐阜市・全国消費者物価指数（年平均）

15.　　消費・物価
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平成22年平均＝100

被服及び履物 保健医療 交通・通信 教　育 教養娯楽 諸 雑 費

岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国 岐阜市 全国

資料：総務省　消費者物価指数



平成27年3月31日現在

区　　分 数　　量 構 成 比 金　　額 構 成 比

総取扱高 ｔ ％ 千円 ％

うち関市出荷分

野菜 小計

1.キャベツ

2.だいこん

3.はくさい

4.たまねぎ

5.にんじん

6.ばれいしょ

7.きゅうり

8.トマト

その他

果実 小計

1.みかん

2.りんご

3.梨

4.バナナ

5.柿

6.いちご

7.すいか

8.メロン

その他

資料：中濃公設地方卸売市場
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 15 − 2　　中濃公設地方卸売市場の品目別取扱数量（上位８品目）
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単位：校・級　各年5月1日現在

学　　　　　　　　級　　　　　　　　数

区　　分 学校数

平成 年

資料：学校基本調査

６　年 特　殊総　数 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年

16.　　教育・文化

 16 − 1　　小学校の学校数・学級数

単位：人　各年5月1日現在（本務者のみ）

教　　　　員　　　　数

平成 年

職　　　　員　　　　数

平成 年

資料：学校基本調査

事務職員 その他

主幹教諭教　頭 栄養教諭

区　　分
総　数 男 女

教　諭 養護教諭 講　師
区　　分 総　数

総　数 男 女 校　長

 16 − 2　　小学校の教職員数



単位：人　各年5月1日現在

総　　　　計 １　学　年 ２　学　年 ３　学　年

総数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成 年

４　学　年 ５　学　年 ６　学　年

計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成 年

資料：学校基本調査

区　　分

区　　分

 16 − 3　　小学校の児童数
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単位：校・級　各年5月1日現在

学　　　　　級　　　　　数

総 数 １年 ２年 ３年 特殊

平成 年

資料：学校基本調査

学校数区　分

 16 − 4　　中学校の学校数・学級数

単位：人　各年5月1日現在（本務者のみ）

教　　　　　員　　　　　数

総 数 男 女 校 長 教 頭 主幹教諭 教 諭 養護教諭 栄養教諭 講 師

平成 年

職　　　　　員　　　　　数

総 数 男 女 事務職員 その他

平成 年

資料：学校基本調査

区　分 総 数

区　分

 16 − 5　　中学校の教職員数
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単位：人　各年5月1日現在

卒業者 高等学校進学者 専修

区 　分 高等 特別支援学校 各種学校 就職者 無業者 不明

総　数 全日制 定時制 通信制 専門学校 高等部 進学者

平成 年 －

－

－

－

資料：学校基本調査

 16 − 7　　中学校卒業後の状況

単位：人　各年5月1日現在

総　　　計 １　学　年 ２　学　年 ３　学　年

総 数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成 年

資料：学校基本調査

区　分

 16 − 6　　中学校の生徒数
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単位：園・級・人　各年5月1日現在

教職員数 園　　　　　児　　　　　数

教　員 職　員 総　数 男 女 ３歳児 ４歳児 ５歳児

平成 年

資料：学校基本調査

園　数 学級数区　分

 16 − 8　　幼稚園の園数・学級数・教職員数・園児数

単位：人　平成27年5月1日現在

岐阜医療科学大学

専攻科 － －

中部学院大学 （４年制・大学院）

短期大学部

中日本航空専門学校

区 　分
教　員　数

総 数 教 授 准 教 授 講 師 助教助手

 16 − 9　　大学等の教員数・学生数

単位：人　平成27年5月1日現在

総　数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

岐阜医療科学大学

専攻科 － － － － － － － －

中部学院大学 （４年制）

短期大学部 － － － －

大学院（修士） － － － －

大学院（博士） － － －

中日本航空専門学校 － －

資料：各学校

１ 年 ２ 年 ３ 年区　 分
学　生　数

４ 年総  計



　（ 身　長 ）

　

区　　分 １　　年 ２　　年 ３　　年 ４　　年 ５　　年

男 女 男 女 男 女 男 女

平成 年

小　  　   　　　　学　　   　  　　　校
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単位：㎝　各年5月1日現在

　　      　中　　    学　  　 　校

５　　年 ６　　年 １　　年 ２　　年 ３　　年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

  （ 体　重 ）

　

区　　分 １　　年 ２　　年 ３　　年 ４　　年 ５　　年

男 女 男 女 男 女 男 女

平成 年

小　  　   　　　　学　　   　  　　　校

単位：㎏

　　      　中　　    学　  　 　校

５　　年 ６　　年 １　　年 ２　　年 ３　　年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

　（ 座　高 ）

　

区　　分 １　　年 ２　　年 ３　　年 ４　　年 ５　　年

男 女 男 女 男 女 男 女

平成 年

小　  　   　　　　学　　   　  　　　校

 16 − 10　　小・中学校児童・生徒の発育状況



単位：㎝　各年5月1日現在

　　      　中　　    学　  　 　校

５　　年 ６　　年 １　　年 ２　　年 ３　　年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
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単位：㎏

　　      　中　　    学　  　 　校

５　　年 ６　　年 １　　年 ２　　年 ３　　年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

単位：㎝

５　　年 ６　　年

男 女 男 女

資料：学校教育課



単位：人　各年5月1日現在

総　　　計 １学年 ２学年 ３学年

総数 男 女 男 女 男 女 男 女 普通 理数 商業 工業 家庭

平成 年

資料：各高等学校

区　分

課 程 別 生 徒 数

 16 − 12　　高等学校の生徒数（全日制）

単位：人・％　各年5月1日現在

総　　　数 進 学 者 就 職 者 左記以外の者

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

平成 年

資料：各高等学校

区 　分

 16 − 13　　高等学校卒業後の状況

− 115 −

単位：校・級・人　各年5月1日現在

教 職 教　　　　　員　　　　　数 職　　員　　数

員 数 総 数 男 女 校 長 副校長 教頭 教 諭 養護教諭
養護

助教諭 講 師 総 数 事務職員 その他

平成 年 －

－

－

－

－

（注）学校数に併置制を含む。 資料：各高等学校

区 　分 学校数

 16 − 11　　高等学校の学校数・学級数・教職員数（全日制）



単位：級・人　各年5月1日現在

生　　　　徒　　　　数 教　員　数

区　分 学級数 男　女　別 課 程 別 総数 男 女

総数 男 女 商業 工業

平成 年 － －

－ －

－

－

－

資料：関商工高等学校

単位：人　各年5月1日現在

産　　　業 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

総 数

農 業 、 林 業 － － －

漁 業 － － － － －

鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － －

建 設 業

製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・
熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業 － － － －

運 輸 業 、 郵 便 業

卸 売 業 、 小 売 業

金 融 業 、 保 険 業

不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 － － － －

学 術 研 究 、
専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業

－ －

宿 泊 業 、 飲 食 サ ー ビ ス 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 、
娯 楽 業

教 育 、 学 習 支 援 業 － － － －

医 療 、 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 業

サ ー ビ ス 業 －

公 務 －

そ の 他 － － － － －

資料：各高等学校

 16 − 14　　高等学校卒業後の産業別就職者数（就職進学者を含む）

− 116 −

16 − 15　　関商工高等学校定時制の学級数・生徒数・教職員数



平成27年3月31日現在

時　代 員数 所在地 所有者管理者 指定年月日

 有形文化財 （建造物） 日竜峯寺多宝塔　附棟札 鎌倉 1棟(3枚) 下之保 日竜峯寺 明34．3.27

（建造物） 新長谷寺本堂　附厨子 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 明42. 4. 5

（建造物） 新長谷寺　三重塔 室町 １基 長谷寺町 新長谷寺 明42. 4. 5

（建造物） 新長谷寺  客殿 江戸 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（建造物） 新長谷寺  釈迦堂 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（建造物） 新長谷寺  阿弥陀堂 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（建造物） 新長谷寺  薬師堂 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（建造物） 新長谷寺  鎮守堂 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（建造物） 新長谷寺  大師堂 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 昭28.11.14

（絵　画） 絹本着色仏涅槃図 平安 １幅 武芸川町谷口 汾陽寺 平28.3.11答申

（彫  刻） 木造十一面観世音菩薩立像 鎌倉 １躯 長谷寺町 新長谷寺 明34. 3.27

（彫  刻） 厨子入阿弥陀如来立像 鎌倉(厨子･平安) １躯 長谷寺町 新長谷寺 明34. 3.27

（彫  刻） 木造能狂言面　附木造古楽面 室町～江戸 53面・附8面 南春日町 春日神社 平22. 6.29

（彫  刻） 木造菩薩坐像 平安 ２躯 岐阜県博物館寄託 常楽寺 平22. 6.29

（工芸品） 能装束類 室町～江戸 南春日町 春日神社 昭31. 6.28

飛鳥～平安 池尻 関市 昭34. 3. 2

平 6.10.11

平19. 2. 6

平28. 3. 1

民俗文化財 （無　形） 長良川の鵜飼漁 岐阜市長良94
－10
関市池尻74

岐阜長良川鵜
飼保存会・小
瀬鵜飼保存会

平27. 3. 2

紋紗 虹ケ丘北 土屋順紀 平22. 9. 6

 有形文化財 （建造物） 長屋清左衛門住宅主屋 江戸 １棟 板取 長屋叡 平15. 1.31

（建造物） 長屋清左衛門住宅長屋門 江戸 １棟 板取 長屋叡 平15. 1.31

 有形文化財 （建造物） 日竜峯寺宝篋印塔 鎌倉 １基 下之保 日竜峯寺 昭58.10.21

（建造物） 日竜峯寺本堂・宮殿・籠堂 室町～江戸 下之保 日竜峯寺 平10. 7. 3

附宮殿棟札

（書　跡） 円空自筆和歌集　附・神符三十枚 江戸 2帖･30枚 洞戸高賀 高賀神社 昭34.11.16

（彫  刻） 木造円空作仏像群狛犬 江戸 17躯･3対 洞戸高賀 高賀神社 昭42. 2.14

（彫  刻） 木造円空作仏像 江戸 ２躯 関市円空館寄託 神明神社 昭55. 7.22

（彫  刻） 木造金剛力士立像 鎌倉 ２躯 長谷寺町 新長谷寺 平28. 2.23

（工芸品） 錫杖 鎌倉 １個 洞戸高賀 高賀神社 昭34.11.16

（工芸品） 高賀信仰資料 平安～鎌倉 ７件 洞戸高賀 高賀神社 昭41.12.13

（工芸品） 鰐口(永禄銘) 室町 １口 上之保 八幡神社 昭48. 3.16

（工芸品） 梵鐘 室町(嘉靖) １口 西日吉町 宗休寺 昭51. 3.19

（工芸品） 太刀銘・守次 鎌倉 １口 貴船町 貴船神社 昭52. 3.11

（工芸品） 刀銘・兼常 桃山 １口 南春日町 春日神社 昭55. 1.18

（工芸品） 刀銘・清宣 江戸 １口 南春日町 春日神社 昭55. 1.18

（考古資料） 八幡宮下馬標 江戸 １基 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭36. 3. 6

（考古資料） 銅鐸 弥生 １口 小屋名1989 岐阜県博物館 昭62. 8.11

（典  籍） 正法眼蔵第十六 鎌倉 １冊 小屋名1989 岐阜県博物館 昭45. 1.20

円空入定塚 江戸 池尻 弥勒寺 昭48.11.14

民俗文化財 （有　形） 関祭山車 江戸 １輌 南春日町 常盤町自治会 昭55.11.11

江戸 １輌 伊勢町 本町三丁目自治会 昭55.11.11

民俗文化財 （無　形） どうじゃこう 江戸 南春日町 春日神社文化
財保護委員会

平22.12. 3

美濃伝日本刀鍛錬技法 美濃伝日本刀鍛
錬技法保持者会
（後藤良三)

平 9. 7.29

武芸八幡神社のスギ １樹 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭36. 3. 6

八幡神社社叢 １カ所 上之保 八幡神社 昭48. 3.18

名無木 １樹 東本郷 関市 昭50.12.10

 天　然　記　念　物

 天　然　記　念　物

名　　　称

１．国指定（18件）

２．県指定（24件）

弥勒寺官衙遺跡群（弥勒寺官
衙遺跡、弥勒寺跡、丸山古窯
跡、池尻大塚古墳）

 無  形  文  化  財

 無　形　文　化　財

 天　然　記　念　物

種　　　類

１－２国登録（2件）

 史   　　　     跡

 史   　         跡
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時　代 員数 所在地 所有者管理者 指定年月日名　　　称種　　　類

３．市指定 （166件）

 有形文化財 （考古資料） 独鈷石・有縁型石皿・すり石 縄文 ３点 武儀学習センター 関市 昭34. 9. 1

（考古資料） 陽徳寺裏山第1号墳出土品 古墳 182点 千疋 陽徳寺 昭51. 5.22

（考古資料） 陽徳寺裏山第1号墳出土品 古墳 21点 桜本町2丁目 関市教育委員会 昭51. 5.22

（考古資料） 陽徳寺裏山第4号墳出土品 古墳 51点 桜本町2丁目 関市教育委員会 昭51. 5.22

（考古資料） 陽徳寺裏山第5号墳出土品 古墳 20点 桜本町2丁目 関市教育委員会 昭51. 5.22

（考古資料） 弥勒寺遺跡群出土木簡 奈良 １点 武芸川町八幡 関市教育委員会 平22. 6.10

（建造物） 仁王門 江戸 １棟 長谷寺町 新長谷寺 平元. 7. 5

（建造物） 鐘楼 江戸 １棟 長谷寺町 新長谷寺 平元. 7. 5

（建造物） 経蔵（輪蔵） 室町 １棟 長谷寺町 新長谷寺 平 4.10. 1

（建造物） 能舞台 江戸 １棟 南春日町 春日神社 昭43. 4.13

（建造物） 宗休寺大仏殿 江戸 １棟 西日吉町 宗休寺 昭50. 5.16

（建造物） 宗休寺本堂 江戸 １棟 西日吉町 宗休寺 昭50. 5.16

（建造物） 常光寺観音堂（附厨子） 江戸 1棟(3具) 一ツ山町 常光寺 昭59. 8.18

（建造物） 武芸八幡宮鐘楼 １棟 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（建造物） 薬師堂の石幢 延宝８年 １基 上之保 船山自治会 昭61. 9.25

（建造物） 白山神社の石鳥居 享保元年 １基 上之保 船山自治会 昭61. 9.25

（建造物） 燈籠 江戸 対１基 上之保 八幡神社 昭61. 9.25

（建造物） 鳥屋市不動堂 江戸 １棟 上之保 鳥屋市自治会 昭63．9.20

（建造物） 不動堂の石幢 江戸 １基 上之保 鳥屋市自治会 昭61. 9.25

（建造物） 冨士神社の石鳥居 元禄12年 １基 上之保 冨士神社 昭61. 9.25

（建造物） 鳥居 寛文10年 １基 上之保 天王神社 昭47．3.21

（建造物） 半僧坊・天井絵 上之保 明光寺 平 4.11.15

（建造物） 武芸八幡宮本殿　蟇股 永和４年 ３点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 平13.11.30

（建造物） 鵜匠の家屋 江戸～大正 １棟 小瀬 鵜の家足立 平18. 6. 6

 (彫　刻） 武芸八幡宮旧本地仏（阿弥陀如来立像） 鎌倉 １躯 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

 (彫　刻） 宝物高麗犬 観応２年 １対 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

 (彫　刻） 宝物獅子頭 観応２年 １躯 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

 (彫　刻） 随神 室町 ２躯 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 17躯 神野（藤谷） 藤谷自治会 昭43. 4.13

 (彫　刻） 伝・豆木地蔵 鎌倉 １躯 伊勢町 法然寺 昭44. 3. 8

 (彫　刻） 地蔵菩薩座像 平安 １躯 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

 (彫　刻） 十一面観世音菩薩立像 平安 １躯 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ４躯 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

 (彫　刻） 聖観世音菩薩座像 平安 １躯 一ツ山町 常光寺 昭44. 3. 8

 (彫　刻） 十一面観世音菩薩立像 平安 １躯 神野 (坊地) 霊松寺 昭45.10.21

 (彫　刻） 阿弥陀如来立像 鎌倉 １躯 神野 (坊地) 霊松寺 昭45.10.21

 (彫　刻） 聖観世音菩薩立像 平安 １躯 肥田瀬 暁堂寺 昭45.10.21

 (彫　刻） 十一面観世音菩薩立像 平安 １躯 広見 広見区 昭56. 9.16

 (彫　刻） 十一面観世音菩薩立像 平安 １躯 上白金 白山神社 昭56. 9.16

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 １躯 天徳町 天徳寺 平元. 7. 5

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ２躯 広見 松見寺 平元. 7. 5

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ３躯 小野 宝泉寺 昭52.12. 1

 (彫　刻） 大日如来 室町 １躯 下之保 日竜峯寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 阿弥陀如来坐像 平安 １躯 下之保 町自治会 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　白山権現神像 江戸 １躯 下之保 福田寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　善財童子菩薩 江戸 １躯 下之保 殿村自治会 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　薬師如来立像 江戸 １躯 下之保 古布自治会 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 不動明王 室町 １躯 下之保 日竜峯寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 千手観音菩薩 室町 １躯 下之保 日竜峯寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 毘沙門天(多門天） 室町 １躯 下之保 日竜峯寺 昭57. 6. 1
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 (彫　刻） 勢至菩薩立像 平安 １躯 富之保 満願寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　観音菩薩坐像 江戸 ２躯 富之保 満願寺 昭57. 6. 1

            阿弥陀如来坐像

 (彫　刻） 阿弥陀如来坐像 鎌倉 １躯 富之保 満願寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 観音菩薩立像 平安 １躯 富之保 満願寺 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　阿弥陀如来坐像 江戸 ３躯 富之保 雁曽礼白山神社 昭57. 6. 1

　　　　　　十一面観音坐像

　　　　　　聖観音坐像

 (彫　刻） 円空作仏像　聖観音立像 江戸 １躯 富之保 雁曽礼堂谷内班 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　狛犬 江戸 １対 富之保 水成南宮神社 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　薬師如来立像 江戸 １躯 富之保 粟野自治会 昭57. 6. 1

 (彫　刻） 円空作仏像　十一面観音立像 江戸 ２躯 中之保 多々羅自治会 昭57. 6. 1

　　　　　　善財童子立像

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 23躯 上之保 鳥屋市自治会 昭47. 3.21

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 鳥屋市自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 鳥屋市自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 鳥屋市自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ２躯 上之保 白山神社 昭47. 3.21

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 10躯 上之保 冨士神社 昭47. 3.21

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 １躯 上之保 上谷内組 昭47. 3.21

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ３躯 上之保 南陽寺 昭47. 3.21

 (彫　刻） 木造菩薩立像（普賢） 平安 １躯 上之保 南陽寺 昭47. 3.21

 (彫　刻） 薬師如来像 江戸 １躯 上之保 明光寺 昭47. 3.21

 (彫　刻） 地蔵菩薩像 寛文10年 １躯 上之保 明光寺 昭47. 3.21

 (彫　刻） 釈迦如来像 室町 １躯 上之保 明光寺 昭47. 3.21

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 ４躯 上之保 明光寺 昭63. 9.20

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 行合戸丁組 昭61. 9.25

 (彫　刻） 五輪塔 江戸 １基 上之保 行合自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 １躯 上之保 行合自治会 昭63. 9.20

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 行合自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 明ヶ島自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 川合下自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 古場の三十三観音 江戸 １基 上之保 川合中自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 三十三観音 江戸 １基 上之保 和田野自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 先谷高下山の行者 天保10年 １基 上之保 先谷自治会 昭61. 9.25

 (彫　刻） 円空作仏像 江戸 １躯 関市円空館 関市 昭63. 9.20

 (彫　刻） 木造十一面観世音菩薩立像 平安 １躯 板取 白谷自治会 平20.12.10

 (彫　刻） 水造阿弥陀如来坐像 平安～鎌倉 １躯 広見 広見区 平26. 3.31

 (彫　刻） 木造釈迦如来坐像 南北朝 １躯 岐阜県博物館寄託 臨川寺 平26. 3.31

（工芸品） 刀剣類 (銘､兼友･家久･照門･
国常･兼門･兼吉)

南北朝以降 ６振 南春日町 春日神社 昭45.10.21

（工芸品） 紺糸縅二枚胴具足 江戸 １具 迫間 大雲寺 昭45.10.21

（工芸品） 鎗 鎌倉 １口 西日吉町 千手院 昭50. 5.16

（工芸品） 脇差 江戸 １振 貴船町 貴船神社 昭50. 5.16

（工芸品） 半鐘 江戸 １口 西日吉町 宗休寺 昭50. 5.16

（工芸品） 刀剣（銘・兼元） 室町 １振 若草通3-1 関市 昭61. 2. 6

（工芸品） 石造灯籠 江戸 ２基 貴船町 貴船神社 平 4.10. 1

（工芸品） 刀剣 伝金重 南北朝 １振 若草通3-1 関市 平 7.12. 8

（工芸品） 刀（兼元作他2口） ３振 南春日町 関市 平18. 8.28

（工芸品） 鰐口 室町 １口 武儀学習センター 関市 昭57. 6. 1
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（工芸品） 弥陀三尊 １躯 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御正躰 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 和鏡 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 和鏡 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 和鏡 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 和鏡 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 和鏡 ２面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御正躰 １面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御正躰 13面 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御輿飾（花蔓） ８点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御輿飾（唐旛） 天正９年 ４点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御輿飾（孔雀） 天正９年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 御輿飾（正面飾） 天正９年 ５点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（工芸品） 青茶碗 鎌倉 ４点 武芸川町谷口 汾陽寺 昭41. 6.25

（工芸品） 水呑 鎌倉 ２点 武芸川町谷口 汾陽寺 昭41. 6.25

（工芸品） 青香炉 鎌倉 ２点 武芸川町谷口 汾陽寺 昭41. 6.25

（工芸品） 香箱 鎌倉 ２点 武芸川町谷口 汾陽寺 昭41. 6.25

（工芸品） 鰐口（銅製） １口 上之保 明光寺 平 4.11.15

（工芸品） 鰐口 １口 上之保 鳥屋市自治会 昭47．3.21

（工芸品） 狛犬(瀬戸焼) 元禄８年 １対 上之保 鳥屋市自治会 昭47．3.21

（工芸品） 太刀（銘：助貞作上）変り塗魚
子地　葵家紋唐草図金具衛府太
刀拵

鎌倉 １振 富之保 水無神社 平26. 3.31

（絵  画） 白山蔓荼羅像 室町 １幅 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

（絵  画） 五大尊 室町 １幅 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

（絵  画） 惟然自画自賛像 江戸 １幅 西日吉町 香積寺 昭59. 8.18

（絵  画） 絹本著色虚堂和尚頂相画 江戸 １幅 梅竜寺町 梅竜寺 平 6. 2.25

（絵  画） 仏画（十六善神） 鎌倉 １幅 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（絵  画） 仏画（涅槃像） 鎌倉 １幅 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（絵  画） 仏画（弘法大師） 鎌倉 １幅 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（絵  画） 仏画（涅槃像） 江戸 １幅 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（絵  画） 弾誓上人の三幅対 ３幅 下之保 阿弥陀寺 平 2. 7.13

（古文書） 安堵・寄進状 江戸 11点 貴船町 貴船神社 平 4.10. 1

（古文書） 喜田吉右衛門書 江戸 １点 貴船町 貴船神社 平 4.10. 1

（古文書） 柴山伊兵衛書 江戸 １点 貴船町 貴船神社 平 4.10. 1

（古文書） 紙書禁制　藤原基就・藤原利茂書 大永２年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　藤原基就書 大永５年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　藤原利隆書 永正５年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　森三左衛門・坂井右近書 室町 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 書　簡　二位法印書 安土･桃山 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　野田斧吉書 天保３年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 文書　各務精左衛門・細野主計書 天正10年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　織田信長書 永禄10年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　織田信忠書 天正４年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（古文書） 紙書禁制　織田信孝書 天正10年 １点 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭35.12. 1

（書  跡） 顕如上人石山合戦書状 安土･桃山 １幅 平和通1丁目 明淳寺 昭59. 8.18

 (典  籍） 大般若波羅蜜多経 室町 175巻 下有知 神光寺 昭44. 3. 8

（歴史資料） 芝居の幕 元禄11年 １張 上之保 冨士神社 昭47. 3.21
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時　代 員数 所在地 所有者管理者 指定年月日名　　　称種　　　類

弁慶庵 江戸 西日吉町 関市 昭43. 4.13

小瀬方墳 古墳 １基 山王通西 関市 昭43. 4.13

竹腰正武侯本廟 江戸 １基 志津野 正武寺 昭61. 2. 6

塚原遺跡 縄文･古墳 千疋 関市・中村長 平 2.10.12

石河家菩提所 室町 101基 植野 蓮華寺 平 7. 5.18

砂行1号古墳 古墳 １基 のぞみケ丘 関市 平24. 5.17

民俗文化財 （有　形） 春日神社輿 江戸 １台 南春日町 春日町1丁目 昭51.11.22

（有　形） 小瀬の鵜飼用具 １式 池尻小瀬・
武芸川町

鵜匠の家岩佐・
鵜匠の家足立・
関市教育委員会

平26. 3.31

（無  形） 十六拍子 武芸川町宇多院 一色十六拍子保存会 昭48. 4. 1

（無  形） 武芸八幡宮祭礼神楽拍子 武芸川町八幡 武芸八幡宮 昭48. 4. 1

（無  形） 武儀町神楽 神楽保存会 昭59. 8.15

（無  形） 倉知祭 江戸 倉知 倉知祭保存会 昭61. 2. 6

 (無　形） 獅子舞 江戸 桜本町2丁目 関市獅子舞保存会 昭45.10.21

 (無　形） 鵜飼用具作製に関わる竹細工技術 相生町 石原文雄 平22. 6.10

 (無　形） 浦嶋山車囃子 常盤町 浦嶋山車保存会 平23. 3.29

美濃伝(関伝)日本刀鍛錬技法 桜本町2丁目 関刀匠保存会 昭51.11.22

日本刀 武芸川町八幡 保持者：尾川光敏 平27. 9.25

刀剣柄巻 旭ヶ丘 保持者：遠山康男 平27. 9.25

永昌寺のイチョウ 中世 １樹 小瀬 永昌寺 昭56. 9.16

日竜峯寺の千本檜 １樹 下之保 日竜峯寺 昭59. 8.15

正武寺のサザンカ 江戸 ２樹 志津野 正武寺 昭61. 2. 6

カゴの木 江戸 １樹 側島 側島 八幡神社 昭61. 2. 6

百日紅 １樹 上之保 鳥屋市自治会 昭61. 9.25

樫の木 １樹 上之保 行合自治会 昭61. 9.25

松見寺の大杉 鎌倉 １樹 広見 松見寺 平 7. 5.18

夫婦杉 １樹 武芸川町跡部 大跡部神社 平 8. 8. 8

多羅葉 １樹 武芸川町小知野 金峰神社 平 8. 8. 8

下迫間のシデコブシ自生地 1カ所 迫間 ㈱マツバラ 平24. 5.17

資料：文化課

 無  形  文  化  財

 史   　　　     跡

 史   　　　     跡

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 無  形  文  化  財

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 天  然  記  念  物

 史   　　　     跡

 史   　　　     跡

 史   　　　     跡

 史   　　　     跡

 無  形  文  化  財
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平成 年 月 日現在

施 設 名 所在地 利 用 種 目 管 理 者 電話 面積 ㎡ 開設年月

中 池 陸 上 競 技 場

ｸﾞﾘｰﾝ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ中池

市 民 球 場

多 目 的 広 場

中池公園ｱｰﾁｪﾘｰ場

関 市 民 弓 道 場

関 国 際 射 撃 場

百年公園ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ

学 校 開 放 校

洞 戸 運 動 公 園

板 取 運 動 公 園

武芸川スポーツ公園

グラウンド

鮎 の 瀬

稲 口

本 郷

松 原

下 有 知

十 六 所

片 倉

肥 田 瀬

肥田瀬第２

中 池 東

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

本 郷 町

池 尻

百年公園内

洞 戸

板 取

武芸川町高野

小 瀬

神明町４丁目

西本郷通５丁目

稲 口

下 有 知

十 六 所

片 倉 町

肥 田 瀬

肥 田 瀬

塔 ノ 洞

陸上

（サッカー・ラグビー１面）

サッカー・ラグビー１面

野球１面

多目的広場

射距離 ﾚｰﾝ、 ﾚｰﾝ

射的 ５人（近的用）

クレー射撃（スキート・トラップ）

１コース

２９校

陸上 ｍ サッカー１面 、

ﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ９

野球２面 サッカー１面

ﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ 、ﾌｯﾄｻﾙ１面

野球２面、ソフト３面

野球１面、サッカー１面、

ラグビー１面

ソフト１面

ソフト２面

（野球１面）サッカー１面

野球２面（ソフト２面）

サッカー１面（ソフト１面）

野球１面（ソフト１面）

サッカー１面

野球・ソフト・一般１面

（学童２面）

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

カネマツスポーツ

関市弓道協会

関射撃クラブ

岐阜県百年公園事務所

スポーツ推進課・各学校

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

．

Ｈ
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施 設 名 所 在 地 利 用 種 目 管 理 者 電話 面積 ㎡ 開設年月

グラウンド

保 戸 島

植 野

広 見

小 屋 名

下 白 金

池 尻

田 原

千 疋

武芸川南ふれあいの広場

武 芸 川 西

富 之 保

中 之 保

下 之 保

上之保ふるさと広場

上之保鳥屋市山村広場

上之保船山山村広場

上之保明ケ島運動公園

テニスコート

中 池

本 郷

洞 戸

板 取

武 芸 川

中 之 保

戸 田

植 野

広 見

小 屋 名

下 白 金

池 尻

大 杉

千 疋

武芸川町跡部

武芸川町谷口

富 之 保

中 之 保

下 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

塔 ノ 洞

本 郷 町

洞 戸

板 取

武芸川町小知野

中 之 保

野球１面

野球１面

野球１面（ソフト２面）

野球１面（ソフト２面）

野球１面

野球１面（ソフト２面）

野球１面

野球１面（ソフト２面）

少年野球２面（少年サッカー１面）

野球１面 サッカー１面

野球１面

野球１面（サッカー１面）

ソフトボール 面（サッカー１面）

野球２面 サッカー１面

ソフトボール１面

ソフトボール 面、ゲートボール 面

ソフトボール 面、ゲートボール 面

１０面（スタンド付）

３面

４面

２面

２面

２面

保戸島地区

植野地区

広見地区

小屋名地区

下白金地区

池尻地区

田原地区

千疋地区

武芸川地域教育事務所

武芸川まちづくり委員会

武儀地域教育事務所

武儀地域教育事務所

武儀地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

武儀地域教育事務所

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

施 設 名 所 在 地 利 用 種 目 管 理 者 電話 面積 ㎡ 開設年月

グラウンド

保 戸 島

植 野

広 見

小 屋 名

下 白 金

池 尻

田 原

千 疋

武芸川南ふれあいの広場

武 芸 川 西

富 之 保

中 之 保

下 之 保

上之保ふるさと広場

上之保鳥屋市山村広場

上之保船山山村広場

上之保明ケ島運動公園

テニスコート

中 池

本 郷

洞 戸

板 取

武 芸 川

中 之 保

戸 田

植 野

広 見

小 屋 名

下 白 金

池 尻

大 杉

千 疋

武芸川町跡部

武芸川町谷口

富 之 保

中 之 保

下 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

塔 ノ 洞

本 郷 町

洞 戸

板 取

武芸川町小知野

中 之 保

野球１面

野球１面

野球１面（ソフト２面）

野球１面（ソフト２面）

野球１面

野球１面（ソフト２面）

野球１面

野球１面（ソフト２面）

少年野球２面（少年サッカー１面）

野球１面 サッカー１面

野球１面

野球１面（サッカー１面）

ソフトボール 面（サッカー１面）

野球２面 サッカー１面

ソフトボール１面

ソフトボール 面、ゲートボール 面

ソフトボール 面、ゲートボール 面

１０面（スタンド付）

３面

４面

２面

２面

２面

保戸島地区

植野地区

広見地区

小屋名地区

下白金地区

池尻地区

田原地区

千疋地区

武芸川地域教育事務所

武芸川まちづくり委員会

武儀地域教育事務所

武儀地域教育事務所

武儀地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

武儀地域教育事務所

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．



施 設 名 所在地 利 用 種 目 管 理 者 電話 面積 ㎡ 開設年月

プール

中 池 市 民 プ ー ル

関連施設

陸上競技場管理棟

中 池 体 育 館

中 池 自 然 の 家

野 外 ス テ ー ジ

関市千疋体育館

・ コース

洞戸テニスコート管理棟

板 取 体 育 館

板取白谷体育館

板取門出体育館

武 芸 川 体 育 館

上 之 保 体 育 館

上 之 保 東 体 育 館

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

千 疋

板 取

洞 戸

板 取

板 取

板 取

武芸川町小知野

上 之 保

上 之 保

ｍ９コース、幼児用

会議室

ﾊﾞﾚｰ２面（ﾃﾆｽ１面、卓球、

ﾊﾞｽｹｯﾄ１面）

宿泊定員 人

放送室・管理室・楽屋

ﾊﾞﾚｰ１面（ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ３面、

卓球）

ｍコース

会議室

ﾊﾞﾚｰ２面（ﾊﾞｽｹｯﾄ２面）

バレー１面

バレー１面

ﾊﾞﾚｰ２面（ﾊﾞｽｹｯﾄ２面）、

柔道１面、剣道１面

バレー１面

バレー１面

中池公園事務所

中池公園事務所

中池公園事務所

中池自然の家

中池公園事務所

西部ふれあいのまちづくり推進

委員会

板取地域教育事務所

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所
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施 設 名 所在地 利 用 種 目 管 理 者 電話 面積 ㎡ 開設年月

夜間照明

中池陸上競技場

中池テニスコート

下 有 知 中 学 校

関 市 農 村 広 場

洞 戸 運 動 公 園

板 取 運 動 公 園

武芸川西ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

富之保グラウンド

中之保グラウンド

下之保グラウンド

上之保ふるさと広場

上之保鳥屋市山村広場

上之保船山山村広場

上之保明ケ島運動公園

洞戸テニスコート

板取テニスコート

武芸川テニスコート

中之保テニスコート

塔 ノ 洞

塔 ノ 洞

下 有 知

西 神 野

洞 戸

板 取

武芸川町谷口

富 之 保

中 之 保

下 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

上 之 保

洞 戸

板 取

武芸川町小知野

中 之 保

サッカー、ラグビー１面

テニス５面

野球・ソフト１面

野球・ソフト１面

陸上 （サッカー１面）

野球１面 サッカー１面

野球１面

野球１面

野球１面（サッカー１面）

ソフト１面（サッカー１面）

野球１面（サッカー 面）

ソフト１面

ゲートボール４面

ゲートボール４面

テニス２面

テニス２面

テニス２面

テニス２面

中池公園事務所

中池公園事務所

下有知ふれあいセンター

富野ふれあいセンター

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

ＮＰＯ法人日本平成村

ＮＰＯ法人日本平成村

ＮＰＯ法人日本平成村

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

上之保地域教育事務所

法人ｷｳｲｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

板取ふれあいのまちづくり推進委

員会

武芸川まちづくり委員会

ＮＰＯ法人日本平成村

元

．

．

．

．

．

．

．

．

．

資料：中池公園事務所

スポーツ推進課
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平成 年 月 日現在

施 設 名 施 設 内 容 管理者 電話 面積 ㎡

・学習情報館

図 書 館

中 央 公 民 館

まなびセンター

そ の 他

・総合福祉会館

障害者福祉センター

児童･母子福祉ｾﾝﾀｰ

リハビリセンター

能力活用センター

交 流 セ ン タ ー

老人福祉センター

そ の 他

・総合体育館

メインアリーナ

サ ブ ア リ ー ナ

武 道 場

室 内 プ ー ル

そ の 他

一般・児童書コーナー、せき・わかくさ文庫、

ＡＶコーナー、おはなしコーナー、和室、研究室

古文書・重要資料保存書庫、閉架書庫等

多目的ホール、創作実習室、料理実習室、音楽室

視聴覚研修室、ギャラリー、和室、研修室

コスモホール（プラネタリウム）パソコン研修室、

教材開発室、文献資料室、屋上天体観測広場、教

育相談室等

特別陳列室、収蔵庫、エントランスホール、カフ

ェ「ほんわか」、事務室等

生活訓練室、福祉ボランティア活動室、相談室等

わかくさ児童センター、託児ルーム「あゆっこ」、

家庭児童相談室、研修室等

リハビリ室、健康指導室

創作活動室、軽スポーツ室

会議室、和室等

わかくさの湯（一般用・車椅子利用者用）､娯楽

室、談話室、保養コーナー、会議室、相談室等

市民相談室、福祉作業室、事務室、障害者用地下

駐車場等、生活支援相談室

相談室（在宅介護）、福祉ボランティア研修室、

介護用品展示コーナー等、わかくさ介護ステーシ

ョン等

競技場（バスケット 面、バレー 面）､室内ラン

ニングコース等

＊２階固定席、１階ロールバック席

競技場（バスケット 面、バレー 面）＊幼児体育

室併設

柔道・剣道・空手等（２面）

一般用（ ･ ｺｰｽ）、児童・幼児用、ジャグジー

歩行用等 ＊トレーニング室併用

会議室、和室、医務室、事務室等

図 書 館

生涯学習課

中央公民館

まなびｾﾝﾀｰ

文 化 課

生涯学習課

福祉政策課

子ど も 家庭課

保 健 ｾﾝﾀｰ

高齢福祉課

福祉政策課

高齢福祉課

福祉政策課

社会福祉協議会

ｽﾎﾟｰﾂ推進課

ｽﾎﾟｰﾂ推進課

ｽﾎﾟｰﾂ推進課

ｽﾎﾟｰﾂ推進課

ｽﾎﾟｰﾂ推進課

資料：生涯学習課

 16 − 18　　わかくさ・プラザ施設一覧
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単位：件・人

　区 分 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

件　　数

人　　員

件　　数

人　　員

件　　数

人　　員

件　　数 　　　 　…　    　　　 　…　    　　　 　…　    　　　 　…　    　　　 　…　    

人　　員

件　　数

人　　員

資料： 文 化 会 館

中池公園事務所

中 池 体 育 館

文 化 会 館

市 民 球 場

市 民 プ ー ル

中 池 自 然 の 家

 16 − 19　　各種施設の利用状況
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学習情報館 単位：件・人・冊

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

件　　数

人　　数

件　　数

人　　数

件　　数

人　　数

入館者数

図書利用者数

貸出冊数

蔵書冊数

ふれあい文庫
他利用冊数

件　　数

人　　数

件　　数

人　　数

件　　数

人　　数

資料：生涯学習課

区　　　　分

文 献
資 料 室

　
ま
な
び
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

 総　　数

多 目 的
ホ ー ル

そ の 他
会 議 室

コ ス モ
ホ ー ル

パ ソ コ ン
研 修 室

図　書　館

 16 − 20　　わかくさ・プラザ施設利用状況



総合体育館 単位：件・人

平成２３年度

　 件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数

人　数

件　数 － － － － －

人　数

件　数 － － － － －

人　数

資料：生涯学習課

平成２７年度平成２５年度 平成２６年度

武 道 場

サ ブ ア リ ー ナ

区　　　　分

メイ ンアリ ーナ

総 数

会 議 室

平成２４年度

和 室

和 室

温 水 プ ー ル

ト レ ー ニ ン グ
ル ー ム

会 議 室
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総合福祉会館 単位：件・人

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

　 件数

人数

老人福祉センター 件数 － － － － －

(わかくさの湯等) 人数

件数 － － － － －

人数

件数 － － － － －

人数

件数

人数 － － － － －

件数

人数

件数

人数

件数

人数

件数 － － － －

人数 － － － －

資料：生涯学習課

サ ー ク ル 活 動

相 談 等

区　　　　分

会 議 室 等

※平成27年度より「サークル活動」「会議室」「研修等」を
「会議室等」として集計

平成２７年度平成２６年度

児 童 セ ン タ ー

総 数

研 修 等

そ の 他

リ ハ ビ リ
セ ン タ ー



単位：千円・％

歳　　　　　　　　　　入

計 一般会計 対前年
増加率

特別会計 対前年
増加率

平成 年度 △ 8.2

△ 2.8

△ 0.7

歳　　　　　　　　　　出

計 一般会計 対前年
増加率

特別会計 対前年
増加率

平成 年度 △ 8.0

△ 0.9 △ 0.2

△ 0.9

資料：財政課

区　  分

区　  分
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単位：人　各年4月1日現在

職　員 職　員 市長事 議　会 選挙管理 監　査 公　平 教育委員会 農　業 企業

区　　分 委員会 委員会 委員会 委員会

定　数 総　数 務部局 事務局 事務局 事務局 事務局 事務局 職員

平成 年

資料：職員課

学　校教　育

単位：回・日・件

招　集　回　数 本会議の 提 出 議 案 件 数

定　例 臨　時 会議日数 総　数 市長提出 議員提出

平成 年

　－

資料：議会事務局

区　　分
請願
件数

全員協議
会の回数

陳情
件数

17.　　行 財 政

 17 − 1　　市職員数

 17 − 2　　市議会審議状況

 17 − 3　　一般・特別会計の収支決算状況



　（　歳　　入　） 単位：千円・％

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

総 額

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割
交 付 金

地方消費税交付金

ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金

自 動 車 取 得 税
交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別
交 付 金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

平成26年度平成22年度
区　　　　分

平成25年度平成24年度平成23年度
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 17 − 4　　一般会計決算状況（目的別）
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　（　歳　　出　） 単位：千円・％

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

総 額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

資料：財政課

平成26年度平成22年度
区　　　　分

平成25年度平成24年度平成23年度
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 17 − 5　　一般会計決算状況（性質別）

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

－ － － －

維 持 補 修 費

補 助 費 等

積 立 金

単 独

補 助

貸 付 金

繰 出 金

普通建設事業費

災害復旧事業費

公 債 費

単 独

人 件 費

受 託 事 業 等

県 営 事 業 等

扶 助 費

補 助

投資及び出資金

物 件 費

総 額

平成２０年度 平成２２年度

区　　　　分

平成２１年度
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単位：千円・％

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

資料：財政課

平成２３年度 平成２６年度平成２５年度平成２４年度



単位：千円・％

決算額 増加率 決算額 増加率 決算額 増加率 決算額 増加率 決算額 増加率

総 額 △ 8.0 △ 0.2

国 民 健 康 保 険

下 水 道 △ 28.9 △ 20.1 △ 14.2

財 産 区 △ 13.1 △ 53.6

中 小 企 業 従 業 員
退 職 金 共 済 事 業

△ 49.1 △ 27.5

食肉センター事業 △ 0.5 △ 6.4

老 人 保 健 △ 94.1 － 皆減 － － － － － －

農 業 集 落
排 水 事 業

△ 15.4 △ 1.3 △ 1.3 △ 0.5

公 設 地 方 卸 売
市 場 事 業

△ 10.5 △ 4.6 △ 1.7

介 護 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業 △ 0.4 △ 5.9

有 線 放 送 事 業 △ 4.3 △ 7.3

土 地 取 得 事 業 － － － － － － － － － －

後 期 高 齢 者 医 療 △ 46.7

資料：財政課

平成２６年度平成２５年度

区　　　　分

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度
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 17 − 6　　特別会計決算の状況（歳出）



単位：千円

損　　益　　勘　　定 資　　本　　勘　　定

予　算　額 決　算　額 予　算　額 決　算　額

平成 年度 収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

　 支　出

収　入

支　出

資料：水道課

区　　分 収　支
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 17 − 7　　水道企業会計収支状況の推移



単位：千円・％

収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比

総 額

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

特 別 土 地
保 有 税

－ － － － － － － － － －

都 市 計 画 税

入 湯 税

鉱 産 税 － － － － － － － － － －

資料：財政課

平成２６年度平成２５年度
区　　　　分

平成２３年度平成２２年度 平成２４年度
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一　　般　　会　　計 市　　税　　負　　担

決算額(歳出) 一世帯当たり 一人当たり 収 入 額 一世帯当たり 一人当たり

千円 円 円 千円 円 円

平成 年度

（注）世帯数及び人口は、各年度末現在の世帯数・人口（外国人登録世帯数・ 資料：財政課

　　　人口を含む）による。

区　　分

 17 − 8　　市税収入の状況（一般会計）

 17 − 9　　市税負担の状況



単位：人・件　各年4月1日現在

市　　　民　　　税 特　　別

個　　　　　人 法　人 固定資産税 軽自動車税 土地保有税 都市計画税

普　徴 特　徴

平成 年

資料：税務課

区　　分
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単位：千円

区　　分 基準財政需要額 基準財政収入額 財政力指数

平成 年度

資料：財政課

 17 − 10　　納税義務者数

 17 − 11　　財政力指数の推移



単位：人・％

区　　　分 執　行　年　月　日 当日の有権者数
(選挙人名簿登録者数)

投票者数 投 票 率 備　考

平成 年 月 日

市 長 選 挙 平成 年 月 日 － － 無投票

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日 － － 無投票

市 議 会 議 員 選 挙 平成 年 月 日

平成 年 月 日

（市議会議員増員選挙） 平成 年 月 日

市議会議員選挙（関選挙区） 平成 年 月 日

（洞戸選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

　　　　　　　（板取選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

　　　　　　　（武芸川選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

　　　　　　　（武儀選挙区） 平成 年 月 日

　　　　　　　（上之保選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

市議会議員選挙（関選挙区） 平成 年 月 日

（洞戸選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

　　　　　　　（板取選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

　　　　　　　（武芸川選挙区） 平成 年 月 日

　　　　　　　（武儀選挙区） 平成 年 月 日

　　　　　　　（上之保選挙区） 平成 年 月 日 － － 無投票

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日 － － 無投票

平成 年 月 日 － － 無投票

平成 年 月 日

県 議 会 議 員 補 欠 選 挙
美 濃 市 選 挙 区 ）

平成 年 月 日 － － 無投票

（ 関市選挙区 ） 平成 年 月 日 － － 無投票

平成 年 月 日

衆 議 院 議 員 選 挙 平成 年 月 日

（ 小選挙区 ） 平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

参 議 院 議 員 選 挙 平成 年 月 日

（ 選挙区 ） 平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

資料：選挙管理委員会

知 事 選 挙

県 議 会 議 員 選 挙
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 17 − 12　　各種選挙の投票状況



単位：人　平成27年9月1日現在
平成27年9月2日登録

投票区名 総　数 男 女 投票区名 総　数 男 女

若 草 田 原

安 桜 東 下 有 知 北

安 桜 西 下 有 知 南

福 野 富 野

稲 口 洞 戸 南

旭 ケ 丘 洞 戸 北

東 山 板 取 南

桜 ケ 丘 西 板 取 北

桜 ケ 丘 東 寺 尾

小 瀬 谷 口

池 尻 広 見 八 幡

倉 知 北 高 野 跡 部

倉 知 南 富 之 保

富 岡 中 之 保

千 疋 下 之 保

小 金 田 上 之 保 北

津 保 川 台 上 之 保 南

赤 土 坂 合 計

資料：選挙管理委員会
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単位：人　各年9月1日現在

区　　分 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

総　　数

男

女

資料：選挙管理委員会

 17 − 13　　投票区別選挙人名簿登録者数

 17 − 14　　選挙人名簿登録者数の推移



【平成２７年４月１日現在】

市　長 副市長 市長公室 秘書広報課 秘書係、広報係、国際係

経営戦略室

総　務　部 総務管財課 法制係、事務管理係、財産管理係

洞戸事務所 住民福祉係、産業建設係

板取事務所 住民福祉係、産業建設係

上之保事務所 住民福祉係、産業建設係

[地域包括支援センター]［老人福祉センター］

福　祉　部 福祉政策課

財　 政　 課 財政係、資金係

契約検査課 契約係、検査係

税　 務 　課 庶務諸税係、市民税係、法人市民税係、土地係、家屋係、収納係

市民相談室

西 部 支 所

国保年金課 国保係、年金係

市民環境部 市　 民 　課 戸籍係、住民係

清掃事務所

総合斎苑わかくさ

生活環境課 廃棄物係、環境係、施設係

議　　　　　会 事　　　　務　　　　局 議事係、調査係

職　員　 課 人事給与係、研修係

企　画　部 企画政策課 政策推進係、統計係

危機管理課 危機管理係、交通係、防災係、消防係

電子情報室

市民協働課 地域振興係、総合交通係、男女共同参画係

武芸川事務所 住民福祉係、産業建設係

武儀事務所 住民福祉係、産業建設係

［市民活動センター］

収納推進室

福祉管理係、保護係、障がい福祉係、人権係

（福祉事務所）
児童発達支援センター(3)

［総合福祉会館］

子ども家庭課 児童母子係、保育係、子育て支援係　　　［家庭児童相談室］

［わかくさ児童センター］
保　 育 　園  (10)

［安桜こども館］［むげがわ児童館］

高齢福祉課 生きがい係、高齢者医療係、介護保険係

診　療　所 (3) 出　張　所 

保健センター 企画調整係、成人保健係、母子保健係

健康づくり推進室

分所 
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 17 − 15　　行政組織図



　

　(総務管財課内)

文化財保護センター 文化財係、遺跡整備係

スポーツ推進課 指導係、管理係、施設係

事　 務 　局 　（農務課内）

庶務係

事　 務 　局 　(総務管財課内)

事　 務 　局

まなびセンター ［児童生徒適応指導教室］

生涯学習課 社会教育係、青少年係、図書館係　　　　［少年センター］

中央公民館

文化振興係 ［篠田桃紅美術空間］［惟然記念館］

［塚原遺跡公園展示館］［円空館]

出納係

教育長 事　務　局 教育総務課 管理係、施設係

学校給食センター 分 所 (3)

会計管理者 会　 計 　課

土　 木 　課 建設係、維持係、河川砂防係

都市計画課 計画係、開発指導係、建築係、景観係

下 水 道 課 庶務係、管理係、建設係

都市整備課 街路公園係

中濃公設地方卸売市場

観光交流課 観光係、施設係 ［関鍛冶伝承館］［濃州関所茶屋］
［温泉施設］［道の駅施設］

事　 務 　局 　(総務管財課内)

総合体育館

中池公園事務所 ［中池体育館］

文　 化 　課

農  業  委  員  会

公  平  委  員  会 事　 務 　局 　(総務管財課内)

固定資産評価審査委員会

中池自然の家

関商工高等学校

監　  査 　 委  　員

選 挙 管 理 委 員 会

図　書　館 分館 ・ 分室 (5)

文化会館
[洞戸円空記念館][武芸川ふるさと館]

上之保地域教育事務所

学校教育課 学事係、指導係、学校保健係

小 ・ 中 学 校 (30)

洞戸地域教育事務所

板取地域教育事務所

武芸川地域教育事務所

武儀地域教育事務所

教育委員会

区画整理室

水　道　部 水　 道 　課 総務係、料金係、管理係、建設係、施設係

浄化センター

食肉センター

林業振興課 林政係

建　設　部

農　 務 　課 農政係、畜産係、農業土木係、土地改良係

建設総務課 管理係、調整係、用地対策係、自動車道対策係

経　済　部 商　 工　 課 工業係、商業係、金融労政係　　　［アピセ・関］［勤労会館］
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単位：件

区　分 項　目 総　数 凶悪犯 粗暴犯 窃　盗 知能犯 その他

平成 年 発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙

（注）関警察署管内 資料：関警察署

単位：件・人

死　　　　傷　　　　者　　　　数

　　人身事故件数

平成 年

（注）関警察署管内、うち（　）は関市内。 資料：関警察署

総　　　数 死　　　亡 負　　　傷
区　　分
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単位：件

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

（注）関警察署管内 資料：関警察署

道　路　別

県 道 関 ・ 金 山 線

県 道 江 南 ・ 関 線

そ の 他

総 数

国 道 １ ５ ６ 号 線

国 道 ２ ４ ８ 号 線

国 道 ４ １ ８ 号 線

単位：件

原　　 因 　　別 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

総 数

無 免 許 －

酒酔い（酒気帯び） 1(－) －

追越（はみ禁）違反

安 全 運 転 義 務 違 反

交 差 点 安 全 進 行

歩 行 者 妨 害

優 先 通 行 妨 害

踏 切 通 行 違 反 － － － － －

一 時 不 停 止

そ の 他

（注）関警察署管内 資料：関警察署

18.　　保　　安

 18 − 1　　交通事故件数

 18 − 2　　道路別交通事故発生件数

 18 − 3　　交通事故原因別件数



単位：件

区　分 項　目 総　数 凶悪犯 粗暴犯 窃　盗 知能犯 その他

平成 年 発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙
発　生
検　挙

（注）関警察署管内 資料：関警察署
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単位：人

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

総　　　数

総 数

窃 盗

強 盗 － － － －

刑 詐 欺 － － － － －

恐 喝 － － － － －

横 領 －

傷 害

法 暴 行 －

脅 迫 － － － － －

強 姦 － － － － －

わ い せ つ － － － －

犯 住 居 侵 入 － － －

失 火 － － － － －

過 失 致 死 傷 － － － － －

往 来 妨 害 － － － －

そ の 他 － －

総 数

特 鉄 砲 刀 剣 － － － － －

別 覚 せ い 剤 － － －

法 暴 力 行 為 等 － － － － －

犯 毒 劇 物 － － － － －

そ の 他

補　導　件　数

（注）関警察署管内（道路交通関係は除く） 資料：関警察署

区　　　　　分

 18 − 4　　刑法犯罪の発生・検挙状況

 18 − 5　　少年非行件数



建物 林野 車両 その他 建物（㎡） 表面積（㎡） 林野（ａ）

平成 年

区　　分
火　災　種　別　（件） 焼　損　面　積

火災件数
（件）
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放火又は コンロ
放火の疑い （てんぷら油）

平成 年

区　　分 総　数 た き 火 た ば こ 

　　区　　分 総数 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

平成 年

－

－

－

 18 − 6　　火災発生状況

 18 − 7　　原因別火災発生件数

 18 − 8　　月別火災発生件数



建 　物

焼損棟数
（棟） 建物 林野 車両 その他 爆発

－ －

－

－

－

－

資料：中濃消防組合

死者
（人）

負傷者
（人）

損　害　額　（千円）
り災世帯
（世帯）

り災人員
（人）
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単位：件

煙　突
（焼却炉等）

－

－ －

－ － －

－ －

－ －

資料：中濃消防組合

その他 不明ストーブ 火遊び 電気配線等

単位：件

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

－ －

－

－

－

資料：中濃消防組合



消 防
本 部

関 消
防 署

西分署
洞戸
（出）

板取川
（出）

武芸川
（出）

武儀
（出）

津保川
（出）

消防職員数及び消防団員数

指 揮 車 － － － － － －

消
消 防 ポ ン プ 自 動 車 －

防
梯 子 付 消 防 自 動 車 － － － － － － －

ポ
小型動力ポンプ積載車 － － － － － － － －

ン
小 型 動 力 ポ ン プ －

プ
水 槽 車 － － － － － － －

自
緊急消防自動二輪車 － － － － － － －

動
救 急 自 動 車

車
救 助 工 作 車 － － － － － － －

等
資 材 搬 送 車 － － － － － － －

小 型 救 命 ボ ー ト － － － － － － －

広 報 車

人 員 搬 送 車 － － － － － － －

防 火 水 槽 － － － － － － － －

消 火 栓 － － － － － － － －

河 川 ・ そ の 他 － － － － － － － －

消
防
水
利

区　　　　　分
中濃消防組合

総　数 救　護 不搬送 総　数 男 女

平成 年

　

区　　分
救　護　人　員出　動　件　数
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 18 − 9　　救急車出動件数及び救護人員

 18 − 10　　消防力の現状



単位：人・台・個　平成27年10月1日現在

関 洞戸 板取 武芸川 武儀 上之保 総 数

消防職員数及び消防団員数

－ － － － － 指 揮 車

消 防 ポ ン プ 自 動 車
消

－ － － － － － 梯 子 付 消 防 自 動 車
防

小型動力ポンプ積載車
ポ

－ － － － 小 型 動 力 ポ ン プ
ン

－ － － － － － 水 槽 車
プ

－ － － － － － 緊 急 消 防 自 動 二 輪 車
自

－ － － － － － 救 急 自 動 車
動

－ － － － － － 救 助 工 作 車
車

－ － － － － － 資 材 搬 送 車
等

－ － － － － － 小 型 救 命 ボ ー ト

－ － － － － 広 報 車

－ － － － － － 人 員 搬 送 車

防 火 水 槽

消 火 栓

－ － － － － － － 河 川 ・ そ の 他

資料：中濃消防組合

消
防
水
利

区　　　　　分
関市消防団

単位：件・人

交　通 一般負傷 運動競技 水　難 急　病 労働災害 その他

資料：中濃消防組合

事　故　別　種　別　救　護　人　員
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平成28年3月31日現在

災法
適用

災害年月日 災害の種類
主　　な
被害地域

明  3. 9.18 　風　水　害 市内一円 美濃地方全壊家屋1,700戸

明 24.10.28 （濃尾大震災） 〃 旧関町２昼夜にわたる火災、圧死97名、焼死15名

　震　　　災 傷者274名、全壊家屋1,273戸、半壊家屋2,478戸、

全焼743戸、半焼142戸

明 26. 8.22 　水　　　害 〃 堤防決壊　千疋３、戸田16、池尻３、白金６カ所

明 29. 8.30 　風　水　害 〃 堤防決壊　側島２、戸田２、白金５、稲口１、西田

原１、植野１カ所、各地に全半壊家屋あり

明 30. 9.30 　水　　　害 〃 旧倉知床上浸水49、床下121戸、堤防決壊　西田原

３カ所

大 元. 9.26 　風　水　害 〃 被害不明

大 10. 9.26 　風　水　害 〃 被害不明

昭  5. 7.19 　水　　　害 〃 関川、吉田川氾らん、市街地浸水家屋床上567戸、

床下723戸

昭  9. 9.21  （室戸台風） 〃 岐阜県内死傷者107名、家屋全半壊2,680戸

　風　水　害

昭 29. 9. 1 　風　水　害 〃 津保川大洪水橋梁８基流出、富野地内浸水家屋床上

６戸、床下40戸

昭 32. 4.13  （小瀬大火） 小　瀬 延焼11戸（全焼７戸）

　火　　　災

○ 昭 34. 9.26 （伊勢湾台風） 市内一円 最大風速43ｍ、保戸島、池尻、東志摩地区浸水死者

　風　水　害 10名、傷者24名、全壊家屋185戸、半壊271戸、浸水

家屋床上132戸、床下126戸、非住家全半壊977戸、

橋梁流出25基、道路決壊14カ所、田畑冠水1,244ha

○ 昭 35. 8.12  （12号台風） 〃 流失家屋１戸、半壊家屋20戸、浸水家屋床上220戸、

　風　水　害 床下93戸、堤防決壊５カ所、道路決壊８カ所、田畑

冠水520ha

昭 36. 6.24 　水　　　害 〃 浸水家屋床上58戸、床下357戸、田畑冠水1,519ha

○ 昭 36. 9.16 （第2室戸台風） 〃 傷者６名、全壊家屋19戸、半壊68戸、浸水家屋床上

　風　水　害 ７戸、床下155戸

昭 43. 8.17  （集中豪雨） 〃 死者１名、半壊家屋３戸、浸水家屋床上139戸、床

　水　　　害 下704戸、堤防決壊２カ所、道路決壊13カ所、橋梁

流出８基、田畑冠水335ha

○ 平 16.10.20 （23号台風） 〃 死者１名、浸水家屋床上73戸、床下44戸

　風　水　害 堤防決壊６カ所、道路決壊５カ所、田畑冠水9.83ha

資料：危機管理課

被害状況・その他
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 18 − 11　　大規模災害発生状況（明治以降）



単位：個所　各年3月31日現在

区　　　分 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 備　　　　　考

横断歩道橋

Ｒ156-3
Ｒ418-2

関本巣線－２

文化通り－１
桜ヶ丘－１

地　下　道

Ｒ248ＢＰ－4
Ｒ418-1

江南関線－１

弥生町

｝

資料：危機管理課
土  木  課

建設総務課

市民協働課

交 通 信 号 機

防 犯 灯

道 路 照 明 灯

新田、栄町１、関富岡、
関口、刃物会館前、
関駅前、関下有知、
関市役所前、関シティ
ターミナル、関駅西口

総 数

国 道

県 道

市 道

総 数

国 道

県 道

市 道

自 転 車 駐 輪 場
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 18 − 12　　交通安全施設等



− 151 −

単位：台　平成28年3月31日現在

区　　分 合　計 関地域 洞戸地域 板取地域
武芸川
地域

武儀地域
上之保
地域

統 合 親 局 － － － － －

地 域 親 局 － － － －

遠 隔 制 御 装 置

地 区 遠 隔 制 御 装 置 － － － － －

屋 外 拡 声 子 局

資料：危機管理課

 18 − 13　　同報無線の設置状況

単位：台　平成28年3月31日現在

区 　分 合  計 関地域 洞戸地域 板取地域
武芸川
地域

武儀地域
上之保
地域

統 制 局
（ 基 地 局 ）

－ － － － －

中 継 局
前進基地局）

－ －

遠 隔 制 御 器 － － － － －

静 止 画 像 伝 送 － － － － －

半 固 定 型

車 載 型

携 帯 型

フ ァ ク シ ミ リ

資料：危機管理課

 18 − 14　　移動系無線の設置状況



− 152 −

単位：千人

区　　分 高賀神水庵 ふどうの森
寺尾ケ原

千本桜公園
関善光寺 高賀神社 関鍛冶伝承館 関市円空館

篠田桃紅
美術空間

平成 年

温泉

区　　分
板取川

洞戸観光ヤナ
フェザー

ミュージアム
鮎の里ほらど

岐阜県
百年公園

中池公園
すぎのこ

キャンプ場
ＴＡＣランド
キャンプ場

武芸川温泉
ゆとりの湯

平成 年

区　　分
板取川温泉
ﾊﾞｰﾃﾞｪﾊｳｽ

上之保温泉
ほほえみの湯

道の駅
「平成」

道の駅
ﾗｽﾃﾝほらど

道の駅
むげ川

濃州関所茶屋 関まつり 小瀬鵜飼

平成 年 ― (中止)

区　　分 刃物まつり 花火大会
あじさい
まつり

関にし
秋の祭典

武芸川ふるさ
と夏まつり

津保川産業祭
上之保

ゆず祭り
ぎふ清流国体
ぎふ清流大会

平成 年 － －

－ －

－

－ －

資料：観光交流課

イベント

自然 文化・歴史

産業観光 スポーツ・レクリエーション

温泉 行・祭事買物

19.　　観　　光

 19 − 1　　観光地別観光客数
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